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[bookmark: GUID-C87C6CE4-2849-4753-BDFC-DD1A15C7060D]
はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済のデータベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。





	対象読者



	ドキュメントのアクセシビリティについて



	関連ドキュメント



	表記規則







[bookmark: GUID-C9132383-BCE5-4728-B236-19F1D2182340]対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。

	システム管理者



	ネットワーク管理者



	データベース管理者



	アプリケーション管理者およびユーザー





このマニュアルでは、Oracle Database Appliance固有の情報以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションの開発に関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle Databaseインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。 





[bookmark: GUID-E409CC44-9A8F-4043-82C8-6B95CD939296]ドキュメントのアクセシビリティ



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。








[bookmark: GUID-D3C34483-F52F-412E-A4DA-1648EC7CABE0]関連ドキュメント

このマニュアルとともに、次のマニュアルがOracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリで公開されています。次のURLで入手できます。

http://www.oracle.com/goto/oda/docs:

	『Oracle Database Applianceリリース・ノートfor Linux x86-64』



	『Oracle Database Applianceライセンス情報ユーザー・マニュアルfor Linux x86-64』



	Oracle Database Appliance X6-2-HAデプロイメントおよびユーザーズ・ガイド



	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』



	Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター(Oracle Database Applianceの出荷時に添付されるフルサイズの印刷物)



	Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド



	Oracle Database Applianceサービス・マニュアル



	Oracle Database Applianceシリーズ・セーフティおよびコンプライアンス・ガイド



	『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』



	『Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database Applianceユーザーズ・ガイド』





次のMy Oracle Supportノートに追加情報があります。

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=888888.1



	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=2144642.1





Oracle Databaseの使用の詳細は、Oracle Databaseオンライン・ドキュメント・ライブラリの次のドキュメントを参照してください。

	『Oracle Database概要』Oracle Database Appliance X6-2-HAについて






1 Oracle Database Appliance X6-2-HAについて


このドキュメントは、Oracle Database Appliance X6-2-HAハードウェアのみを対象としています。

Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイと管理が簡単なシステムでOracle Databaseを利用できます。完全なソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークのパッケージにより、データベースのデプロイメント、メンテナンスおよびサポートと、アプリケーション・ワークロードを簡素化でき、時間と費用を節約できます。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceソフトウェア

Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。
	Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順を示します。





Oracle Database Applianceソフトウェア


Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。


Oracle Database Applianceのコンポーネントには、次の表にリストされているソフトウェアが含まれます。


注意:

リリースによって、表に示す1つ以上のアイテムが含まれていない場合があります。







表1-1 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	コンポーネントの内容	コンポーネントの必須対象	インストールまたはダウンロード
	
Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

	
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータ(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ

	
すべてのデプロイメント

	
インストール


	
Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドル

	
Basic input/output system (BIOS)

ハードウェア・ドライバと管理パックおよび様々なコンポーネントのファームウェア・ドライバ

Oracle Appliance Manager

Oracle Linux

Oracle VM

Java Development Kit (JDK)

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)

Oracle Databaseパッチセット更新(PSU)

Oracle Auto Service Request (ASR)

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Intelligent Platform Management Interface (IPMI)

Java Development Kit (JDK)

	
すべてのデプロイメント

	
ダウンロード


	
Oracle Database Appliance エンドユーザー・バンドル

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	
ベア・メタル・デプロイメント

	
ダウンロード


	
ODA_BASEテンプレート

	
Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	
仮想化プラットフォームのデプロイメント

	
ダウンロード








インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードと示されているコンポーネントは、自身でダウンロードしてデプロイすることになります。








Oracle Database Applianceデプロイメントの概要


Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順を示します。


これらのタスクを完了するには、このマニュアル、およびOracle Database Applianceオーナーズ・ガイドの各トピックを参照してください。




	Oracle Database Applianceの準備。
	Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。
	構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。
	サーバー設置場所を準備します。
	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。
	ネットワーク上のローカル・コンピュータにOracle Database Applianceソフトウェアをダウンロードします。



	Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。
	サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。
	電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。
	キーボードおよびマウスをUSBポートに接続し、ビデオ表示をVGAポートに接続します。
	外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。
	システムを起動します。
	ネットワークをplumbします。



	Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。
	ネットワーク上のシステムにOracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをダウンロードします。
	Oracle Database Applianceシングル・インスタンス・ソフトウェア・バンドルをOracle Database Applianceにコピーします。
	update-imageコマンドを実行してバンドルをインストールします。



	Oracle Database Applianceのデプロイ
	Oracle Database Appliance Webコンソールにログインします。
	「Deploy Appliance」をクリックします。
	構成詳細を入力します。
	「Submit」をクリックしてデプロイメントを開始します。
	「Activities」タブで進捗状況を監視します。












Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備





2 Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備 

これらのトピックは、Oracle Database Applianceが配置される前にセットアップ・タスクを実行するためのチェックリストとして使用します。 

タスク:




	My Oracle SupportへのサポートIDの登録
ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 
	Oracle Database Applianceの構成オプションの計画
 これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。
	システム要件の情報収集
これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceをデプロイする前に、情報を収集します。
	Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成
スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを使用して、オフライン・デプロイメント計画を作成し、実際のデプロイメントの前にネットワーク設定を検証します。




My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得する場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。

注意:
登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。







Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

これらのトピックは、Oracle Database Appliance構成に関する決定を行う際に役立ちます。

これらのトピックは、適切なOracle Database Applianceを選択して、デプロイメントを計画する際に役立ちます。先に進む前に、決定事項および必要な情報を記録してシステム構成チェックリストを完成させてください。

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。Oracle Appliance Managerはデータベース構成用にのみ使用します。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、Oracle Database Appliance上でこれらのデータベースが確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 





トピック:




	Oracle Database Applianceのベア・メタル・オプションの選択
Oracle Database Applianceは工場出荷時にはベア・メタルとしてデプロイするようになっています。 
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択
仮想化プラットフォームと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。
	データベース構成オプションの選択
データベース・テンプレートおよび構成オプションを選択して、初期データベースを正しくサイズ設定および構成します。




Oracle Database Applianceのベア・メタル・オプションの選択

Oracle Database Applianceは工場出荷時にはベア・メタルとしてデプロイするようになっています。 

ベア・メタル・デプロイを続行するには、システム要件、データベース構成およびソフトウェアのダウンロードを確認してください。





Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

仮想化プラットフォームのオプションと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。

仮想マシンを実装する前に、その実行方法と稼働場所を決定する必要があります。要件に基づいて、高可用性オプションの選択、CPUおよびネットワーク・アクセスについて競合する仮想マシン間の干渉を低減するオプションの選択が可能です。さらに、より多くのストレージ領域を提供するオプション、または仮想マシンの自動起動の有効化を可能にするオプションも選択できます。これらのオプションの一部には、Oracle Database Applianceサーバーに必要な構成以外で追加のネットワーク構成が必要です。

デフォルトでは、Oracle Database Applianceには各ノードに1つのローカル・リポジトリが含まれます。そのリポジトリの最大サイズは、Oracle Database Applianceハードウェアによって異なります。Oracle Database Appliance X6-2-HA仮想化プラットフォームでの最大サイズは350GBです。

デフォルト・リポジトリに仮想マシンを作成した場合、仮想マシンは配置されたノードでのみ稼働できます。仮想マシンは1つのノードでのみ稼働できるため、フェイルオーバー機能がありません。

共有マシン環境の柔軟性を最大限にするには、共有リポジトリを仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)とともに使用します。共有リポジトリでは高可用性オプションが使用可能になり、ストレージ容量が増強され、ローカル・ストレージの使用が低減されます。VLANを使用すると、仮想マシンのネットワーク・トラフィックを分割できます。

共有ディスク上にホストされた共有リポジトリを使用すると、仮想マシンではOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ、DATAおよびRECOの領域が使用されます。共有ディスクを使用する場合、仮想マシンを変換して次のようにできます。

	リポジトリを使用できる場合はいつでも自動的に始動する


	優先ノードで実行する


	優先ノードが使用できない場合は、他のノードを始動するか、他のノードにフェイルオーバーする




Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイでは、同じネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ポートで複数のVLANがサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。 

VLANを使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。各VLANには、異なるVLAN IDが割り当てられます。ネットワーク・スイッチでは、VLAN IDを使用して、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離します。VLANの構成後、VLANは個別の物理接続とまったく同様に機能します。

注意:
仮想LANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。







データベース構成オプションの選択

データベース・テンプレートおよび構成オプションを選択して、初期データベースを正しくサイズ設定および構成します。

データベース構成オプションを確認し、初期データベースを構成するのに必要な、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)のテンプレートおよびOracle RAC One Nodeデータベースを選択します。この情報は、ベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ中に初期データベースの構成を計画する場合に該当します。

システム構成チェックリストの完了に進む前に、決定や、データベース・テンプレートに必要な情報を記録します。 

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。データベース構成にはOracle Appliance Managerのみを使用してください。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、これらのデータベースがOracle Database Appliance上で確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 



トピック:




	Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプションの選択
デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 
	Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択
 Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。
	必要なコアの計算
計画済のOracle Databaseのテンプレートを選択したら、ワークロード・タイプを特定し、テンプレートをサポートするのに必要なCPUの合計数を決定します。 




Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプションの選択

デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの初期デプロイ中に、データベースの作成ができ、あるいはデータベース作成を先送りできます。

オプション:

	Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 12cリリース1 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム


	Oracle Databaseソフトウェアは両方のノードへインストールされる





	Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 12cリリース1

	Oracle RAC One Nodeに指定のOracle Database Applianceホーム・ノードがある


	両方のサーバーにOracle RAC One Nodeソフトウェアがインストール済


	自動フェイルオーバーが構成済


	Enterprise Editionライセンスが必要


	各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要

例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定する場合、10日ルールに従ってライセンスなしでサーバーを使用可能。

注意:
10日ルールの詳細は、『Oracle Software Investment Guide』を参照してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf







	Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 12cリリース1

	Oracle RACホーム


	両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済


	Enterprise Editionライセンスが必要


	各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)











Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択

Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、テンプレートによってはモデルでサポートされない場合があります。

各Oracleデータベース・テンプレートには、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)


	処理要件(プロセス数から算出)


	ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)




	Oracle Database Appliance X6-2-HAデプロイメントおよびユーザーズ・ガイドの付録「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」にあるガイドラインおよびサイズ設定情報を参照してください。


	使用するテンプレートがご使用のハードウェア・モデルで使用可能かどうかを確認します。Oracle Database Appliance X6-2-HAで使用可能なテンプレートは次のとおりです。

	Odb-01


	Odb-01


	Odb-02


	Odb-04


	Odb-06


	Odb-12


	Odb-16


	Odb-20







注意:
Oracle Database Applianceテンプレートを使用することをお薦めします。これらのテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されています。



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする予定のOracle Databaseが1つのみの場合は、そのOracle Databaseに選択するテンプレートと同じ名前を持つODA_BASEのテンプレートを使用することをお薦めします。 

ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストできます。また、大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストしたり、1つの中サイズ・データベース、1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストしたりできます。 

注意:
選択したデータベース・テンプレートの合計要件がODA_BASEテンプレートの容量を超えないよう注意してください。ODA_BASEのサイズは、初期デプロイメントの完了後に調整できるため、ODA_BASEを拡張して、ODA_BASEで扱うデータベースを増やすことができます。







必要なコアの計算

計画済のOracle Databaseのテンプレートを選択したら、ワークロード・タイプを特定し、テンプレートをサポートするのに必要なCPUの合計数を決定します。 

Oracle Database Applianceテンプレートは、Oracle Databaseワークロードの特定のタイプに合わせて構成およびチューニングされています。

	汎用テンプレート


	オンライン分析トランザクション・テンプレート(OLTP)


	意思決定支援サービス・テンプレート(DSS)


	メモリー内データベース・テンプレート




これらのテンプレートは、特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。テンプレート・サイズは後になって、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することにより調整できます。




計画済の使用方法のためのテンプレートを選択するには、付録B「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートのタイプ」を参照してください。












システム要件の情報収集

これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceをデプロイする前に情報を収集します。

トピック:




	デプロイメント前に必要な情報のリスト
 Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 
	システム詳細のチェックリスト
チェックリストを使用して、Oracle Database Appliance用に取得する必要があるシステム情報を収集します。システムの値を記録します。
	カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト
このトピックのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを特定します。




デプロイメント前に必要な情報のリスト

Oracle Database Applianceをデプロイするために準備する必要があるセキュリティ、ストレージおよびネットワーク情報を収集します。 

rootパスワードのセキュリティ要件を確認し、ストレージ要件およびネットワーク管理要件を判別し、Oracle Database Applianceハードウェアの配置前に必要な構成をすべて実行します。 

セキュリティ要件
	Oracle Database Applianceには、どのルート・パスワードを使用する必要がありますか。ルート・パスワードは、ご使用のシステムのセキュリティ要件に従う必要があります。


	一般的なシステム・セキュリティにおいて、セキュアなオペレーティング・システムは重要な基盤です。ご使用のオペレーティング・システムのデプロイメントが、一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認します。







ストレージ管理要件
ストレージ管理は、Oracle Database Applianceに統合されています。追加のストレージ構成は必要ありません。 

Oracle Database Applianceには、操作ファイル(オペレーティング・システム、Oracle Grid Infrastructureホーム、Oracle Databaseホーム、ツール)、ユーザー・データ(データベース・ファイル)およびログ・ファイル(データベースREDOログ)用に統合されたストレージが含まれています。操作ファイルは、各サーバー内のミラー化された内部システム・ディスクに格納されています。データおよびデータベースREDOログ・ファイルは、ストレージ・シェルフの共有ディスクに保存されます。 

Oracle Database Appliance X6-2-HAストレージ・シェルフには、データ用に1.6TBのSSD (パフォーマンス向上のために1.2 TBにパーティション済)が10台搭載されており、DATA ASMディスク・グループとして構成されています。データベースREDOログのために200GBのSSDが4台使用され、これらはREDO ASMディスク・グループとして構成されています。

注意:
ディスク・ハードウェアの容量は1 KB = 1,000バイトという式を使用して計算されますが、ソフトウェアの記憶域要件は1 KB = 1,024バイトに基づいています。








ネットワーク管理要件 
ネットワークの構成に指定する名前とアドレスがドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーで構成されていることを確認してください。DNSサーバーが使用不可能であっても、指定したアドレスは、IPの名前およびアドレスの解決を提供するために/etc/hostsファイルで構成されます。 

オプションで、銅線パブリック・ネットワークまたはファイバー・パブリック・ネットワークに接続できます。ファイバー・ネットワークに接続するには、10 GbE SFP+ファイバー・カードの構成を購入する必要があります。10 GbE SFP+ファイバー・カードの構成を購入した場合、InfiniBandインターコネクトはサポートされません。ネットワーク計画が正しいタイプのパブリック・ネットワークに基づいていることを確認します。

単一クライアント・アクセス名(SCAN)を使用できるようにするため、DNSサーバーを使用して解決することをお薦めします。クラスタにアクセスするための単一名を保持することで、クライアントではEZConnectクライアントとシンプルなJDBC thin URLを使用して、クラスタ内のアクティブ・サーバーに関係なく、クラスタで実行中のあらゆるOracle Databaseにアクセスできます。SCANにより、これらのデータベースへのクライアント接続のロード・バランシングおよびフェイルオーバーが実現します。SCANは、クラスタ内のOracle Databaseのクラスタ別名として機能します。

DNSサーバーを使用せずにデプロイする場合、DNSサーバーおよびSCANを後で追加できます。SCANを追加する場合、それらのSCANの追加VIPアドレスを指定する必要があります。

正しく構成されたOracle Database Applianceには、ノードに対して同じサブネット上に少なくとも6つのパブリック・アドレスが必要です。 

	各ノードのパブリックIP名およびアドレス


	各ノードの仮想IP名およびアドレス


	クラスタのSCANに解決される2つのアドレス。




すべての名前は、英数字とハイフン("-")は使用できるがアンダースコア("_")は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。

各ノードにパブリック・インタフェース用のIPアドレスを指定します。このインタフェースは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのbond0またはEth1 (Eth2とEth3のボンド)で、ノードのホストIPアドレスに使用されます。 

bond1およびbond2を、管理、バックアップ、障害時リカバリまたはネットワーク・インタフェースを必要とするその他のオプションに使用します。Oracle Database Applianceのネットワーク接続を構成する際はネットマスクとゲートウェイの両方が必要なので、各インタフェースにこれらを指定する準備をします。カスタム・インストールを選択した場合、bond1オプション・インタフェースに名前およびアドレスを指定します。

さらに、次の質問に対する答えも決めておきます。

	各サーバーのローカル・システム時間が同期されるように、各サーバーにネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サービスが構成されていますか。

NTPサーバーがあり、NTPを使用してOracle Database Applianceノード間の時刻を同期化する場合、サーバーのアドレスを指定する準備をしてください。NTPサーバーにアドレスを指定していない場合、Oracle Grid Infrastructureソフトウェアが、クラスタ時刻同期化サービス(CTSS)を使用して、ノード間の時刻の同期化を構成します。


	Oracle Database Applianceの単一障害点を回避するため、パブリックIPアドレス・ケーブルを冗長化されたスイッチに接続していますか。高可用性を実現するために、冗長化されたスイッチを使用することをお薦めします。 











システム詳細のチェックリスト

チェックリストを使用して、Oracle Database Applianceの入手のために必要なシステム情報を収集します。システムの値を記録します。


表2-1 Oracle Database Applianceのシステム構成情報用のチェックリスト

	システム情報 	説明 
	ホスト名

	Oracle Database Applianceシステムの名前。名前は、英数字とハイフン( - )は使用できるがアンダースコア( _ )は使用できないという、RFC 952標準に準拠している必要があります。名前は数字およびハイフンで始めることはできず、ハイフンで終えることもできません。最大長は30文字です。ホスト名にはすべて小文字を使用することをお薦めします。


	ドメイン名

	ドメイン名。たとえば、example.comなどです。


	マスター・パスワード

	システム、OSユーザー、データベース・ユーザーおよびpdbadminのrootパスワードに設定されたパスワード。このパスワードはデータベースSYSおよびSYSTEMのパスワードを設定するためにも使用されます。提供したパスワードが一般的なセキュリティ・プラクティスに準拠していることを確認してください。


	DNSサーバー

	(オプション) DNSサーバーの詳細。


	NTPサーバー

	(オプション)ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)のサービス詳細。


	領域

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のリージョン。


	タイムゾーン

	Oracle Database Applianceシステムを操作する予定のタイム・ゾーンを選択します。


	データベース・エディション

	Oracle Databaseエディション(Enterprise EditionまたはStandard Edition)を選択します。エディションを混在させることはできません。選択したデータベース・エディションによって、アプライアンスで作成するデータベース・エディションが決まります。エディションを変更するには、Oracle Database Applianceを再デプロイする必要があります。


	バックアップの場所

	希望のバックアップ場所を決定します: 外部、内部またはカスタム。

	「External」では、DATA用のストレージに80%、RECO用に20%が確保されます。


	「Internal」では、DATA用のストレージに40%、RECO用に60%が確保されます。 


	カスタムでは、DATA用のストレージに10%から90%、およびRECO用にその残りが確保されます。 





	データ用に確保されるストレージのパーセンテージ

	カスタムのバックアップ場所を選択した場合は、DATAストレージ用に確保する量を決定します。パーセンテージは10から90の間の整数である必要があります。


	ディスクグループ冗長性

	マシンに4台のNVMeがある場合は、「normal」冗長性(双方向ミラー)または「high」冗長性(3方向ミラー)。マシンに2台のNVMeがある場合、冗長性は自動的に「normal」に設定され、このフィールドは表示されません。

 
	ネットワーク情報

	ネットワーク情報を取得します。

	パブリック・ネットワーク


	(オプション)追加ネットワーク


	(オプション) Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)ネットワーク





	初期データベースの詳細(デプロイメント時に作成した場合)

		データベース名


	標準またはコンテナ・データベース


	クラス(データベース・テンプレート)


	データベースの文字セット


	データベース言語


	データベースのバージョン


	シェイプ(例: odb1やodb2) 


	ストレージ(Oracle ASMまたはOracle ACFS)


	Oracle Enterprise Managerコンソールの構成















カスタム・ノードのネットワーク・アドレス構成のチェックリスト

このトピックのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceに必要なIPアドレスを特定します。

デフォルトで、ネットワーク・インタフェースの名前は、インストール中に指定したOracle Database Applianceのシステム名から導出されます。またOracle Appliance Managerコンフィギュレータを使用すると、パブリックIPアドレスのアドレスは、ノード0用のパブリックIPアドレスに指定したアドレスから順に自動的に割り当てられます。生成される他のIPアドレスは、順に、ノード1のパブリック・アドレス、ノード0の仮想IPアドレス、ノード1の仮想IPアドレスおよびSCANアドレスです。

デフォルト値をそのまま使用するか、またはシステム管理者が指定するアドレスを使用してカスタム構成を行うことができます。「同じサブネット」列に「はい」がリストされているすべてのアドレスが、相互に同じサブネット上にあることを確認します。




Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントの最小IPアドレス要件

表2-2 Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントの最小IPアドレス要件

	IPの種類	最小IPアドレス・カウント	IPアドレスのデフォルト値	自分で指定する値	同じサブネット
	ホスト・パブリック・アドレス

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	はい


	ホスト・プライベート・アドレス

	4

	192.168.16.24

192.168.16.25

192.168.17.24

192.168.17.25

	該当しない: プライベート・アドレスはデプロイメント前に定義されるため、変更しないでください。 

InfiniBandを使用している場合、IPアドレス192.168.17.24および192.168.17.25は使用されません

	はい


	Oracle RAC VIP

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	はい


	単一クライアント・アクセス名(SCAN)

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	はい


	Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	 いいえ


	ユーザー仮想マシン

	適用外

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	 いいえ











Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・デプロイメントの最小IPアドレス要件

表2-3 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・デプロイメントの最小IPアドレス要件

	IPの種類	最小IPアドレス・カウント	IPアドレスのデフォルト値	自分で指定する値	同じサブネット
	ホスト・パブリック・アドレス

	2 (ODA_BASE用)

2 (Dom0の場合)

(合計4)

	デフォルトなし

	デフォルトなし

InfiniBandを使用している場合、IPアドレス192.168.17.24および192.168.17.25は使用されません

	はい


	ホスト・プライベート・アドレス

	2

	192.168.16.24 (Dom0の場合)

192.168.16.25 (Dom0の場合)

192.168.16.27 (ODA_BASE)

192.168.16.28 (ODA_BASE)

	該当しない: プライベート・アドレスはデプロイメント前に定義されるため、変更しないでください。 

	はい


	Oracle RAC VIP

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	はい


	単一クライアント・アクセス名(SCAN)

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	はい


	Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

	2

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	いいえ 


	ユーザー仮想マシン

	各仮想マシンに対して1つ以上

	デフォルトなし

	デフォルトなし

	いいえ 

















Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成

スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを使用して、オフライン・デプロイメント計画を作成し、実際のデプロイメントの前にネットワーク設定を検証します。

デプロイする際にシステムを構成する場合は、Oracle Database Applianceの基本ソフトウェアに含まれるオンライン・コンフィギュレータを待機し、これを使用します。アプライアンスを配置する前にコンフィギュレータを使用して構成ファイルを作成する場合は、これらのトピックを参照してください。

トピック:




	スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータについて
Oracle Database Applianceの構成ファイルを作成するために、スタンドアロンOracle Database Appliance Managerコンフィギュレータをダウンロードするかどうかを決定します。 
	スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行
Oracle Database Appliance X6-2-HAの構成ファイルを作成するために、スタンドアロン・コンフィギュレータをダウンロードして実行します。 




スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータについて

Oracle Database Applianceの構成ファイルを作成するために、スタンドアロンOracle Database Appliance Managerコンフィギュレータをダウンロードするかどうかを決定します。 

スタンドアロンのOracle Appliance Managerコンフィギュレータは、デプロイ・プランを生成したり実際のデプロイ前にネットワーク設定を検証できるJavaベースのツールです。 

デプロイメント前にこのツールを使用するには、ローカル・クライアント・システムにコンフィギュレータをダウンロードして実行します。ローカル・クライアントはLinux、UNIX、MAC、またはWindowsシステムです。

オフライン・コンフィギュレータ・セッションが終了すると、デプロイ・プランを構成ファイルに保存できます。Oracle Database Applianceのデプロイの準備ができたら、この構成ファイルをアプライアンスにコピーし、オンラインのOracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行して、保存済のプランをインポートおよびデプロイします。また、ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷をチェックリストとして使用して外部ネットワーク構成を設定できます。

構成ファイルを保存する前に、ネットワーク設定をテストすることをお薦めします。ネットワーク設定をテストするには、コンフィギュレータを実行するクライアントが、Oracle Database Applianceに使用するのと同じネットワークに接続されている必要があります。





スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行

Oracle Database Appliance X6-2-HAの構成ファイルを作成するために、スタンドアロン・コンフィギュレータをダウンロードして実行します。 

Oracle Database Applianceソフトウェアのバージョンに対応するスタンドアロンOracle Appliance Managerコンフィギュレータを入手するには、次のURLからダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview/index.html

すべてのバージョンのコンフィギュレータは、「Overview」ページで「Oracle Database Appliance Manager Configurator」リンクをクリックして入手できます。

コンフィギュレータをクライアントにダウンロードしてから、次の手順で実行します。




	Windowsクライアント上でコマンドconfig.bat、またはLinux/UNIXクライアント上でコマンド./config.shを使用して、コンフィギュレータを起動します。Oracle Appliance Managerの「Welcome」ページが表示されます。

[image: GUID-2FE6CADB-CE84-4D13-8ADF-092ED32C9101-default.pngの説明が続きます]





	「Next」をクリックします。
	「Configuration Type」ページで、構成タイプ、環境およびハードウェア・モデルについてオプションを選択します。ロードして編集する既存の構成ファイルがある場合は、「Browse」をクリックして、クライアント上でファイルを探します。[image: GUID-E8652ED9-8AB9-44EB-9081-6670FCF959D8-default.pngの説明が続きます]



通常の構成を選択することをお薦めします。SAPアプリケーションをデプロイする場合は、「SAP Application」を選択します。「Custom」オプションは、次の1つ以上の項目について、追加または代替のネットワーク・インタフェースを構成するかデフォルト値を上書きする場合に選択します。 

	データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスク・グループのディスク冗長性レベル


	Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	Oracle Cloud File Systemのマウント・ポイントとファイル・システムのサイズ


	ネットワーク・タイム・プロトコル・サービス・サーバー




「Typical」または「Custom」オプションを選択する前に、ご使用のバージョンのOracle Database Applianceソフトウェアのデフォルト値を確認するには、「Custom」オプションを使用してコンフィギュレータを実行します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをインストールしようとしている場合は、「Virtualized Platform」をクリックします。その他の場合は、環境オプションのデフォルトである「Bare Metal」のままにしておいてください。Oracle Database Appliance X6-2-HAのハードウェア・オプションとして「ODA-X6-2」を選択します。 

InfiniBandを2つのOracle Database Applianceサーバーのインターコネクトとして使用する場合は、「InfiniBand」チェック・ボックスを選択します。

初回実行時はロードする構成ファイルがないため、 「Browse」オプションは役に立ちません。

この例では、「Typical」、「Virtualized Platform」および「ODA-X6-2」の各オプションが選択されています。

注意:
「SAP Application」のオプションは、ベア・メタル・オプションでのみ有効です。



選択を行って「Next」をクリックします。



	「System Information」ページで、システム名を指定し、リージョンおよびタイム・ゾーンのリストから正しい値を選択します。 「New Root Password」および「New Root Password (confirm)」フィールドに、rootユーザーの新しいパスワードを入力します。このパスワードは構成ファイルで暗号化され、デプロイメント時にパスワードをリセットするために一時的に暗号化解除されます。

[image: GUID-B9E40037-881A-4D16-B42A-35CA5C3A55CC-default.pngの説明が続きます]





	「Next」をクリックします。
	「Network Information」ページに、ドメイン名、DNSサーバー・アドレス、2つのノードのパブリック・アドレスとVIPアドレス、SCAN名とアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。[image: GUID-3155B227-A924-41DD-A7B1-C64D8F557271-default.pngの説明が続きます]



このページにデータを入力するとき、一部のフィールドには、先に入力した値から導出された値が自動的に挿入されます。たとえば、ノード0のパブリックIPアドレスに指定したアドレスが192.0.2.18の場合、デフォルトのノード・アドレスは次のように生成されます。

	ノード0のパブリックIPアドレス: 192.0.2.18


	ノード1のパブリックIPアドレス: 192.0.2.19


	ノード0の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.20


	ノード1の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.21


	SCANアドレス(SCAN VIP名に解決される2つのアドレス): 192.0.2.22、192.0.2.23






	「Next」をクリックします。
	「Database Information」ページで、初期データベースを作成するかどうかを選択します。データベースを作成するようにチェックボックスを選択すると、データベースの詳細を指定できます。そのような詳細には、データベース名(必須)と次のオプションがあり、使用可能なリストの値を選択します。 	Is Container Database デフォルトはfalseです。デフォルト値のままにしておくと、コンフィギュレータはコンテナなしのデータベースを構成します


	Database Type デフォルト・タイプはOLTPです。「DSS」または「In-Memory」を選択することもできます。


	Database Class デプロイするデータベース・クラスを選択します。Oracle Database Applianceのすべてのモデルですべてのオプションを使用できるわけではありません。デフォルト・クラスはodb-06です。


	Database Language デフォルトの言語はAMERICANです。


	Database Deployment 次のいずれかを選択します(デフォルトはRAC)。

	Oracle RAC


	Oracle RAC One Node


	Oracle Database Enterprise Edition (Oracle RACなし)





	Data File Size (GB) コンテナ・データベースを作成するように指定する場合は、このページの最後のフィールドでデータベースのデータ・ファイル・サイズを指定します。(このフィールドは、「Is Container Database」にTrueが選択されている場合を除き、入力できません。)初期データベースを作成しない場合は、「Create Initial Database」のチェック・ボックスを選択しないでください。


	Data Files on Flash Storage 「false」を選択します。 




[image: GUID-0EE22EA8-19F4-412F-B688-683181AA8DCF-default.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。



	「Network Validation」ページで、ネットワーク設定を検証して、検証出力をファイルに保存するか、または、「Skip Network Validations」チェック・ボックスを選択して検証ステップを省きます。[image: GUID-A301194B-EDA0-41B4-9CB5-06C214964576-default.pngの説明が続きます]



構成ファイルを使用してアプライアンスを構成する前にネットワークを検証することをお薦めします。ただし、アプライアンス用に構成されたネットワーク・サブネットに属するサーバーでOracle Appliance Manager Configuratorを実行する必要があります。これを実行しなかった場合、必要な構成を完了したかどうかにかかわらず、検証は失敗します。 

ネットワーク検証が失敗した場合、構成を続行するには、「Skip Network Validations」を選択してから、「Next」を選択します。結果を確認した後、続行する準備ができたら、「Next」をクリックします。検証が失敗した場合は、これらの結果をネットワーク管理者とともに確認するために検証出力を保存します。入力した構成情報を保存し、ネットワーク・アドレスを後で修正するには、「Skip Network Validations」を選択して「Next」をクリックし、次のページに進みます。 



	「Summary」ページで、選択した構成オプションを確認します。「Save」をクリックして構成ファイルを保存するか、「Back」をクリックして選択内容を変更します。 構成ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷を使用してデプロイ・プランのために構成エントリを確認できます。コンフィギュレータを再度実行する場合、構成ファイルを後でロードすることもできます。

[image: GUID-8592F497-30D7-4FB0-B383-6B1863F68C0B-default.pngの説明が続きます]



Oracle Database Applianceでコンフィギュレータを実行しているとき、初期ネットワークを構成してエンドユーザー・バンドルをインストールするかODA_BASEをデプロイする準備ステップを完了したら、「Install」をクリックして、構成をデプロイできます。デプロイを完了する準備が整っていない場合は、まず「Save」,をクリックし、次に「Finish」をクリックします。構成ファイルの名前および場所をメモします。この構成ファイルをデプロイメント用にOracle Database Applianceにコピーできます。デプロイメント前に訂正する必要がある場合、スタンドアロンOracle Appliance Manager Configuratorを再実行し、構成ファイルをロードし、変更を加えてから、ファイルを再度保存します。












Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備





3 Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備

Oracle Database Applianceのデプロイの準備をするには、次のタスクを完了します。

トピック:




	Oracle Database Applianceへのケーブルの取付け
単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceを使用する場合は、インターコネクト・ケーブルを取り付けます。
	Oracle Database Applianceへのストレージ拡張シェルフの接続
これらのトピックは、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。 
	周辺機器の取付け
Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合、このタスクを実行します。 
	Oracle Database Applianceの初回の起動
 この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動する場合、または電源を落とした後にアプライアンスを起動する場合に使用します。 
	Oracle Integrated Lights Out Managerの構成
 Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。
	初期ネットワーク接続の構成
 デプロイメント中にネットワーク情報を作成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 




Oracle Database Applianceへの提供されるケーブルの取付け

単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceを使用する場合は、インターコネクト・ケーブルを取り付けます。

トピック:




	Oracle Database Appliance X6-2-HAへのケーブルの取付け
このトピックにある図を使用して、Oracle Database Appliance X6-2-HAのポート間でのケーブル接続について理解します。
	ファイバー・パブリック・ネットワークに接続するためのOracle Database Applianceの配線(オプション)
InfiniBandカードのかわりに10GbE SFP+ (ファイバー)カードを含む構成を注文した場合、パブリック・ネットワーク用に10GbE SFP+ (ファイバー)接続を使用するようにOracle Database Appliance X6-2-HAを構成できます。




Oracle Database Appliance X6-2-HAへのケーブルの取付け

このトピックにある図を使用して、Oracle Database Appliance X6-2-HAのポート間でのケーブル接続について理解します。

単一シェルフ
各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットにはX PCIe3というラベルが付いています。XはPCIeスロット番号です。 

次の図は、単一のストレージ・シェルフにあるOracle Database Appliance X6-2-HAのポート間でのケーブル接続を示しています。ケーブルは色分けされています。各ケーブルの端にあるラベルの色と、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。 

[image: GUID-77BE2C8C-0FD2-458E-81CF-AC81892FBEA4-print.epsの説明が続きます]







表3-1 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X6-2-HAの配線用注釈の説明

	注釈番号 	説明
	1

	緑色のInfiniBandケーブル

	始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT2


	終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT2





	2

	黄色のInfiniBandケーブル

	始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT1


	終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT1





	3

	ダークブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	4

	ライトブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	5

	ダークレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	6

	ライトレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1















ファイバー・パブリック・ネットワークに接続するためのOracle Database Applianceの配線(オプション)

InfiniBandカードのかわりに10GbE SFP+ (ファイバー)カードを含む構成を注文した場合、パブリック・ネットワーク用に10GbE SFP+ (ファイバー)接続を使用するようにOracle Database Appliance X6-2-HAを構成できます。

Oracle Database Applianceとパブリック・ネットワーク間にファイバー接続を使用するには、緑色と黄色の銅線ポート(オンボード・ポートnet0およびnet1)を使用してインターコネクトを配線する必要があります。これらのポート用の緑色と黄色のカテゴリ6 (Cat 6)インターコネクト・ケーブルは、基本システムに同梱されています。

ポートをどのように接続するかについて次に説明します。

	緑のCat 6ケーブルをオンボードNET 1ポートに差し込みます(図の注釈1)。


	黄色のCat 6ケーブルをオンボードNET 0ポートに差し込みます(図の注釈2)。




[image: GUID-97CC8FEB-9086-42D7-B43C-BA9FEE5CA5B0-default.pngの説明が続きます]



次のセクションは、10 GbE SFP+ PCIカードの配線オプションを示しています。 

ファイバー・ケーブル
光ケーブルの場合は、各ネットワーク・ポート用にShort Range(SR)またはLong Range(LR) SFP+トランシーバを購入し、適切な光ケーブルを接続する必要があります。現在、OracleではSRおよびLRのSFP+トランシーバを販売しています。これらのトランシーバに加えて、適切なLC-LCの終端済光ファイバー・ケーブルをサードパーティ・ベンダーから購入する必要があります。


	名前	部品番号
	10GbEトランシーバSR (SFP+)

	X2129A-N


	10GbEトランシーバLR (SFP+)

	X5562A-Z











銅線ケーブル
Oracleから次の銅線ケーブルを購入できます。これらのケーブルにはSFP+コネクタが付けられています。


	名前	長さ	部品番号
	TwinAx 1m

	1m

	X2130-1M-N


	TwinAx 3m

	3m

	X2130-3M-N


	TwinAx 5m

	5m

	X2130-3M-N

















Oracle Database Applianceへのストレージ拡張シェルフの取付け

これらのトピックは、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。 

トピック:




	ストレージ・シェルフの取付けおよび配線について
Oracle Database Appliance X6-2-HAのストレージ・シェルフを追加する場合、これらのオプションおよびベスト・プラクティスを確認します。
	ストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線
この手順は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に使用します




ストレージ・シェルフの取付けおよび配線について

Oracle Database Appliance X6-2-HAのストレージ・シェルフを追加する場合、これらのオプションおよびベスト・プラクティスを確認します。

Oracle Database Appliance X6-2-HAのストレージ・シェルフ・オプション
Oracle Database Appliance X6-2-HAには、1つまたは2つのストレージ・シェルフを同梱できます。後から2つめのシェルフを取得して、ストレージ容量を2倍にできます。

はじめにOracle Database Applianceにストレージ・シェルフを1つ設置してデプロイした場合は、データベースまたはアプリケーションを停止することなく、いつでもストレージ拡張シェルフを追加できます。




ストレージ拡張シェルフの追加に関するベスト・プラクティス・ガイドライン
データベースのアクティビティが比較的少ないときに、ストレージ拡張シェルフを追加することをお薦めします。システムが新しいストレージを検出すると、Oracle ASMは自動的にディスク・グループの再バランスを取ります。再バランス操作を行うと、操作が完了するまでパフォーマンスが低下する可能性があります。

注意:
ケーブル接続が正しく行われたことを確認するには、配線手順を参照してください。データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。

システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。






ストレージ拡張シェルフを配線する方法
次の図は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフに、必要なケーブルを差し込む手順を示しています。参考までに、図には2つのノードおよび元のストレージ・シェルフ用のケーブルが記載されています。

ケーブルは色分けされています。各ケーブルの端にあるラベルの色と、図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。図の注釈を使用してケーブルおよびポートを特定することもできます。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットにはX PCIe3というラベルが付いています。XはPCIeスロット番号です。詳細は、図の後に続く注釈表を確認してください。 

図3-1 Oracle Database Appliance X6-2-HAのストレージ拡張シェルフのケーブル
[image: 図3-1の説明が続きます]



前述の図に注釈番号で示されるケーブルは、出荷される各Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフに同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。


表3-2 Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフの配線用注釈の説明

	注釈番号	説明
	7

	ダークブルーのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS0


	終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート0





	8

	ライトブルーのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS1


	終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート0





	9

	ダークレッドのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS1


	終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート1





	10

	ライトレッドのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS0


	終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート1











注意:
システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。








ストレージ拡張シェルフの取付けと配線

この手順は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。

	ストレージ拡張シェルフは、可能な場合はOracle Database Applianceの下に、それ以外の場合は添付のケーブルを接続できるよう、近い場所に配置します。ストレージ拡張シェルフは通常、Oracle Database Applianceの下部の、ストレージ・シェルフの下に設置されます。しかし、ラックは通常、下から上へプロビジョニングされる必要があるので、空きがない場合があります。このような場合、システム全体をラックに再配置するのを避けるには、ストレージ拡張シェルフをサーバー・ノードの上に配置できます。あるいは、別の隣接するラックに配置してもかまいません。

	ストレージ拡張シェルフは、元のストレージ・シェルフとまったく同じ方法で設置します。Oracle Database Applianceへのオプション・コンポーネントの設置の詳細を確認するには、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第4章、「オプション・コンポーネントの設置」に関する項を参照してください。
	このトピックの図を使用すると、Oracle Database Applianceモデルのストレージ拡張シェルフを配線できます。注意:
データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。



	提供される電源コードを取り付けます。詳細および電源コードを接続する方法を示す図を表示するには、「電源コードの取付けとコンポーネントの初期化」の項を参照してください。








周辺機器の取付け

このタスクは、Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合に実行します。 

Oracle Database Applianceには、モニターやキーボードなど、人間とコンピュータ間のインタフェース機器が装備されていません。ネットワーク経由ではなく、ローカルでログインする場合は、インタフェース機器を取り付ける必要があります。 

グラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。図および表を参照してポートを識別してください。

図3-2 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続
[image: 図3-2の説明が続きます]



 図で、注釈1はキーボードおよびマウスのポートを示しています。注釈2はモニターのポートを示しています。 


表3-3 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続

	注釈番号	説明
	1

	キーボードおよびマウス用のUSBポート 


	2

	モニター用のグラフィックス・カード・ポート












Oracle Database Applianceの初回起動

この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動する場合、または電源を落とした後にアプライアンスを起動する場合に使用します。 

Oracle Database Applianceに初めて電源を投入する準備として、必要なすべての電源コードを接続し、正常に初期化されたことを確認する必要があります。それから、電源ボタンを1回押してシステムを起動できます。

トピック:




	電源コードの取付けとコンポーネントの初期化
 Oracle Database Applianceの電源コードを取り付けます。 
	Oracle Database Applianceの初回電源投入
初めてOracle Database Applianceの電源を入れるには、この手順を使用します。 




電源コードの取付けとコンポーネントの初期化

Oracle Database Applianceの電源コードを取り付けます。 

注意:
電源コードを差し込む場合は、その前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。



AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。N+1の電源の冗長性を維持する場合は、2つの異なるAC回路を使用します。各AC回路から各コンポーネントに1本の電源コードを接続します。 

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。





Oracle Database Applianceの初回電源投入

初めてOracle Database Applianceの電源をオンにするには、この手順を使用します。 

注意:
電源コードの接続後、緑色のSP OK発光ダイオード(LED)のライトが数分間点滅した後、常時点灯に変わります。冷却ファンも回転する場合があります。ただし、これらの事象はシステムが起動していることを示してはいません。アプライアンスを正しく起動するには、この項の手順をすべて完了する必要があります。項全体を読んで、初期システム起動に必要な順序を理解してください。(オプション)タスクの前提条件をここに入力します。




	サーバー・ノードの電源をオンにする前に、接続されているストレージ・シェルフの電源をオンにします。
	各ストレージ・シェルフの背面にあるストレージをオンにしたら、電源凹型ボタンを押してサーバー・ノードをオンにします。注意:
完全に初期化された状態は、緑色のSP OK LEDが常時点灯している状態になることによって示されます。サーバーの緑色のLEDライトのいずれかがまだ点滅している場合は、その初期化手順が完了するまで待機します。



電源ボタンおよびシステム初期化ステータスのインジケータ・ライトの識別には、図および次の注釈の表を参照してください。

図3-3 Oracle Database Applianceの前面の電源パネル
[image: 図3-3の説明が続きます]




表3-4 Oracle Database Applianceの電源投入用注釈の説明

	コールアウト	機能
	1	アプライアンスの前面パネルにある、凹型オン/オフ電源ボタン。このボタンを押すのは一度のみです。電源ボタンを何度も押さないでください。 
	2	アプライアンスの前面パネルにある、SP OK LEDライト。
	3	前面パネルにある、緑色の電源OK LED。システムにログインする前に、これらのライトはオンの位置にある(緑色のライトが点滅しない)必要があります。








	Oracle Database Applianceが起動を完了するまで待機します。注意:
電源ボタンを何度も押さないでください。起動は、完了までに数分かかることがあります。 




システムの前面にある緑色の電源OK LED (注釈3)が常時点灯になると、Oracle Database Applianceは使用できる状態になります。 











Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。

Oracle ILOMによってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

最初に次の項目を設定して、Oracle ILOMを構成する必要があります。

	名前およびIPアドレス


	Oracle ILOMのデフォルト・パスワードを置換するパスワード


	割り当てられたネットマスクを使用した、管理ネットワークへのアクセス


	NET MGTポートから管理ネットワークに接続されるイーサネット・ケーブル




デフォルト構成では、Oracle ILOMのDynamic Host Configuration Protocol (DHCP)が有効になっており、DHCPサーバーによってネットワーク設定が自動的に割り当てられます。DHCPサーバーによって割り当てられるIPアドレスまたはホスト名を決定するには、DHCPサーバーとともに用意されているネットワーク・ツールを使用します。

DHCPを使用しない場合は、Oracle Database Appliance Managerコンフィギュレータのカスタム・オプションを使用して、データベースのデプロイ時にIPアドレスおよびホスト名をOracle ILOMに割り当てます。

ご使用のプラットフォーム上でILOM用に使用するポートの詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第2章「Oracle Database Applianceの概要」を参照してください。また、Oracle ILOMの詳細は、Oracle Integrated Lights Out Managerのドキュメント・ライブラリを参照してください。

注意:
DHCPを有効にしていない場合、Oracle ILOMにアクセスするには、Oracle Database Applianceの構成を完了する必要があります。



Oracle ILOMに接続するには、次の2つの方法のいずれかを使用します。

	次の手順に従って、Webインタフェースを使用してログインします。

	クライアント・システムのブラウザを使用して、DHCPによって割り当てられたIPアドレスまたはホスト名をブラウザのアドレス・フィールドに入力し、[Enter]を押します。


	ログイン・ページで、デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。 

Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。





	次の手順に従って、コマンドライン・インタフェース(CLI)を使用してログインします。 

	クライアント・システムを使用して、コマンドラインに次のコマンドを入力することでSecure Shell (SSH)接続を確立します。

ssh -l root sp_ip_address 

sp_ip_addressは、DHCPによって割り当てられたIPアドレスです。


	デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM CLIのプロンプトが表示されます。











初期ネットワーク接続の構成

デプロイメント中にネットワーク情報を構成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 

ネットワーク全体のOracle Database Applianceのデプロイメントを管理するには、初期ネットワーク接続を構成する必要があります。このネットワークを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをOracle Database Applianceに転送します。Oracle Database Appliance X6-2-HAに初めて電源を投入すると、インターコネクトに基づいて自動的にパブリック・ネットワーク・インタフェースが定義されます。InfiniBandカードが使用されている場合、インターコネクトにInfiniBandネットワークが使用されます。InfiniBandカードが10 GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換えられている場合、基板に搭載されている10GBase-T (銅線)ポートがインターコネクトに使用されます。

Oracle Database Applianceに物理的にアクセス可能な場合、USBストレージ・デバイスを使用してデプロイメント・ソフトウェアをアプライアンスに転送できます。この場合、初期ネットワーク構成を設定する必要はありません。 

注意:
初期ネットワーク構成は一時的なものであり、最終イメージ・デプロイメント時に置換されます。






	パスワードwelcome1を使用して、rootとしてOracle Database Applianceにログインします。Bare Metalをインストールする場合は、コンソールにログインします。 

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで、Dom0にログインします。 



	Bare Metalのインストールで、1つ以上のストレージ・シェルフがある場合は、storageTopologyオプションを指定してコマンドoakcli validateを実行し、配線の検証チェックを実行します。次に例を示します。

oakcli validate -c storageTopology


仮想化プラットフォームのインストールでは、Oracleソフトウェア・デプロイメント・プロセスの一部としてこのチェックを実行します。 



	コマンドoakcli configure firstnetを実行して初期ネットワークを構成します。必要に応じて、デプロイメントの準備の際に収集したネットワーク構成情報を参照してください。

グローバル・オプションを使用するには、最初のプロンプトでデフォルト値を受け入れてから、残りのプロンプトに必要なデータを入力します。プロンプトの最後の大カッコに表示されるデフォルト値を受け入れるには、何も入力する必要はありません。


次の例を使用して、プロンプトに応答します。この例では、デフォルト値がすでに選択されています。net1ゲートウェイ・アドレスを除いて、入力する必要がある値はイタリック体で表示されています。プログラムはゲートウェイIPを取得します。

前述の例では、net1ゲートウェイ・アドレスのプロンプトにデフォルト値がgateway-IP-addressとして示されています。プログラムは、他のIPアドレスに提供されたネットワーク情報を使用して、このゲートウェイ・アドレスを導出します。ネットワーク管理者が、アプライアンス・コマンドライン・インタフェースが検出したデフォルトとは異なる代替ゲートウェイ・アドレスを指定した場合を除き、この値を受け入れます。

oakcli configure firstnet
Configure the network for the node(s)(local, global) [global]:
The network configuration for both nodes:
Domain Name:  my-organization-domain-name
DNS Server(s):  Primary Dns Server:  my-primary-DNS-server
                Secondary Dns Server:  my-secondary-DNS-server
                Tertiary Dns Server:  my-tertiary-DNS-server
Node Name       Host Name
0               my-Node-0-host-name
1               my-Node-1-host-name
Choose the network interface to configure (net1, net2, net3, net4) [net1]:
Configure DHCP on net1 (yes/no) [no]:
You have chosen static configuration on net1
Enter the IP address for net1 on Node 0: my-Node-0-IP-address
Enter the IP address for net1 on Node 1: my-Node-1-IP-address
Netmask for net1: your-netmask
Gateway Address for net1 [gateway-IP-address]: 
Plumbing the IPs now on Node 0 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
Plumbing the IPs now on Node 1 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::


 



注意:
oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。











Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ





4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ 

Oracle Database Applianceソフトウェアをデプロイするには、次のタスクを完了します。

トピック:




	OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて
この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 
	Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ
Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。
	仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ
Oracle Database Applianceに仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に、この手順を完了します




OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて

この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 

この項のタスクには、ベア・メタル・デプロイメント、仮想化プラットフォーム・デプロイメント、またはその両方に適用されるかを示すマークが付けられています。ご使用のプラットフォームのデプロイメント用に指定されたタスクのみを実行します。

注意:
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームからベア・メタル・デプロイメントに変換する予定の場合、まず、互換性のあるイメージがインストールされていることをMy Oracle Supportで確認します。



失敗したデプロイメントからのリカバリ、またはデプロイメントの変更
この項で説明されているクリーン・アップ・スクリプトcleanupDeploy.shを使用して、システムをリセットしたり失敗したデプロイメントを繰り返すことができます。




OAKCLIデプロイ・コマンド・ログ・ファイルについて
oakcliデプロイ・コマンドは、次のファイルパスでログ・ファイルを作成します。 

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/

ログ・ファイルの前には、ストリングSTEPが付きます。次に例を示します。

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/STEP-6-20160226103534.log








Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ

Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。

ベア・メタル構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	エンドユーザー・バンドルのインストール(ベア・メタル・プラットフォームのデプロイメントの場合)


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







他のソフトウェアをデプロイする前に、Oracle Database Applianceにエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。エンドユーザー・バンドルをインストールするには、適切なパッチ・ファイルを外部クライアントにダウンロードします。パッチをクライアントからOracle Database Applianceにコピーし、パッチをインストールします。

注意:
 システムの前面にある緑色の電源OK LEDライトが常時点灯になると、Oracle Database Applianceは使用可能な状態になります。サーバーの緑色のLEDライトのいずれかがまだ点滅している場合は、その初期化手順が完了するまで待機します。




	外部クライアントからMy Oracle SupportにログオンしてMy Oracle Supportのノート888888.1にアクセスし、利用可能な最新のソフトウェア・バージョンを調べます。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1
最新のパッチ番号へのリンクはOS ISO Image / Bare Metal - Virtualized Platformの最新リリースに関する項にあります。Oracle Database Appliance End User BundleおよびOracle Database Appliance Bare Metal ISO Imageと説明されているパッチ番号へのリンクを見つけてください。

	ご使用のOracle Appliance Managerソフトウェア・バージョンが最新かどうか判断するには、アプライアンスで次のコマンドを実行します: /opt/oracle/oak/bin/oakcli show version -detailバージョンが古い場合は、次のノートの説明に従って、パッチをダウンロードしてベース・イメージを更新します: https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

	エンドユーザー・バンドルのzipファイルを次のURLからノード0上の場所にダウンロードします: https://updates.oracle.com/download/12978712.htmlSecure Copyコマンド(scp)を使用するか、USBストレージ・デバイスを使用することによって、ファイルをコピーできます。

USBドライブを使用してファイルを転送するには、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットする必要があります。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。

セキュアなコピーを使用するには、まず静的IPアドレスをセットアップし(たとえば、oda_host)、oakcli configure firstnetコマンドを使用してOracle Database Applianceをそのアドレスで構成する必要があります。


たとえば、scpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力します。ここで、一時ホスト・アドレスはoda_hostであり、バンドルをノード0の/tmpにコピーします。

scp p12978712_121281_Linux-x86-64_1of2.zip root@odahost:/tmp

scp p12978712_121281_Linux-x86-64_2of2.zip root @odahost:/tmp



	コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアを解凍します。ここで、directory_pathはエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが配置されている場所であり、package_nameはパッケージの名前です。たとえば、Oracle Database Applianceリリース12.1.2.8.1のエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが/tmpにある場合、パッチ名はp12978712_121281_Linux-x86-64_1of2.zipおよびp12978712_121281_Linux-x86-64_2of2.zipであり、次のコマンドを入力します。

# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121281_Linux-x86-64_1of2.zip
# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121281_Linux-x86-64_2of2.zip


コマンドoakcli unpackによってバンドル・パッチが解凍され、展開されたファイルがデプロイメントに必要な場所に配置されます。



	ノード0でVNCサーバーを起動します。それからVNCを使用してOracle Database Applianceのノード0およびポート5901にrootユーザー(デフォルト・パスワードを使用)としてログインします。
	次のコマンドを使用してOracle Appliance Manager Configuratorを起動します: # /opt/oracle/oak/bin/oakcli deployOracle Appliance Managerの「Welcome」画面が表示されます。 注意:
Oracle Appliance Manager Configuratorで「Welcome」ウィンドウが開かない場合、ユーザーのDISPLAY変数が端末のウィンドウに表示されるよう設定します。 





	「Next」をクリックします。
	「Configuration Type」ページで、構成タイプのオプションを「Typical」、「Custom」または「SAP Application」のいずれかから選択します。ロードして編集する既存の構成ファイルがある場合は、「Browse」をクリックして、クライアント上でファイルを探します。 注意:
以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。

通常の構成を選択することをお薦めします。SAPアプリケーションをデプロイする場合は、「SAP Application」を選択します。「Custom」オプションは、次の1つ以上の項目について、追加または代替のネットワーク・インタフェースを構成するかデフォルト値を上書きする場合に選択します。 

	データベース・ブロック・サイズ、言語、地域、バックアップ・ファイルの場所、またはDATAおよびRECOディスク・グループのディスク冗長性レベル


	Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)サーバー


	Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成


	Oracle Cloud File Systemのマウント・ポイントとファイル・システムのサイズ


	ネットワーク・タイム・プロトコル・サービス・サーバー




「Typical」または「Custom」オプションを選択する前に、ご使用のバージョンのOracle Database Applianceソフトウェアのデフォルト値を確認するには、「Custom」オプションを使用してコンフィギュレータを実行します。

注意:
「SAP Application」のオプションは、ベア・メタル・オプションでのみ有効です。



選択を行って「Next」をクリックします。



	「System Information」ページで、システム名を指定し、リージョンおよびタイム・ゾーンのリストから正しい値を選択します。 「New Root Password」および「New Root Password (confirm)」フィールドに、rootユーザーの新しいパスワードを入力します。このパスワードは構成ファイルで暗号化され、デプロイメント時にパスワードをリセットするために一時的に暗号化解除されます。

[image: GUID-B9E40037-881A-4D16-B42A-35CA5C3A55CC-default.pngの説明が続きます]





	「Next」をクリックします。
	「Network Information」ページに、ドメイン名、DNSサーバー・アドレス、2つのノードのパブリック・アドレスとVIPアドレス、SCAN名とアドレス、ネットマスク・アドレスおよびゲートウェイ・アドレスを指定します。[image: GUID-3155B227-A924-41DD-A7B1-C64D8F557271-default.pngの説明が続きます]



このページにデータを入力するとき、一部のフィールドには、先に入力した値から導出された値が自動的に挿入されます。たとえば、ノード0のパブリックIPアドレスに指定したアドレスが192.0.2.18の場合、デフォルトのノード・アドレスは次のように生成されます。

	ノード0のパブリックIPアドレス: 192.0.2.18


	ノード1のパブリックIPアドレス: 192.0.2.19


	ノード0の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.20


	ノード1の仮想IP (VIP)アドレス: 192.0.2.21


	SCANアドレス(SCAN VIP名に解決される2つのアドレス): 192.0.2.22、192.0.2.23






	「Next」をクリックします。
	「Database Information」ページで、初期データベースを作成するかどうかを選択します。データベースを作成するようにチェックボックスを選択すると、データベースの詳細を指定できます。そのような詳細には、データベース名(必須)と次のオプションがあり、使用可能なリストの値を選択します。 	Is Container Database デフォルトはfalseです。デフォルト値のままにしておくと、コンフィギュレータはコンテナなしのデータベースを構成します


	Database Type デフォルト・タイプはOLTPです。「DSS」または「In-Memory」を選択することもできます。


	Database Class デプロイするデータベース・クラスを選択します。Oracle Database Applianceのすべてのモデルですべてのオプションを使用できるわけではありません。デフォルト・クラスはodb-06です。


	Database Language デフォルトの言語はAMERICANです。


	Database Deployment 次のいずれかを選択します(デフォルトはRAC)。

	Oracle RAC


	Oracle RAC One Node


	Oracle Database Enterprise Edition (Oracle RACなし)





	Data File Size (GB) コンテナ・データベースを作成するように指定する場合は、このページの最後のフィールドでデータベースのデータ・ファイル・サイズを指定します。(このフィールドは、「Is Container Database」にTrueが選択されている場合を除き、入力できません。)初期データベースを作成しない場合は、「Create Initial Database」のチェック・ボックスを選択しないでください。


	Data Files on Flash Storage 「false」を選択します。Oracle Database Appliance X6-2-HAでは、データベースは常にフラッシュ・ストレージに保存されます。




[image: GUID-0EE22EA8-19F4-412F-B688-683181AA8DCF-default.pngの説明が続きます]



「Next」をクリックします。



	「Summary」ページで、選択した構成オプションを確認します。「Save」をクリックして構成ファイルを保存するか、「Back」をクリックして選択内容を変更します。 構成ファイルのコンテンツを印刷し、この印刷を使用してデプロイ・プランのために構成エントリを確認できます。コンフィギュレータを再度実行する場合、構成ファイルを後でロードすることもできます。

[image: GUID-8592F497-30D7-4FB0-B383-6B1863F68C0B-default.pngの説明が続きます]



Oracle Database Applianceでコンフィギュレータを実行しているとき、初期ネットワークを構成してエンドユーザー・バンドルをインストールするかODA_BASEをデプロイする準備ステップを完了したら、「Install」をクリックして、構成をデプロイできます。デプロイを完了する準備が整っていない場合は、まず「Save」,をクリックし、次に「Finish」をクリックします。構成ファイルの名前および場所をメモします。この構成ファイルをデプロイメント用にOracle Database Applianceにコピーできます。デプロイメント前に訂正する必要がある場合、スタンドアロンOracle Appliance Manager Configuratorを再実行し、構成ファイルをロードし、変更を加えてから、ファイルを再度保存します。









仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ

この手順は、Oracle Database Applianceで仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に実行します。

仮想化プラットフォーム構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	Oracle Database Applianceハードウェアを確認して、それが仮想マシン(VM)で構成されているかどうか調べます。 


	Oracle Database ApplianceにODA_BASEテンプレートをインストールします。


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







デプロイ・タスクは表示順に実行する必要があります。




	パスワードwelcome1を使用して、rootとしてログインします。
	コマンドoakcli show env_hwを入力しますこのコマンドは、デプロイ先のOracle Database Applianceハードウェアを表示します。このコマンドの出力の前にストリングVM-ODA_BASEが付いている場合、システムは仮想マシンで構成されています(dom0/oda_base)。
たとえば、次の各コマンドの出力は、ハードウェア・プラットフォームと、そのプラットフォームが仮想マシン環境で構成されていることを示します。[root@oda3n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X6-2-HA


Oracle Database Appliance仮想オプションがデプロイされていない場合、My Oracle Supportのノート1520579.1でOracle Database Appliance仮想オプションを再イメージ化する手順を参照してください。

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=1520579.1



	My Oracle Supportにログインし、ODA_BASEテンプレートをダウンロードしてインストールします。次の手順に従って、適切なODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードしてから、そのテンプレートをOracle Database Applianceにコピーします。 


	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次のURLにあるノート888888.1にアクセスします。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1



	OS ISOイメージ/ベア・メタル-仮想化プラットフォームにある、最新リリースに関する項で、「VMテンプレート(ODA_BASE)」と説明されているパッチ番号へのリンクを見つけて、クリックします。
	「Patch Search Results」ページから、最新のOracle Database ApplianceのODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードします。
	Secure Copy (scp)コマンドまたはUSBストレージ・デバイスを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからノード0のDom0にコピーします。ターゲットの場所に、/scpディレクトリまたは/OVSディレクトリを使用します。注意:
USBドライブを使用してファイルを転送することを選択した場合、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットします。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。





	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード0で、Dom0にrootとしてログインし、Dom0の/OVSディレクトリにODA_BASEテンプレートを(ない場合は)コピーします。Dom0にログインした状態のままで、このタスクの残りの手順を完了してください。
	コマンドoakcli deploy oda_baseを実行し、テンプレートの場所とコア・ライセンス・オプションを選択し、ベース・ドメイン・メモリー割当てを選択します。deploy oda_baseオプションは、両方のノードでODA_BASEをデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、デプロイメント・ダイアログは次の例のように表示されます(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのハードウェア・プラットフォームごとに、使用可能なCPUコア数などの値は異なります)。



# oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
1.   1 CPU Core 
2.   2 CPU Cores
3.   4 CPU Cores
4.   6 CPU Cores
5.   8 CPU Cores
6.  10 CPU Cores
7.  12 CPU Cores
8.  16 CPU Cores
9.  20 CPU Cores
                Selection [1 : 6] : 4
                ODA base domain memory in GB (min 16, max 244)(Current Memory 150G)[default 192]  : 32


次の手順で構成の選択を続行します。 

	追加の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEに割り当てます。VLANを割り当てるには、VLANネットワークを指定するよう求められた場合はyで応答し、別のVLANをデプロイしない場合、または追加のVLANの割当てが完了した場合は、nで応答します。


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test00
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : n



	コマンドが完了したら、コマンドshow oda_baseを実行し、ODA_BASEが構成されていることを確認することによって、ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを検証します。次に例を示します。

# oakcli show oda_base
ODA base domain
ODA base CPU cores :2
ODA base domain memory :16
ODA base template :/tmp/oda_base_2.10.tar.gz
ODA base vlans :['priv1', 'net1', 'net2', 'net3', 'net4', 'db_mgmt']
ODA base current status :Running



注意:
新しいODA_BASEデプロイメントに問題があり、クリーン・アップと起動が必要なときは、次のコマンドをノード0のDom0から実行します。

/opt/oracle/oak/tools/cleanOdabase.py

このコマンドにより、新規のデプロイメントを試行できるように、ODA_BASEが削除されます。





	デプロイメントを進める前に、ストレージの配線をチェックすることをお薦めします。このチェックを実行するには、ユーザー名にroot、パスワードにwelcome1を使用してノード0のODA_BASEに接続します。接続したら、次のコマンドを実行します。


# oakcli validate -c storagetopology
2つのノードとストレージ・シェルフとの配線ケーブルが正しいソケットに接続されていない場合、このコマンドを実行するとエラーが表示されます。






	ノード0にrootとしてログインし、ホスト名: dom0、およびポート: 5900を使用してVNCを開始することによってODA_BASEにログインします。

	oakcli deployを使用してデプロイメントを開始します。先ほど作成した既存の構成ファイルを使用するか、新規の構成ファイルを作成します。たとえば、既存の構成を使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(ご使用のファイルの名前とディレクトリ・パスで置換します)。

# oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


コマンドoakcli deployを実行してもOracle Appliance Managerの「Welcome」ウィンドウが開かない場合、DISPLAY変数が端末に表示されるよう設定されていることを確認します。 

注意:
以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。




すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。

# oakcli deploy


Oracle Appliance Manager Configuratorの画面で設定をします(「スタンドアロンOracle Database Appliance Configuratorの実行」を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。










Oracle Database Applianceのインストール後のタスク





5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク 

ソフトウェアをデプロイ後、システムが稼働する前にこれらの管理タスクを実行する必要があります。 

トピック:




	Oracleインストール所有者のパスワードの変更
システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。
	IPMIユーザー名およびパスワードの変更
カスタム・デプロイを完了し、IPMIを構成した場合、ユーザー名およびパスワードを変更します。
	Oracle Auto Service Requestの構成
特定のハードウェア障害に対して自動的にサービス・リクエストが生成されるようにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。
	VNCサーバーの停止
Oracle Database Applianceのデプロイに成功したら、VNCサーバーを停止します。




Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

デプロイメントの際に、rootおよびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEMおよびPDBADMINはマスター・パスワードに設定されます。デプロイメント後に、oracleおよびgridのパスワードはwelcome1に設定されます。パスワードを企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うように変更してください。

データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイドおよびOracle Databaseセキュリティ・ガイドを参照してください。





IPMIユーザー名およびパスワードの変更

カスタム・デプロイを完了してIPMIを構成した場合、デフォルトのユーザー名およびパスワードを変更します。

Oracle Clusterwareは、失敗したノードをクラスの残りの部分から分離できる業界標準のプロトコルであるIntelligent Platform Management Interface (IPMI)をサポートしています。IPMIでは、Oracle Clusterwareまたはオペレーティング・システムとの連携がなくても問題モードを再起動できます。

IPMIの構成は、Oracle Database Applianceのカスタム・デプロイ実行時のオプションです。次の手順に従ってデフォルトのユーザー名およびパスワードを変更します。




	ユーザーgridとしてログインします。
	コマンドcrsctl set css ipmiadmin usernameを入力します。usernameはIPMI管理者アカウントの新しい名前です。要求に応じて、新しいパスワードを指定します。まず最初にIPMIバージョン1.5を有効化する必要があります。次に例を示します。$ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=enabled"
$ /u01/app/12.1.0.2/grid/bin/crsctl set css ipmiadmin racadm
$ IPMI BMC password:CRS-4229: The IPMI information change was successful $ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=disabled"
$ IPMI BMC password:
CRS-4229: The IPMI information change was successful






注意:
Oracle Database Appliance上のソフトウェアのデプロイが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、構成エラーが発生する可能性があります。










Oracle Auto Service Requestの構成

特定のハードウェア障害に対して自動的にサービス・リクエストが生成されるようにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。

Oracle ASRは、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができる、セキュアなサポート機能です。Oracle Database Appliance上にOracle ASRを構成し、専用のASRマネージャを使用したり、アプライアンスと同じネットワーク内の別のサーバー上に構成されたOracle ASRマネージャを使用できます。

Oracle ASRをサポートするには、Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります。

初期デプロイメント時に、Oracle Appliance Manager WebコンソールでOracle ASRを構成できます。Oracle ASRを構成するには、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を使用するために、Oracle ASRをオプションで構成することもできます。 





VNCサーバーの停止

Oracle Database Applianceのデプロイに成功したら、VNCサーバーを停止します。

Oracle Database Applianceのデプロイの一環として、VNCを使用しました。


	ノード0のポートでVNCサーバーをシャットダウンします。# vncserver -kill: 5901








Oracle Database Applianceソフトウェアの更新






6 Oracle Database Applianceソフトウェアの更新


Oracle Database Applianceで最新ソフトウェアの動作を継続するには、Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを確認し、リリースされている場合は適用します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceパッチ・バンドルについて

Oracle Database Applianceのすべてのパッチ適用は、四半期ごとのOracle Database Applianceパッチ・バンドルを使用して行われます。
	Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルのインストールについて

既存のOracle Database Applianceにパッチを適用して最新バージョンにする方法を理解します。
	Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドルのインストール

これらのトピックを確認し、パッチ・バンドルのインストールを準備および実行します。
	Oracle Database Applianceの再イメージ化

Oracle Database Applianceには、工場出荷時にデフォルトのISOイメージがプリインストールされています。





Oracle Database Applianceのパッチ・バンドルについて


Oracle Database Applianceのすべてのパッチ適用は、四半期ごとのOracle Database Applianceパッチ・バンドルを使用して行われます。

パッチ・バンドルは、次に示すシステム全体に関連するすべてのパッチを提供します。

	
BIOS


	
ハードウェア・ドライバ、ハードウェア管理パック(HWM)、および様々なコンポーネントのファームウェア・ドライバ


	
Oracle Appliance Manager


	
Oracle Linux


	
Oracle VM


	
Java Development Kit (JDK)


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)


	
Oracle Databaseパッチセット更新(PSU)


	
Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)


	
Oracle Grid Infrastructure


	
Intelligent Platform Management Interface (IPMI)




パッチ・バンドルは、次の3つのパッチの論理グループから構成されます。


表6-1 パッチ・コンポーネントと目的

	パッチ・コンポーネント	パッチが適用されるオブジェクト
	
SERVER (server)

	
サーバー・コンポーネント: Linuxオペレーティング・システム、Oracle ILOM、BIOS、ハードウェア管理パック、IPMI、OAKCLI、Oracle ASR。仮想化されたプラットフォームでは、このコンポーネントにはDom0の更新も含まれます。サーバー・パッチには、Oracle Grid Infrastructureのスタックも含まれます。


	
STORAGE (storage)

	
共有ストレージ: ディスク・ファームウェア、コントローラ・ファームウェア。


	
DB (database)

	
OracleデータベースRDBMSスタック。








注意:

パッチ・バンドル・コンポーネントは、次の順序で適用する必要があります。

	
SERVER (server)


	
STORAGE (storage)


	
DB (database)











Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルのインストールについて


既存のOracle Database Applianceにパッチを適用して最新バージョンにする方法を理解します。

Oracle Database Applianceで最新ソフトウェアの動作を継続するには、Oracle Database Applianceパッチ・バンドルを確認し、リリースされている場合は適用します。新機能を提供するだけでなく、パッチは、既存の機能の機能性を向上させます。

Oracle Database Applianceのパッチ・バンドルは、四半期ごとにリリースされます。My Oracle Supportのノート888888.1には、最新のOracle Database Applianceパッチ・バンドルに関する情報が記載されています。


注意:

Oracle Grid Infrastructure、Oracle DatabaseまたはOracle Linuxの個別パッチを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用しないでください。また、ファームウェアのパッチなど、各インフラストラクチャのパッチも使用しないでください。Oracle Database Applianceのパッチのみを使用してください。

Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。




パッチ・アップグレードを適用する手順の概要

	
ステップ1: My Oracle SupportからのOracle Database Applianceパッチ・バンドルのダウンロード

Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルをダウンロードします。


	
ステップ2: パッチ・バンドルのコピーおよび解凍

サーバーにパッチをコピーして、oakcli unpack -packageコマンドを使用してパッチ・バンドルを解凍します。


	
ステップ3: パッチの適用が必要なコンポーネントの検証

パッチ・アップグレードを開始する前に、validateコマンドを使用してシステムを検証します。

oakcli validate -c ospatch -ver patch version




	
ステップ4: サーバーへのパッチの適用

oakcli updateコマンドを使用してサーバーを最新バージョンにアップグレードします。


oakcli update -patch patch version --server --local


	
手順 5: 共有ストレージにパッチを適用する(オプション)

共有ストレージへの即時のパッチ適用や、保守作業期間中の共有ストレージへのパッチ適用をします。


	
ステップ6: Oracle Databaseへのパッチの適用

Oracle Database Appliance パッチ・セットを適用して、ノード0とノード1のOracle Databaseを更新します。


	
手順 7: パッチ更新の検証

oakcli show version -detailコマンドを実行して、Oracle Database Applianceパッチ・インストールのすべてのコンポーネントが更新されたことを確認します。











Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドルのインストール


これらのトピックを確認して、のパッチ・セット・バンドルのインストールを準備し実行します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドルをインストールする準備

Oracle Database Applianceのパッチ適用方法を決めます。パッチ・セット・バンドル12.1.2.9.0では、2つのオプションを選択できます。
	ステップ1: My Oracle SupportからのOracle Database Applianceパッチ・バンドルのダウンロード

この手順を使用して、Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルをダウンロードします。
	ステップ2: パッチ・バンドルのコピーおよび解凍

サーバーにパッチをコピーし、oakcli unpack -packageを使用してパッチ・バンドルを解凍します。
	ステップ3: パッチの適用が必要なコンポーネントの検証

oakcliを使用して、パッチのアップグレードを開始する前に問題がないか確認します。
	ステップ4: サーバーへのパッチの適用

Oracle Appliance Manager (oakcli)を使用して、サーバーにパッチを適用します。自動的なパッチ適用、または手動でのパッチ適用を使用できます。
	ステップ5: 共有ストレージへのパッチの適用(オプション)

この手順を使用して、共有ストレージに今すぐパッチを適用するか、保守作業中に共有ストレージにパッチを適用します。
	ステップ6: Oracle Databaseへのパッチの適用

Oracle Database Appliance パッチ・セットを適用し、Node 0およびNode 1上のOracle Databaseを更新します。
	ステップ7: パッチ更新の検証

コマンドoakcli show version -detailを実行して、Oracle Database Applianceパッチ・インストールのすべてのコンポーネントが更新されていることを確認します。





Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドルをインストールする準備


Oracle Database Applianceにパッチを適用する方法を決定します。パッチ・セット・バンドル12.1.2.9.0では、2つのオプションを選択できます。

Oracle Database Applianceに対するパッチ適用では、自動的なローリングのパッチ適用、または手動でのローリングのパッチ適用のいずれかを使用できます。各手順を確認し、使用するオプションを決定します。各オプションで、serverパッチ(手順4)を除いて手順は同じです。

両方のオプションで、storageパッチ更新の実行後、storageパッチはOracle Database Applianceシステムの再起動を必要とします。ただし、更新を保守作業期間まで遅延できます。


注意:

ストレージにパッチを適用する前に、サーバーにパッチを適用する必要があります。最新のOracle Database Applianceパッチ・バンドルに関する情報は、My Oracle Supportのノート888888.1を参照してください。




自動的なローリングのパッチ適用のオプション

自動的なローリングのパッチ適用のメリットは、実行が簡単であり、パッチを開始するとパッチ・プロセスが自動的に実行される点です。ただし、ノードの再起動中、サービスやクライアントで遅延が発生することがあります。

自動的なローリングのパッチ適用は、次の手順で構成されます。

	
My Oracle SupportからOracle Database Applianceパッチ・バンドルをダウンロードします。


	
パッチ・バンドルをOracle Database Applianceにコピーして解凍します。


	
パッチの適用が必要なコンポーネントを検証します。


	
サーバーにパッチを適用します。


	
(オプション)共有ストレージ・コンポーネントにパッチを適用します。このパッチはシステムの再起動が必要ですが、通常は再起動を遅延できます。


	
Oracle Databaseにパッチを適用します。再起動は必要ありません。


	
Oracle DatabaseとOracle Grid Infrastructureのパッチのインストールを検証します。








手動でのローリングのパッチ適用のオプション

手動でのローリングのパッチ適用のメリットは、まずサービスとクライアントをあるノードから別のノードに移行してからノードを再起動し、その後2番目のノードに手動でパッチを提供できるという点です。この移行は、フェイルオーバーよりも他への影響が少なく、継続的なトランザクションの中断を最小限に抑えることができます。

手動でのローリングのパッチ適用は、次の手順で構成されます。

	
My Oracle SupportからOracle Database Applianceパッチ・バンドルをダウンロードします。


	
パッチ・バンドルを両方のOracle Database Applianceノードにコピーして解凍します。


	
パッチの適用が必要なコンポーネントを検証します。


	
サーバーにパッチを適用します。2つの手順のプロセスで、パッチを手動で実行します。

	
ノード0にログインし、oakcliパッチ・コマンドに--localオプションを使用して実行し、ノード0のサーバーにパッチを適用します。


	
パッチ操作が完了するまで待つと、ノード0が利用できるようになります。


	
ノード1にログインし、oakcliパッチ・コマンドに--localオプションを使用して実行し、ノード1のサーバーにパッチを適用します。





	
(オプション)共有ストレージにパッチを適用します。このパッチはシステムの再起動が必要ですが、通常は再起動を遅延できます。


	
Oracle Databaseにパッチを適用します。再起動は必要ありません。


	
Oracle DatabaseとOracle Grid Infrastructureのパッチのインストールを検証します。










関連項目

	https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1









ステップ1: My Oracle SupportからのOracle Database Applianceパッチ・バンドルのダウンロード


次の手順を使用して、Oracle Database Applianceパッチ・セット・バンドルをダウンロードします。

	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportノート888888.1を開きます。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1




	「Patch Search」で、製品の一覧からOracle Database Applianceを選択します。
	「Select a Release」リストから、パッチ・リリース番号を選択します。
	「Search」をクリックします。
	ダウンロードするパッチを1つ以上選択し、「Download」をクリックします。




注意:

Oracle Database Applianceパッチ・バンドルのみ、またはSAPのお客様の場合はSAPサービス・マーケットプレイスからダウンロードしたSAPパッチ・バンドルのみを使用します。Oracle Grid Infrastructure、Oracle DatabaseまたはOracle Linuxの個別パッチを使用して、Oracle Database Applianceにパッチを適用しないでください。また、ファームウェアのパッチなど、各インフラストラクチャのパッチも使用しないでください。Oracle Database Applianceのパッチのみを使用してください。

Oracle Database Applianceを対象としていないパッチを使用した場合、あるいはOpatchまたは同等のパッチ適用ツールを使用した場合は、Oracle Database Applianceインベントリが更新されず、その後のパッチ更新を実行できません。










ステップ2: パッチ・バンドルのコピーおよび解凍


サーバーにパッチをコピーして、oakcli unpack -packageを使用してパッチ・バンドルを解凍します。


Oracle Database Applianceシステムで、rootとしてログインし、パッチ・バンドルをパス/tmpにコピーします。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで、rootとしてログインし、パッチ・バンドルをODA_BASE (Dom1)にコピーします。

パッチを必要な場所にコピーしてから、oakcli unpack -packageコマンドを実行します。このコマンドにより、パッチ・バンドルが抽出(unzip)され、パッチ・リポジトリにパッチ・バンドルの内容がコピーされます。パッチ・バンドル・ファイルの完全なパスを指定するには、次の構文を使用します(pathは、パッチ・ファイルの絶対パスです)。


# oakcli unpack -package absolute_package_name






注意:

このタスクを実行するには、Oracle Database Applianceへのrootアクセスが必要です。






	パッチ・ファイル(p25064836_121290_Linux-x86-64_1of2.zipおよびp25064836_121290_Linux-x86-64_2of2.zip)を、各ノードの/tmpディレクトリにコピーします。
	ノード0とノード1で次のoakcli unpack -packageコマンドを実行します。

ノード0:

# oakcli unpack -package /tmp/p25064836_121290_Linux-x86-64_1of2.zip

# oakcli unpack -package /tmp/p25064836_121290_Linux-x86-64_2of2.zip

ノード1:

# oakcli unpack -package /tmp/p25064836_121290_Linux-x86-64_1of2.zip

# oakcli unpack -package /tmp/p25064836_121290_Linux-x86-64_2of2.zip











ステップ3: パッチの適用が必要なコンポーネントの検証


oakcliを使用して、パッチのアップグレードを開始する前に問題がないか確認します。


パッチをインストールする前に、ノード0でoakcli validateコマンドを使用して、依存関係の欠落やパッチのインストールで問題が発生する可能性のある競合など、使用環境で発生する可能性のある問題がないか確認します。競合は、標準の構成をカスタマイズする場合に発生する可能性があります。oakcli validateコマンドは、パッチ適用を必要とするコンポーネントをリストするレポートを表示します。-verフラグを使用して示すサポートされるバージョンに対して、コンポーネントがUp-to-dateとして一覧に表示される場合、そのコンポーネントはパッチを適用する必要がありません。





次の構文を使用してoakcli validateコマンドを実行し、システムを検証します。ここで、patch_versionはシステムを検証するパッチのバージョンです。

oakcli validate -c ospatch -ver patch_version





例6-1 Oracle Database Applianceパッチ・セットの準備状況の検証

パッチ・バンドルをインストールする前に、次のコマンドを使用して、システムに問題がないか確認します。

パッチ・セットに対してパッチの検証チェックを実行します。


# oakcli validate -c ospatch -ver patch version


これらのコマンドの出力により、パッチを環境にインストールできるかどうかが通知されます。コマンドからの出力に(サーバーに欠落したRPM依存があるなどの)問題があることが示されている場合は、問題を解決して、oakcli validateをもう一度実行します。


注意:

これらのコマンドは、ローカル・ノードでのみ実行されます。Oracle Database Applianceの両方のノードを確認するには、両方のノードでコマンドを実行します。










ステップ4: サーバーへのパッチの適用


Oracle Appliance Manager (oakcli)を使用して、サーバーにパッチを適用します。自動的なパッチ適用、または手動でのパッチ適用を使用できます。


サーバーにパッチを適用するには、自動的なパッチ適用の手順を選択するか、手動でのパッチ適用の手順を選択します。





My Oracle SupportからOracle Database Applianceパッチ・バンドルをダウンロードする必要があります。直接ダウンロードするか、USBメモリーにダウンロードし、それを使用してサーバー・ノードにファイルをコピーします。





自動的なサーバー・パッチ手順

サーバーの自動的なパッチ適用プロセスは、ノード1にパッチを適用したら自動的にノード0にパッチを適用するローリング・アップグレードです。この自動的な手順により、パッチ適用中もOracle Grid Infrastructureがノードのいずれかで動作し続けることができます。

	
My Oracle Supportからノード0にOracle Database Applianceパッチ・バンドルをダウンロードします。


	
rootユーザーとしてノード0にログインします。


	
コマンドoakcli update -patch version --serverを実行します。ここで、versionはパッチ・セット・バンドルのバージョンです。

次に例を示します。


#/opt/oracle/oak/bin/oakcli update -patch 12.1.2.9.0 --server


このコマンドは、ノード1のサーバーにパッチを適用します。このパッチ更新が完了したら、自動的にノード0にパッチを適用します。


	
パッチ・ステータス・レポートを確認します。

パッチの実行に合わせて、インストールの進捗状況を示す出力が表示されます。サーバーのパッチ更新の一部として、ノード1を再起動し、その後ノード0を再起動する必要があります。ノード0が停止して再起動を完了するまで待ってから、次の手順に進みます。








手動でのサーバー・パッチ手順

手動でのサーバー・パッチ手順では、ノードにログインし、ローカル・ノードのサーバー・パッチ更新を使用してOracle Appliance Manager (oakcli)を実行する必要があります。最初のノードでパッチ手順を実行した後で、2番目のノードにログインしてパッチを適用します。

	
My Oracle Supportからノード0にOracle Database Applianceパッチ・バンドルをダウンロードします。


	
rootユーザーとしてノード0にログインします。


	
Oracle Appliance Managerのコマンドoakcli update -patch version --server --localを実行します。ここで、versionはパッチ・セット・バンドルのバージョンです。

次に例を示します。


#/opt/oracle/oak/bin/oakcli update -patch 12.1.2.9.0 --server --local


Oracle Appliance Managerコマンドは、ノード0でパッチを実行します。パッチの実行に合わせて、インストールの進捗状況を示す出力が表示されます。


	
Oracle Appliance Managerにより、ノードの再起動を求めるプロンプトが表示されます。ノードを再起動し、ノード0が停止して再起動を完了するまで待ってから、次の手順に進みます。


	
ノード0からログアウトし、rootユーザーとしてノード1にログインします。


	
--localフラグを使用して、Oracle Appliance Managerをノード1で実行し、サーバーにパッチを適用します。

次に例を示します。


#/opt/oracle/oak/bin/oakcli update -patch 12.1.2.9.0 --server --local


	
Oracle Appliance Managerにより、ノードの再起動を求めるプロンプトが表示されます。ノードを再起動し、ノード0が停止して再起動を完了するまで待ちます。








両方のサーバーにパッチが適用されて再起動したら、次の手順に進みます。








手順 5: 共有ストレージにパッチを適用する(オプション)


この手順を使用して、共有ストレージへの即時のパッチ適用や、保守作業期間中の共有ストレージへのパッチ適用をします。


ストレージのパッチ適用は、共有コンポーネントへのパッチの適用時に、停止時間が必要になります。障害が発生する場合、同じコマンドを再発行してパッチ適用プロセスを再起動できます。





ストレージのパッチ適用コマンドは、1つのノード(ノード0)でのみ起動します。このコマンドは、同時に両方のノードのストレージにパッチを適用します。




	rootユーザーとしてノード0にログインします。
	oakcli update -patch version --storageコマンドを実行します。ここで、versionはパッチ・セット・バンドルのバージョンです。

次に例を示します。


#/opt/oracle/oak/bin/oakcli update -patch 12.1.2.9.0 --storage







ストレージのパッチが実行され、両方のノードに自動的にインストールされます。インストールの進捗状況は、パッチ・プロセスによって表示された出力を見るとわかります。この手順を順番で実行している場合は、パッチが完了するまで待ってから、次の手順に進みます。








ステップ6: Oracle Databaseへのパッチの適用


Oracle Database Appliance パッチ・セットを適用して、ノード0とノード1のOracle Databaseを更新します。




	ノード0でoakcli show databasesコマンドを実行します。
次に例を示します。

#oakcli show databases

Name Type     Storage  HomeName         HomeLocation                               Version
---- ----     -------  --------         ------------                               -------
db1 RAC        ACFS    OraDb12102_home1 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  12.1.0.5.0(20831110,20831110)
db2 SINGLE     ACFS    OraDb12102_home2 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2  12.1.0.2.160119(21948354,21948344)
db3 RACOneNode ACFS    OraDb12102_home3 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_3  12.1.0.5.0(20831110,20831110)
db4 RAC        ACFS    OraDb12102_home4 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_4  12.1.0.2.160119(21948354,21948344)





注意:

同じホームで実行されているデータベースに対して個々のデータベースの更新を実行することはできません。更新するホームで実行されているすべてのデータベースに、Oracle Database Appliance (12.1.0.2.161018)用のOracle Database 12cリリース1のパッチが適用されます。Oracle Database 11.2の場合、パッチ適用後のデータベースは11.2.0.4.161018となります。






	ノード0でのみoakcli update -patch version --databaseコマンドを実行します。このコマンドは、両方のノードを自動的に修復します。パッチを適用できるデータベースのホームが複数ある場合は、ソフトウェアによって選択リストが提供されます。アップグレードするOracle Databaseホームの、1つ、セットまたはすべてを選択できます。
oakcli update -patch 12.1.2.9.0 --database


	両方のノードでコマンドが完了したら、ノード0で次のコマンドを使用して、データベースのバージョンを確認します。

oakcli show databases




次に例を示します。


#oakcli show databases
 
Name Type     Storage  HomeName         HomeLocation                               Version
---- ----     -------  --------         ------------                               -------
db1 RAC        ACFS    OraDb12102_home1 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  12.1.0.2.161018 (24006101,23854735) 
db2 SINGLE     ACFS    OraDb12102_home2 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2  12.1.0.2.161018 (24006101,23854735) 
db3 RACOneNode ACFS    OraDb12102_home3 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_3  12.1.0.2.161018 (24006101,23854735) 
db4 RAC        ACFS    OraDb12102_home4 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_4  12.1.0.2.161018 (24006101,23854735) 











手順 7: パッチ更新の検証


oakcli show version -detailコマンドを実行して、Oracle Database Applianceパッチ・インストールのすべてのコンポーネントが更新されたことを確認します。


Oracle Grid InfrastructureとOracle Databaseソフトウェア・コンポーネントが更新されたことを確認するには、次のコマンドを実行します。


# /opt/oracle/oak/bin/oakcli show version -detail 










Oracle Database Applianceの再イメージ化


Oracle Database Applianceには、工場出荷時にデフォルトのISOイメージがプリインストールされています。


Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用するには、Oracle Database Applianceを再イメージ化する必要があります。

Oracle Database Applianceを再イメージ化するには:
	
My Oracle Supportノート888888.1に移動します。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1


	
必要なISOイメージをダウンロードします。


	
インストールの詳細は、readmeファイルを参照してください。



































Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseの管理
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7 Oracle Database ApplianceでのOracle Databaseの管理

この章では、Oracle Database Appliance上のデータベースを作成および管理する方法について説明します。また、Oracle Database Appliance SSDを使用する方法や、Oracle Database Appliance上でOracle Databaseを更新、アップグレードする方法も説明します。

トピック:





	Oracle Database ApplianceのOAKCLIユーティリティについて
Oracle Appliance Managerコマンドライン・ユーティリティ(OAKCLI)を使用して、Oracle Database Applianceコンポーネントを管理して保守します。 

	Oracle Databaseの機能およびOracle Database Appliance
Oracle Database Applianceで使用可能なOracle Databaseの機能を示します。

	OAKCLIを使用したデータベースの作成と変換
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース(OAKCLI)を使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを作成して管理します。 

	Oracle Database Applianceでの複数のデータベースの管理について
このトピックを確認して、複数のOracleホームをサポートするためのOracleの要件を理解します。

	インスタンス・ケージングを使用した複数のデータベース・インスタンスの管理について
インスタンス・ケージングを使用して、Oracle Database Applianceでシステム・リソースを管理します。
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Oracle Appliance Managerコマンドライン・ユーティリティ(OAKCLI)を使用して、Oracle Database Applianceコンポーネントを管理および維持します。 

 Oracle Database Applianceは、システムのすべてのコンポーネントを管理するための独自のコマンドライン・ツールであるOAKCLIを提供しています。OAKCLIコマンドは次のタスクに使用します。

	データベースの作成、アップグレード、パッチ適用



	Oracleホームの作成とアップグレード



	データベース作成パラメータ・ファイルの作成と変更





Oracle Databasesの管理に関連する多くのタスクは、Oracle Database Applianceのデータベースでも必要です。Oracle Databaseに共通のタスクは、Oracle Databaseのドキュメント・ライブラリに記載されています。ただし、データベース作成と関連タスクを簡単に行うには、OAKCLIユーティリティを使用してください。OAKCLIユーティリティはSYSデータベース管理者ロールとオペレーティング・システム・スーパーユーザー(rootユーザー)の機能を組み合せたものです。管理タスクは常にOAKCLIユーティリティを使用して実行します。





[bookmark: GUID-AA1A252F-3287-4871-87AE-88369B0A096E]Oracle Databaseの機能とOracle Database Appliance

Oracle Database Applianceで使用可能なOracle Databaseの機能を示します。

内容は次のとおりです。





	データ移行と管理、およびOracle Database Appliance
Oracle Database Applianceは、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用をサポートします。

	Oracle ClusterwareおよびOracle Database Appliance
Oracle Clusterwareは、Oracle Database Applianceのクラスタリング・インフラストラクチャを提供します。

	Oracle RAC One NodeおよびOracle Database Appliance
Oracle RAC One Nodeは、Oracle Database Applianceで利用できます。 

	Oracle Real Application ClustersおよびOracle Database Appliance
Oracle Database Applianceは、管理者管理型Oracle RACデータベースをサポートします。 

	Oracle Database Applianceの管理グループおよびユーザー
 Oracle Database Appliance Webコンソールのデプロイメントによって、オペレーティング・システム・グループおよびユーザーが作成され、そのメンバーにアプライアンスでのシステム管理権限が付与されます。





[bookmark: GUID-63E109BF-99EF-4C26-A220-F2106330A25B]データ移行および管理とOracle Database Appliance

Oracle Database Applianceは、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールの使用をサポートします。

 既存のデータベースからOracle Database Applianceにデータをロードまたはデータを移行する場合は、標準的なOracle Databaseのロードおよび移行ツールを使用できます。このようなツールには、次のものがあります。

	Oracle GoldenGate



	SQL*Loader



	Oracle Data Pump



	 トランスポータブル表領域



	RMAN





また、RMANユーティリティはOracle Database Applianceでデータベースをバックアップおよびリカバリする場合にも使用できます。





[bookmark: GUID-DE8CF5DA-34E4-4749-998E-9C5659A2A31C]Oracle ClusterwareとOracle Database Appliance

Oracle Clusterwareは、Oracle Database Applianceのクラスタ化されたインフラストラクチャを提供します。

 Oracle Clusterwareでは、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)に必要なクラスタ・テクノロジが提供されます。さらに、Oracle Clusterwareでは、アプリケーションおよびプロセスはOracle Clusterwareに登録するリソースとして管理され、高可用性サービスが提供されます。アプリケーションを管理するためにOracle Clusterwareに登録するリソースの数は、アプリケーションによって異なります。1つのプロセスでのみ構成されるアプリケーションは、ほとんどの場合、1つのリソースでのみ表されます。複数のプロセスまたはコンポーネントを使用するより複雑なアプリケーションでは、高可用性を維持するために複数のリソースが必要な場合があります。

Oracle Clusterwareを使用したアプリケーションの可用性の向上の詳細は『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してください。

関連項目:
『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・コンポーネントの管理





8 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの管理

この章では、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの概念とそのプロシージャについて説明します。 

これらのトピックでは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャの概念、およびOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのゲスト仮想マシンのデプロイ、可用性の管理、CPUプールの管理、ネットワーク設定方法の手順について説明します。また、これらのトピックにはOracle Databaseドメイン(ODA_BASE)、特権のある仮想マシンのサイズ変更に関する情報も含まれます。

トピック:




	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて
Oracle VMを使用すると、データベースとアプリケーションに対するシステム・リソースの使用量を最適化できます。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャ
これらのトピックを確認し、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム、およびプラットフォームのシステム・リソース使用量の最適化への使用方法を理解します。 
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイメントについて
このトピックを確認し、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイメントを実行する手順について理解します。 
	共有リポジトリの作成と管理の方法
これらのトピックでは、OAKCLIを使用してOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリを作成および管理する方法について説明します。
	共有リポジトリでの仮想ディスクの管理方法
これらのトピックでは、OAKCLIを使用してOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想ディスクを作成、表示、クローニング、添付および削除する方法について説明します。
	仮想マシン・テンプレートの管理方法
これらのトピックでは、OAKCLIを使用してOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートをインポート、構成、変更およびチェックする方法について説明します。
	テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成方法
クローンおよびスナップ・クローンの概要、およびそのクローンの作成に使用する手順については、これらのトピックを確認してください。 
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理方法
仮想マシンの概要、および仮想マシンの作成と管理の手順については、これらのトピックを確認してください。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの高可用性の管理方法
oakcli configure vmコマンドを使用して、仮想マシンの高可用性サービスを構成します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールの管理方法
これらのトピックでは、OAKCLIを使用してOracle Database Appliance仮想化プラットフォームでCPUプールを作成および管理する方法について説明します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて
仮想マシンにアクセスするネットワークを指定するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャ・コンポーネントを使用します。
	ユーザー・ドメインおよびODA_BASEでの仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理
これらの例を使用して、仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)の構成および管理の方法を理解します。
	ODA_BASEのサイズ変更方法
ODA_BASEドメインに割り当てたCPUコアの数を調整すると、ワークロードに必要な演算能力とメモリーを追加または削減できます。




Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて

Oracle VMを使用して、データベースとアプリケーションのシステム・リソースの使用を最適化できます。

Oracle Database Applianceで仮想化されたプラットフォームをデプロイできます。仮想化プラットフォームは、Oracle VMに基づきます。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、Oracle VMの機能を使用して、同一の物理Oracle Database Appliance上で実行されているデータベースとアプリケーションに効果的にリソースを割り当てることができます。単に不要なサーバー・コアを無効にするのでなく、他のワークロードをホスティングするために余剰の容量を使用できます。これによりデータベースとアプリケーションを統合できる一方で、Oracle Database Applianceに関連するデプロイメントと管理は容易なままに保たれます。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームは、Oracle Database Applianceハードウェアのすべてのバージョン上でサポートされます。Oracle VMによってサポートされるテンプレートとオペレーティング・システムは、すべてOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上でもサポートされます。サポートされるオペレーティング・システムは、Linux、Windows、Solaris x86などです。

注意:
現在、新しいシステムは、すべて仮想化されていないISOイメージで工場から出荷されています。

現在Oracle Database Applianceの仮想化されていないデプロイメントを使用しており、Oracle Database Applianceを仮想化プラットフォームとして使用する場合は、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームISOイメージを使用してサーバーを再イメージ化する必要があります。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームISOイメージをダウンロードするためのリンクは、MOSノート888888.1を参照してください。







Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャ

これらのトピックを確認し、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム、およびプラットフォームのシステム・リソース使用量の最適化への使用方法を理解します。 

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャについて
これらのトピックを確認し、Oracle Database Appliance仮想プラットフォームがOracle Database Applianceハードウェアで機能する方法を理解します。
	仮想マシンおよびOracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて
Oracle Database Appliance仮想プラットフォームは、仮想マシンを実行およびデプロイしてシステム・リソースを管理するよう設計されています。




Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャについて

このトピックを確認し、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームがOracle Database Applianceハードウェアで機能する方法を理解します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームが提供する仮想化テクノロジを使用すると、分離された複数のデータベースとアプリケーションが同じ物理サーバーを共有できます。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームISOイメージは、Oracle Database Applianceハードウェア機能を活用するように特に設計されています。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャは次の図に示す仮想マシン・コンポーネントを使用します。

図8-1 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・アーキテクチャ
[image: 図8-1の説明が続きます]



	Oracle Database Applianceベース・ドメイン(ODA_BASE): 特にデータベース用の、ベア・メタル・デプロイメントに類似したデータベース・パフォーマンスを提供する、特権を持つ仮想マシン・ドメイン。PCIパススルー・ドライバは、共有ストレージにODA_BASE直接アクセスを提供します。


	ドメイン0 (Dom0): Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのプロビジョニング・プロセスを開始し、仮想マシン・テンプレートをホスティングするデフォルトのドメイン。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム環境でのハードウェア検出業務の大部分は、ドメイン・ゼロ(Dom0)と呼ばれる管理ドメインに渡されます。x86ベースのサーバーでは、Dom0カーネルは、様々なデバイス、ファイル・システムおよびソフトウェアRAIDとボリューム管理をサポートするフットプリントの小さいLinuxカーネルです。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでは、Dom0は、多くのシステム・ハードウェアへのアクセスを提供し、ゲスト・オペレーティング・システムを作成、削除、管理し、これらのゲストに対して共通の仮想ハードウェアを使用可能にします。


	ゲスト・ドメイン(ドメインU): アプリケーションやミドルウェアなどの、非データベース・ワークロードをホスティングするためにプロビジョニングされる仮想マシン。各ゲスト・オペレーティング・システムには、「ユーザー・ドメイン」と呼ばれるそのシステムの管理ドメインがあり、「ドメインU」と省略されます。このドメインは、ハードウェアまたはデバイス・ドライバに直接アクセスする権限を持たないドメインです。各ドメインUは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上でDom0が実行された後に開始されます。








仮想マシンとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームについて

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームは、仮想マシンを実行、デプロイしてシステム・リソースを管理するように設計されています。

共有リポジトリのリソース(CPUプール、メモリーおよびその他の共有リソース)のアプリケーションによる使用を管理するようにOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の仮想マシンを構成します。

仮想マシン・テンプレート
仮想マシンは、事前に構成された仮想マシンを含むテンプレートまたはアセンブリから作成できます。テンプレートからの仮想マシンの作成は、クローニングに基づきます。テンプレートはアーカイブとしてインポートされ、解凍されて、ディスク・イメージを使用して仮想マシン構成ファイルとして格納されます。これらのディスク・イメージはクローニングされ、仮想マシンの形で新しいインスタンスを作成します。同様に、既存の仮想マシンは、クローニングされて新しい仮想マシンを作成するか、クローニングされて新しいテンプレートを作成できます。




仮想マシンのアセンブリ
アセンブリは、しばしば仮想マシンのグループのテンプレート(複数の仮想マシン・テンプレートの集まり)と説明されます。アセンブリは、単一の仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートの集まりを含むことができます。




 ドメイン、ゲストおよび仮想マシン
ドメイン、ゲスト,および仮想マシンは、ほぼ同じ意味に使用されていますが、若干の違いがあります。ドメインは、構成可能な一連のリソースで、メモリー、仮想CPU、仮想マシンを実行するネットワーク・デバイスおよびディスク・デバイスを含みます。ゲストは、ドメイン内で実行される仮想化されたオペレーティング・システムです。複数のゲストが、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの同一インスタンス上、それぞれ自身のドメイン内で実行できます。仮想マシンには仮想リソースが割り当てられ、独立して起動、停止、再起動ができます。 




仮想ディスク
仮想マシンのほかに、共有リポジトリでは仮想ディスクを作成できます。仮想マシンに追加のブロック記憶域をアタッチすることで、仮想ディスクは仮想マシンに追加の記憶域オプションを提供します。同様に、追加の領域が不要になった場合は、記憶域をデタッチできます。記憶域ボリュームを仮想ディスクに拡張するか、または新規ファイル・システムを仮想ディスクに作成することで、仮想ディスクを使用して、既存のファイル・システム記憶域を仮想マシン内に拡張できます。仮想ディスクは、同じ共有リポジトリ上で実行されている複数の仮想マシンの共有もできます。

ドライバ・ドメインは、特定のハードウェアに対して特別な権限および責務を持つユーザー・ドメインです。ドライバ・ドメイン・オプションを使用すると、新しく作成された仮想ディスクがODA_BASEから直接ゲスト仮想マシンにマウントされます。このオプションは、ゲスト仮想マシンがDom0ではなくODA_BASEを使用して仮想ディスクにアクセスできるようにすることで、パフォーマンスを向上させます。このドライバ・ドメイン・オプションは12.1.2.7.0以降で利用でき、Oracle Linux、WindowsおよびOracle Solaris x86ゲスト・オペレーティング・システムでサポートされます。仮想マシンのライブ移行はサポートされていません。




共有リポジトリ
共有リポジトリは、仮想マシンの作成と管理にとって最重要のリソースを格納するための中心的な場所です。こういったリソースには、仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリ、ISOファイル(仮想DVDイメージ)、仮想マシン構成ファイルおよび仮想ディスクがあります。共有リポジトリは、Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)で構成され、その後、それらのリソースへのアクセスが必要なOracle Database Applianceノードに提供されます。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームは共有リポジトリを使用して、環境で使用可能なディスク・スペースの使用量を最適化し、物理サーバーで障害が発生したときに仮想マシンを簡単に再割当てできるようにします。仮想マシン・ファイルは共有ディスクに格納できるため、仮想マシンに共有ストレージを提供します。さらに、CPUプールおよびサイズ変更可能なOracle Databaseドメイン(ODA_BASE)を構成して、仮想マシンでは、互いのCPUコアからまたは割当て済のデータベースCPUコアからサイクルが消費されないようにできます。

	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の共有ディスクはODA_BASEに直接接続されています。


	ODA_BASEには、fs1、fs2およびfs3という名前の3つの共有リポジトリがあります。


	各共有リポジトリは、共有リポジトリの作成時に選択されたOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ(DATAまたはRECO)の最上位に作成されたODA_BASEのOracle ACFSです。


	共有リポジトリを作成するプロセスでは、プライベート・ネットワークを使用するそれぞれのDom0への共有リポジトリのネットワーク・ファイル・システム(NFS)エクスポートも実行します。


	エクスポートは、仮想マシン・ファイル用の共有ストレージを有効化します。




図8-2 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム(共有リポジトリあり)のアーキテクチャの概要
[image: 図8-2の説明が続きます。]



図に示された構成を使用すると、次のことができます。

	複数のリポジトリを作成します。


	これらのリポジトリを、仮想マシンの実行が必要なノード(図のfs2およびfs3など)または両方のノード(図のfs1など)にマウントします。


	共有リポジトリで、1つ以上の仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートを作成します。


	OAKCLIコマンドを使用して、共有リポジトリ、仮想ディスクおよびそれらの仮想マシン、および図に示されている基礎アーキテクチャを作成および管理します。













Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイメントについて

このトピックを確認して、Oracle Database Appliance 仮想化プラットフォームのデプロイメントを実行する手順を理解します。 

ドメインのデプロイメントの構成
Oracle Appliance Kitコマンドライン・インタフェース(OAKCLIとも呼ばれる)を使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイします。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイすると、システムは各サーバー・ノードで、Dom0とODA_BASE (Dom1とも呼ばれる)の2つのドメインを使用して構成されます。仮想マシン(Domain Uと呼ばれる)には、Oracle Database (ODA_BASE)に割り当てられていないCPUコアを使用できます。

仮想ディスクおよびvm.cfgファイルは次のディレクトリに格納されます。

	Dom0:  /Repositories/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name 


	ODA_BASE:  /app/sharedrepo/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name




ドライバ・ドメインは特別な権限があるユーザー・ドメインです。ドライバ・ドメイン機能により、ゲスト仮想マシンは、仮想ディスクにアクセスするためのドライバ・ドメインとしてODA_BASEを使用できます。デフォルトでは、ドライバ・ドメイン機能は非システム・ディスクに適用されます。ドライバ・ドメイン・モードで仮想マシンを作成すると、新しいvDiskがドライバ・ドメイン・モードで追加されます。

 ユーザー・ドメインがドライバ・ドメイン・モードで構成されている場合、DomUのvm.cfgファイルのストレージは次のようになります。

vm.cfg: disk = [u'file:/OVS/Repositories/myreposh1/.ACFS/snaps/v1_shared/VirtualMachines/v1_shared/System.img,xvda,w', u'file:/u01/app/sharedrepo/Repositories/myreposh1/.ACFS/snaps/v1_shared/VirtualMachines/v1_shared/u01.img,xvdb,w,oakDom1'] 

注意:
2番目の仮想ディスクは(共有リポジトリ内の)共有ストレージ上のファイルとして指定され、ドライバ・ドメインとしてODA_BASEドメイン(oakDom1)が使用されます。




ゲスト仮想マシンのデプロイメントの概要
ゲスト仮想マシンのデプロイメントには、次の手順が必要です。

	必要に応じて新規リポジトリを作成します。「共有リポジトリの作成および管理方法」を参照してください。


	必要なテンプレートまたはアセンブリをインポートします。「仮想マシン・テンプレートの管理方法」を参照してください。


	テンプレートまたはアセンブリを構成します。「仮想マシン・テンプレートの構成」を参照してください。


	テンプレートまたはアセンブリをクローニングします。「テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成方法」を参照してください。


	必要に応じて仮想マシンを更新します。「仮想マシン・テンプレート構成の変更」を参照してください。


	仮想マシンを起動します。oakcli startコマンドを参照してください。


	仮想マシン・コンソールを使用して仮想マシンを管理します。oakcli show vmconsoleコマンドを参照してください。 











共有リポジトリの作成と管理方法

これらのトピックでは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでOAKCLIを使用して共有リポジトリを作成および管理する方法について説明します。

内容は次のとおりです。




	共有リポジトリの作成
oakcli create repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリを作成します。
	共有リポジトリのステータスの表示
oakcli show repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。
	共有リポジトリの起動
oakcli start repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを起動して、共有リポジトリに割り当てます。
	共有リポジトリの停止
oakcli stop repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリを停止します。
	共有リポジトリの削除
oakcli delete repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリを削除します。
	共有リポジトリのサイズの増加
oakcli configure repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリのサイズを増加させます。




共有リポジトリの作成

oakcli create repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリを作成します。

oakcli create repoコマンドを実行する場合、repoオプションを使用してリポジトリ名を指定し、-dgオプションを使用してストレージ(DATAまたはRECO)に使用するディスク・グループを指定し、-sizeオプションを使用してリポジトリのサイズをGBまたはMB単位で指定します(デフォルトのサイズ単位はGBです)。

既存のリポジトリを表示および停止(ディスマウント)するコマンドを含め、その他のOracle Appliance Manager共有リポジトリのコマンドは、非共有リポジトリで使用するコマンドに似ています。デフォルトの永続的なリポジトリとは異なり、アクティブな(マウント済の)仮想マシンがない共有リポジトリは削除できます。




共有リポジトリの作成の例



次のコマンドでは、repo1という名前の共有リポジトリがASM DATAディスク・グループ(data)に30GBの使用可能なストレージで作成されます。

oakcli create repo repo1 -dg data -size 30








共有リポジトリのステータスの表示

oakcli show repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。

すべてのリポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノード番号を省略します。特定の共有リポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノード番号を指定します。




例8-1 すべての共有リポジトリのステータスの表示の例
すべての共有リポジトリのステータスを表示するには、oakcli show repoコマンドを使用します。

oakcli show repo
      NAME                      TYPE          NODENUM  FREE SPACE     STATE
      ----                      ----          -------  ---------      -----
      odarepo1                  local          0              N/A     N/A
      odarepo2                  local          1              N/A     N/A
      repo1                     shared         0           68.25%     ONLINE
      repo1                     shared         1           68.25%     ONLINE
      repo2                     shared         0              N/A     OFFLINE
      repo2                     shared         1           89.83%     ONLINE




例8-2 選択した共有リポジトリのステータスの表示の例
共有リポジトリの特定のノードの情報を表示するには、コマンド構文の一部としてリポジトリ名とノード番号を指定します。次の例では、repo1共有リポジトリの1の情報が表示されます。

oakcli show repo repo1 -node 1

Resource: repo1_1
        AutoStart       :       restore       
        DG              :       DATA          
        Device          :       /dev/asm/repo1-286
        ExpectedState   :       Online        
        FreeSpace       :       87.703125M        
        MountPoint      :       /u01/app/repo1
        Name            :       repo1_0       
        Node            :       all           
        RepoType        :       shared        
        Size            :       30720         
        State           :       Online
        Version         :       2








共有リポジトリの起動

oakcli start repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを起動して、共有リポジトリに割り当てます

共有リポジトリに仮想マシンを割り当てるには、その前にoakcli start repoコマンドを使用してリポジトリを起動し、ストレージを使用可能にします。oakcli start repoコマンドにより、自動的に起動するように定義したリポジトリに割り当てられている仮想マシンも起動されます。




リポジトリを事前に構成しておく必要があります。オプションreponameを使用して、起動するリポジトリを識別します。nameはリポジトリ名です。オプション-node nodenameを使用して、リポジトリがあるノードを識別します。nodenameはリポジトリがあるノードの名前です。 




例8-3 共有リポジトリの起動の例
このコマンドでは、ノード1上のrepo1という名前の共有リポジトリを起動します。

oakcli start repo repo1 -node 1








共有リポジトリの停止

oakcli stop repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード上の共有リポジトリを停止します。

repo reponameオプションを使用して、停止するリポジトリを識別します。reponameは停止するリポジトリの名前です。-node numberオプションを使用して、停止するリポジトリが実行されているノードを識別します。numberは停止するノード番号です。 


注意:
選択したノードのリポジトリで仮想マシンがアクティブなままである間は、oakcli stop repoコマンドを発行しないでください。






例8-4 共有リポジトリの停止の例
次の例では、ノード0上のrepo1という名前の共有リポジトリを停止します。

oakcli stop repo repo1 -node 0








共有リポジトリの削除

oakcli delete repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで新規共有リポジトリを削除します。

repo reponameオプションを使用して、削除するリポジトリを識別します。reponameは削除するリポジトリの名前です。 


注意:
 共有リポジトリの削除を試行するには、その前に両方のノード上でオフライン(停止)にする必要があります。 






例8-5 共有リポジトリの削除の例
次のコマンドでは、両方のノード上のrepo1という名前の共有リポジトリを削除します。

oakcli delete repo repo1








共有リポジトリのサイズの増加

oakcli configure repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリのサイズを増やします。

-repo reponameオプションを使用して、拡張するリポジトリを指定します。ここで、reponameは拡張するリポジトリを指定します。-incsize sizeオプションを使用して、構成する増加のサイズを指定します。ここで、sizeは構成されたサイズに追加するサイズ(GB単位)です。 


例8-6 共有リポジトリのサイズの増加の例
次のコマンドは、repo1共有リポジトリのサイズを2GB増やします。

# oakcli configure repo repo1 -incsize 2G

Configured Shared Repo : repo1 with new size 3712.0.










共有リポジトリでの仮想ディスクの管理方法

これらのトピックでは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでOAKCLIを使用して仮想ディスクを作成、表示、クローニング、アタッチおよび削除する方法について説明します。

内容は次のとおりです。 




	共有リポジトリで使用するための仮想ディスクの作成
oakcli create vdiskを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリ内に仮想ディスクを作成します。
	仮想ディスクに関する情報の表示
oakcli show vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想ディスクに関する情報を表示します。
	仮想ディスクのクローニング
oakcli clone vdisk コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想ディスクのクローンを作成します。
	仮想マシンへの仮想ディスクのアタッチ
oakcli modify vmを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンに仮想ディスクをアタッチします。
	仮想ディスクの削除
oakcli delete vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリから仮想ディスクを削除します。 




共有リポジトリで使用するための仮想ディスクの作成

oakcli create vdisk コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリに仮想ディスクを作成します。

 oakcli create vdiskコマンドは、仮想ディスクのサイズ、ディスクが作成される共有リポジトリの定義、共有リポジトリ内のそのディスクの一意の名前の定義、およびディスクが1つの仮想マシンで使用されるか、複数の仮想マシンで共有できるかの定義をします。

作成するvdiskの名前は、oakcli create vdisk nameコマンドによって定義されます。ここで、nameは作成するvdiskの名前です。-repo reponameオプションを使用して、vdiskを作成するリポジトリを指定します。ここで、reponameはvdiskを作成するリポジトリを指定します。-size sizeGオプションを使用して、vdiskのサイズを指定します(GB単位)。ここで、sizeGは構成されたサイズに追加するサイズ(GB単位)です。vdiskを共有ディスクとして構成する場合は、-type sharedオプションを使用して、vdiskを共有ディスクとして指定します。 




例 8-7 共有仮想ディスクの作成の例
この例では、repo2共有リポジトリにsdisk1という名前の仮想ディスクをサイズ1GBで作成し、複数の仮想マシンが共有できるようにします。

oakcli create vdisk sdisk1 -repo repo2 -size 1G -type shared








仮想ディスクに関する情報の表示

oakcli show vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想ディスクに関する情報を表示します。

oakcli show vdiskを単独で使用して、構成済のすべての仮想マシンの情報を表示できます。各仮想マシンの情報を表示するには、oakcli show vdisk diskname -repo reponameコマンドを入力します。ここで、disknameは確認するディスクの名前、reponameは仮想ディスクが配置されている共有リポジトリの名前です。 




例8-8 すべてのvdiskの情報の表示の例
この例では、Oracle Database Appliance上に構成されたすべての仮想ディスクに関する情報を表示します。

# oakcli show vdisk

    NAME                         SIZE     TYPE    REPOSITORY
    ----                         ----     ----    ----------
    myvdisk                      10G      local   vdiskrepo
    newv                         1G       local   vdiskrepo




例8-9 単一のvdiskの情報の表示の例
この例では、myvdisk1:という名前の仮想ディスクに関する情報を表示します。

# oakcli show vdisk myvdisk1
Resource: myvdisk_vdiskrepo
        Name         :     myvdisk_vdiskrepo
        RepoName     :     vdiskrepo
        Size         :     10G
        Type         :     local
        VmAttached   :     0








仮想ディスクのクローニング

oakcli clone vdisk コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想ディスクのクローンを作成します。

コマンドoakcli clone vdiskは、仮想ディスクのサイズ、そのディスクが作成される共有リポジトリ、その共有リポジトリ内のそのディスクの一意の名前、ディスクが1台の仮想マシンで使用されるか、または複数の仮想マシンによって共有できるかを定義します。

作成するvdiskの名前は、コマンドoakcli clone vdisk nameによって定義されます。nameは作成するvdiskの名前です。-repo reponameオプションを使用して、vdiskを作成するリポジトリを識別します。reponameは元のvdiskがあるリポジトリの名前です。オプション-src sourcevdisknameを使用します。sourcevdisknameはクローニングする仮想ディスクの名前です。オプション-hを追加して、このコマンドのヘルプを表示します。 

注意:
仮想ディスクが仮想マシンにアタッチされると、システム管理者は新しく追加されたストレージをその仮想マシンで使用できるよう、オペレーティング・システムにおいて通常のディスク追加タスクを実行する必要があります。




構文
oakcli clone vdisk name -repo reponame -src sourcevdiskname [-h]





例8-10 仮想ディスクのクローニングの例
この例は、vrepo1というリポジトリに格納されたvdisk1という既存の仮想ディスクからmy_vdisk2という仮想ディスクのクローンを作成します。

oakcli clone vdisk my_vdisk2 -repo vrepo1 -src vdisk1








仮想マシンへの仮想ディスクのアタッチ

oakcli modify vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンに仮想ディスクをアタッチします。

oakcli modify vm nameコマンドにより、仮想マシンを変更できます。ここで、nameは変更する仮想マシンの名前です。ディスクを仮想マシンにアタッチするには、-attachvdisk vdisknameオプションを使用します。ここで、vdisknameは仮想マシンにアタッチする仮想ディスクの名前です。







例8-11 仮想マシンへの仮想ディスクのアタッチの例
この例では、sdisk1という仮想ディスクをmyol6u_testという仮想マシンにアタッチします。

oakcli modify vm myo16u_test -attachvdisk sdisk1








仮想ディスクの削除

oakcli delete vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで共有リポジトリから仮想ディスクを削除します。 

oakcli delete vdisk vdisknameコマンドは仮想ディスクを削除しますが、vdisknameは削除する仮想ディスクの名前です。-repo reponameオプションは、仮想ディスクがある共有リポジトリを示します。ここで、reponameは共有リポジトリの名前です。 




例8-12 共有リポジトリからの仮想ディスクの削除の例
この例では、repoprod1という共有リポジトリからt2gという仮想ディスクを削除します。

oakcli delete vdisk t2g -repo repoprod1










仮想マシン・テンプレートの管理方法

これらのトピックでは、OAKCLIを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートをインポート、構成、変更およびチェックする方法について説明します。

内容は次のとおりです。




	仮想マシン・テンプレートの管理について
仮想マシン・テンプレートは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイされている仮想マシンのソースとしてインポートして構成します。
	仮想マシン・テンプレートの一覧表示
oakcli show vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートの詳細を表示します。 
	仮想マシン・テンプレートのインポート
oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリをインポートします。
	仮想マシン・テンプレートの構成
oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。
	仮想マシン・テンプレートの構成済値の表示


	仮想マシン・テンプレート構成の変更


	仮想マシン・テンプレートの削除






仮想マシン・テンプレートの管理について

仮想マシン・テンプレートは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイされている仮想マシンのソースとしてインポートして構成します。

共有リポジトリの作成が完了したら、共有リポジトリのいずれかにテンプレートをインポートします。共有リポジトリを作成していない場合は、いずれかのローカル・ノード上のローカル・リポジトリにテンプレートをインポートします。

また、1つ以上のテンプレートを格納できるアセンブリをインポートできます。共有リポジトリにテンプレートまたはアセンブリをインポートするときに、操作を実行するノードを選択します。ノードは慎重に選択して、ノードの過負荷を避けてください。リポジトリを作成すると、どちらのノードがインポートを実行するかに関係なく、リポジトリが両方のノードで利用できるようになります。

ローカル・ノードにインポートされたテンプレートでは、importコマンドで指定されたリポジトリ名を使用し、インポートを完了してストレージを提供する対象のノードを識別します。ノード0上のローカル・リポジトリの名前はodarepo1、ノード1上のローカル・リポジトリの名前はodarepo2です。両方のローカル・リポジトリにテンプレートをインポートする場合は、第2ノードにテンプレートをインポートするときに異なるテンプレート名を指定する必要があります。

注意:
テンプレートは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで直接作成またはクローニングできません。次のURLで仮想マシン・テンプレートを探します。

http://edelivery.oracle.com/linux。



複数のテンプレートが格納されたアセンブリをインポートすると、すべてのテンプレート名を一意に保つように、指定したテンプレート名が自動的に変更されます。最初にインポートするテンプレートは、名前に数字「1」が追加されます。2番目のテンプレートには「2」が追加され、追加されるテンプレートに3、4、5のように順に追加されていきます。

仮想マシン・テンプレートをインポートした後、OAKCLIコマンドを使用してテンプレートをカスタマイズできます。





仮想マシン・テンプレートの一覧表示

oakcli show vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートの詳細を表示します。 

oakcli show vmtemplateコマンドは、各仮想マシン・テンプレートの名前およびリポジトリと、テンプレートから作成された仮想マシンにOracle Database Appliance仮想化プラットフォームによって割り当てられるデフォルトのCPUの数およびメモリー容量を表示します。




例



仮想テンプレートsample1_odarepo1の情報を表示します。

oakcli show vmtemplate sample_odarepo1
Resource: sample1_odarepo1
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Te
                                mplates/otml_sample1_odarepo1/Syste
                                m.img,xvda,w||file:/OVS/Repositorie
                                s/odarepo1/Templates/otml_sample1_o
                                darepo1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       2048          
        MaxVcpu         :       2             
        Memory          :       2048          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       sample1_odarepo1
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        Vcpu            :       2 








仮想マシン・テンプレートのインポート

oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリをインポートします。

外部テンプレート・リポジトリのアセンブリ・ファイルに格納されている仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリがインポートされます。共有リポジトリの名前を使用し、テンプレートまたはアセンブリをインポートするノードを識別するには-node句を指定します。 

仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリは、ファイルのソースを特定するURLを使用して、リモート・リポジトリから直接インポートできます。リモート・コピー・コマンドの使用を選択してリモート・リポジトリからDom0 /OVSディレクトリにファイルをコピーし、ダウンロード済ファイルを特定するパスおよび名前を使用してファイルをインポートします。 

注意:
ローカル・リポジトリにテンプレートまたはアセンブリをインポートするときは、-nodeオプションを使用しないでください。ターゲット・ノードは、リポジトリの名前で暗黙的に決まります。






構文
oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files | -assembly assembly_file -repo repo_name [- node 0 | 1 ]





例8-13 外部リポジトリのアセンブリ・ファイルからの仮想マシン・テンプレートのインポート例
oakcli import vmteplate vmtemplatename -assembly assembly_file -repo repo_nameコマンドを使用して、外部テンプレート・リポジトリのアセンブリ・ファイルに仮想マシン・テンプレートをインポートします。

この例では、URL 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova'にある外部テンプレート・リポジトリのアセンブリ・ファイルのテンプレートを、odarepo1という名の新しいリポジトリにあるOL6U1という名の新しいテンプレートにインポートします。

oakcli import vmtemplate OL6U1 -assembly 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova' -repo odarepo1

URLを囲む一重引用符に注意してください。




例8-14 Dom0からの仮想マシン・テンプレートのインポート例
このコマンド構文を使用して、仮想マシン・テンプレートをDom0上の/OVSファイル・システムからインポートします。

oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files -repo repo_name

この例では、Dom0の/OVS からOVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgzという名の仮想マシン・テンプレートをodarepo1リポジトリにインポートします。テンプレートには、OL5U7という名前が割り当てられます。

oakcli import vmtemplate OL5U7 -files /OVS/OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz -repo odarepo1




例8-15 外部リポジトリURLを使用した仮想マシン・テンプレートのインポート例
oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files -repo repo_name コマンドを使用して、外部テンプレート・リポジトリから仮想マシン・テンプレート・ファイルをインポートします。

この例では、URL 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.tgz'にある外部テンプレート・リポジトリからOVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgzという名の仮想マシン・テンプレートをインポートします。URLを囲んでいる一重引用符に注意してください。テンプレートには名前OL5U7が割り当てられ、odarpo1リポジトリにインポートされます。

oakcli import vmtemplate OL5U7 -files 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.tgz'-repo odarepo1








仮想マシン・テンプレートの構成

oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。

 これらの値は、このテンプレートからクローニングされるすべての仮想マシンのデフォルト値になります。それらはすべて、oakcli configure vmコマンドで後から変更できます。




例



myol5u7_10gbという名の仮想マシン・テンプレートの値を設定します。

oakcli configure vmtemplate myol5u7_10gb -vcpu 2 -maxvcpu 4 -cpucap 40
-memory 1536M -maxmemory 2G -os OTHER_LINUX


	-vcpu 2は、仮想マシンの起動時に割り当てられるCPUの数を最大2に設定します。


	-maxvcpu 4は、仮想マシンに割り当てることができるCPUの最大数を4に設定します。


	-cpucap 40は、仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率を40%に設定します。


	-memory 1536Mは、仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量を、最高1536MBに設定します。


	-maxmemory 2Gは、仮想マシンに割り当てることができるメモリーの最大容量を2GBに設定します。


	-os OTHER_LINUXは、仮想マシンにより使用されるオペレーティング・システムとしてOTHER_LINUXを設定します。











仮想マシン・テンプレートの構成済値の表示

oakcli show vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートの構成可能オプションの値を表示します。




例



仮想テンプレートsample1_odarepo1の情報を表示します。

oakcli show vmtemplate sample_odarepo1
Resource: sample1_odarepo1
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Te
                                mplates/otml_sample1_odarepo1/Syste
                                m.img,xvda,w||file:/OVS/Repositorie
                                s/odarepo1/Templates/otml_sample1_o
                                darepo1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       2048          
        MaxVcpu         :       2             
        Memory          :       2048          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       sample1_odarepo1
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        Vcpu            :       2 








仮想マシン・テンプレート構成の変更

記憶域リポジトリに仮想マシン・テンプレートをインポートした後で、oakcli show vmtemplateコマンドでテンプレート構成パラメータを調べます。特定の要件に合せてテンプレートを再構成する必要がある場合、oakcli configure vmtemplateコマンドを使用します。これは、単一のテンプレートから同じ特性を持つ複数の仮想マシンをデプロイする場合に使用すると便利です。仮想マシンを1つしかデプロイしない場合、または異なる特性の複数の仮想マシンをデプロイする場合は、テンプレートをデプロイした後で、oakcli configure vmコマンドを使用して必要な値を仮想マシンに設定します。

仮想マシン・テンプレートの構成に満足したら、oakcli modifyコマンドを使用して、新しいネットワークを仮想マシン・テンプレートに割り当てます。




例



gc_11g仮想マシン・テンプレートに割り当てられているネットワークをnet1ネットワークに置き換えます。

oakcli modify vmtemplate gc_11g -addnetwork net1








仮想マシン・テンプレートの削除



以前に保存済のテンプレートが不要になった場合は、oakcli delete vmtemplateコマンドを使用してリポジトリからテンプレートを削除します。




例
myol6u_15gb3という名前の仮想マシン・テンプレートをOracle Database Appliance仮想化プラットフォームから削除します。

oakcli delete vmtemplate my0l6u_15gb3










テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成方法

クローンおよびスナップ・クローンの概要、およびそのクローンの作成に使用する手順については、これらのトピックを確認してください。 

内容は次のとおりです。




	テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成について
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで、インポートされたテンプレート(またはアセンブリ)や既存の仮想マシンから、仮想マシンを作成またはクローニングできます。
	OAKCLIを使用したテンプレートのクローニング
oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでアタッチされた仮想ディスクを持つ仮想マシンをクローニングします。
	OAKCLIを使用したテンプレートからのスナップ・クローンの作成
oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートのスナップ・クローンを作成します。
	OAKCLIを使用した既存の仮想マシンのスナップ・クローンの作成
oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで既存の仮想マシンのスナップ・クローンを作成します。




テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成について

インポートしたテンプレート(またはアセンブリ)から、またはOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の既存の仮想マシンから仮想マシンを作成(クローニング)できます。

クローンおよびスナップ・クローンは、新しいデータベースをテストおよび開発のシステムにプロビジョニングおよびクローニングする効果的な方法の1つです。これはRMANスクリプト、またはその他のクローニング方法を使用するより効果的な作成方法です。

テンプレートまたはアセンブリの完全なクローンとして仮想マシンを作成するか、スナップ・クローンとして仮想マシンを作成できます。スナップ・クローンには仮想マシンで定義したメタデータのみが含まれています。

スナップ・クローンの作成は、テンプレートまたはアセンブリ全体のクローニングと比較して、非常に高速な処理です。ただし、スナップ・クローンの内容を更新する場合は、記憶域の要件を確認する必要があります。スナップ・クローンの変更が共有仮想ディスクで行われないかぎり、元の内容と変更された内容の両方を保持するため、クローン用に追加の記憶域が必要になります。 





OAKCLIを使用したテンプレートのクローニング

oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想ディスクをアタッチしている仮想マシンをクローニングします。

仮想ディスクがアタッチされている仮想マシンをクローニングする場合、仮想マシンのクローンには、ローカルにアタッチされた仮想ディスクの内容が含まれますが、共有モードでアタッチされた仮想ディスクは含まれません。必要に応じて、別の手順で、クローニングされた仮想マシンに必要な仮想ディスクをクローニングできます。

oakcli clone vmコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートから仮想マシンを作成します。-repo nameオプションを使用して、共有リポジトリの名前を指定します。ここで、nameはリポジトリの名前です。-node numberオプションを使用して、クローニング・プロセスを実行するノードを指定するための句を指定します。ここで、numberはノードの番号です。




注意:
-nodeオプションは、クローニング・アクティビティが実行されるノードを指定します。このノード値は、仮想マシンのデフォルトの起動ノードを割り当てません。oakcli configure vmコマンドを使用して、起動の割当てを設定します。






例8-16 仮想マシン・テンプレートから仮想マシンのクローンを作成する例
この例では、Node 0のrepo2という名前の共有リポジトリにあるmyol6u_15gb1という名前の仮想マシン・テンプレートから、myol6u_testという名前の仮想マシンを作成します。

oakcli clone vm myol6u_test -vmtemplate myol6u_15gb1 -repo repo2 -node 0








OAKCLIを使用したテンプレートからのスナップ・クローンの作成

oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで、仮想マシン・テンプレートのスナップ・クローンを作成します。

-vmtemplate nameオプションを使用して、クローニングする仮想マシン・テンプレートの名前を指定します。ここで、nameはそのテンプレートの名前です。-snapオプションを使用して、スナップ・クローンの作成を指定します。


例8-17 仮想マシン・テンプレートからスナップ・クローンを作成する例
この例では、myol15u_snapという名前のスナップ・クローンを、myol5uという名前の仮想マシン・テンプレートから作成します。

oakcli clone vm myol15u_snap -vmtemplate myol5u -snap








OAKCLIを使用した既存の仮想マシンのスナップ・クローンの作成

oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで既存の仮想マシンのスナップ・クローンを作成します。

-vm nameオプションを使用して、クローニングする仮想マシンの名前を指定します。ここで、nameは仮想マシンの名前です。-snapオプションを使用して、スナップ・クローンの作成を指定します。




例8-18 既存の仮想マシンからスナップ・クローンを作成する例
この例では、myol15u_test1という名前のスナップ・クローンを、myol15u_testという名前の仮想マシンから作成します。

oakcli clone vm myol15u_test1 -vm myol15u_test1 -snap










Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理方法

仮想マシンの概要、および仮想マシンの作成と管理の手順についてこれらのトピックを確認します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理について
ODA_BASEで稼働しているデータベースとは無関係にその他のワークロードを実行するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームに仮想マシンをデプロイします
	リポジトリ内の仮想マシンの一覧表示


	仮想マシンの作成


	仮想マシンの構成


	仮想マシンの起動および停止


	外部での仮想マシンの構成


	仮想マシン用の仮想マシン・コンソールのオープン


	新規仮想マシンのイメージの作成


	IPアドレスを使用した、eth0からのアクセスに対する仮想マシンの設定


	仮想マシンに対する仮想ディスクの追加または削除


	仮想マシンの共有リポジトリからの削除


	Oracle Database Appliance仮想マシンのライブ・マイグレーションの実行
ライブ・マイグレーションのシステム要件が満たされると、oakcli migrate vmコマンドを使用して現在のノードから別のノードに仮想マシンを移行できます。 




Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの管理について

ODA_BASEで稼働しているデータベースとは無関係にその他のワークロードを実行するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームに仮想マシンをデプロイします

OAKCLIコマンドを使用して、仮想マシンを作成および管理します(起動、停止、グラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)用のコンソールのオープンなど)。

注意:
仮想ネットワーク・コンピューティング(VNC)セッションを使用して、仮想マシンのGUIコンソールを開くことができます。



アクティブな仮想マシンを再構成できます。ただし、変更内容は仮想マシンを停止して再起動するまで有効になりません。すべての仮想マシンの概要情報や、単一仮想マシンの構成に関する詳細情報を表示できます。特定の仮想マシンが不要になった場合は、記憶域を回復するために仮想マシンを削除します。





リポジトリ内の仮想マシンの一覧表示

oakcli show vmコマンドを使用して、既存の仮想マシンのリストを表示します。

このコマンドでは、各仮想マシンの名前、リポジトリおよび現在の状態(オンラインまたはオフライン)が表示されます。出力には、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームによって各仮想マシンに割り当てられるデフォルトのCPUの数およびメモリー容量も含まれます。




例



すべての仮想マシンの詳細の表示



すべての仮想マシンの仮想マシン名、メモリーとvCPUの割当て、ステータス、仮想ディスクおよびリポジトリ名を次のように表示します。

oakcli show vm



NAME                    MEMORY          VCPU         STATE           REPOSITORY
----                    ------          ----         -----           ----------
sample5_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo1      
sample6_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo2      
test1_odarepo1            2048             2         OFFLINE         odarepo1      
test2_odarepo2            2048             2         OFFLINE         odarepo2      
vm1_odarepo1              4096             4         ONLINE          odarepo1      
vm2_odarepo2              2048             2         OFFLINE         odarepo2      
win_vm1                   1500             1         ONLINE          odarepo1




単一の仮想マシンの情報の表示



仮想マシンvm1_odarepo1の情報を表示します。

oakcli show vm vm1_odarepo1
Resource: vm1_odarepo1
        AutoStart       :       restore       
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Vi
                                rtualMachines/vm1_odarepo1/System.i
                                mg,xvda,w||file:/OVS/Repositories/o
                                darepo1/VirtualMachines/vm1_odarepo
                                1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        ExpectedState   :       online       
        FailOver        :       false
        IsSharedRepo    :       false
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       3000           
        MaxVcpu         :       4             
        Memory          :       4096          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       vm1_odarepo1  
        Networks        :       |mac=00:21:F6:00:00:E4|         
        NodeNum         :       0             
        NodeNumStart    :       
        OS              :       OL_5          
        PrivateIP       :       None          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        State           :       Online        
        TemplateName    :       otml_sample1_odarepo1
        Vcpu            :       4             
        cpupool         :       twocpu        
        vncport         :       5901              








 仮想マシンの作成

インポートしたテンプレート(またはアセンブリ)から、または既存の仮想マシンから仮想マシンを作成(クローニング)できます。仮想マシンは、テンプレートまたはアセンブリの完全なクローンにすることも、仮想マシンに定義されているメタデータのみを含むスナップ・クローンにすることもできます。

詳細は、「テンプレートのクローンおよびスナップ・クローンの作成方法」を参照してください。








仮想マシンの構成

oakcli configure vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを構成します。

デフォルトで仮想マシンを実行するノードを指定するには-prefnode 句を、(起動時またはすでにアクティブであるとき)優先ノードが使用不可能な場合に仮想マシンで他のノードを使用するかどうかを指定するには-failover句を指定します。

現在稼働している仮想マシンを再構成した場合、変更は仮想マシンを停止して再起動するまで有効になりません。





	パラメータ	説明
	-vcpu 2 

	起動時に仮想マシンに割り当てられるCPU数として、2を設定します


	-cpuprio 150

	CPUアクセスの優先度を150に設定します


	-cpucap 20 

	仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大比率を20%に設定します


	-memory 1G

	仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリー容量を1GBに設定します


	-cpupool linpool

	仮想マシンに割り当てられるCPUプールに、linpoolを指定します


	-keyboard en-us

	仮想マシンにアクセスするために使用されるキーボード・タイプをen-usと定義します


	-mouse USB_MOUSE

	仮想マシンにアクセスするために使用されるマウス・タイプをUSBマウスと定義します








これらの値は、この仮想マシンの導出元となった仮想マシン・テンプレートの同じパラメータに割り当てられた値に優先します。仮想マシンは、親テンプレートまたは構成コマンドのいずれにも定義されていないパラメータにデフォルト値を使用します。

注意:
CPUの容量は、-cpupoolパラメータで仮想マシンに割り当てられるCPUプールによって、または(-cpupoolパラメータで仮想マシンが構成されていない場合は)、default_unpinned_poolによって制御されます。-vcpuパラメータと-maxvcpuパラメータの値が割当済のCPUプール内のCPUの数より大きい場合は無視されます。






仮想マシンの構成の例
myol15u_testという名前の仮想マシンにある特定のリソースに値を設定します。

oakcli configure vm myol5u_test
-vcpu 2 -cpuprio 150 -cpucap 20 -memory 1G 
-cpupool linpool -keyboard en-us -mouse USB_MOUSE








仮想マシンの起動および停止

oakcli start vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンを起動します。同様に、oakcli stop vmコマンドを使用して、仮想マシンを停止します。

注意:
現在稼働している仮想マシンを再構成した場合、変更は仮想マシンを停止して再起動するまで有効になりません。










外部での仮想マシンの構成

最初は、仮想マシンを仮想マシン・コンソール経由で接続せず、外部に構成できます。これは、Oracle VM Guest Additionsを使用して、仮想マシンにキーと値のペアを渡すことによって実現されます。oakcli modify vm -sコマンドを使用して、仮想マシンにパラメータを渡します。

# oakcli modify vm vmname-s 'key1:value1;key2:value2...'




例



次の例には、2つの値ペアが含まれています。

oakcli modify vm vmo16u3 -s 'com.oracle.linux.network.device.0:eth0;com.oracle.linux.network.ipaddr.0:192.1.2.18'

注意:
	Oracle VM Guest Additionsの詳細は、Oracle VMユーティリティ(for x86)に関するガイドのOracle VM Guest Additionsの使用に関する項。


	詳細は、ホワイトペーパーOracle Database Appliance: 仮想マシンの自動プロビジョニングを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview/oda-automatedvmprovisioning-2348232.pdf













仮想マシン用の仮想マシン・コンソールのオープン

アクティブな仮想マシンの仮想マシン・コンソール・ウィンドウを開くには、Oracle Appliance Managerのoakcli show vmconsoleコマンドを実行します。コンソールが正しく表示されない場合は、コンソールを閉じ、DISPLAY環境変数をモニターに適した値に設定した後、oakcli show vmconsoleコマンドを再実行します。

ご使用の仮想マシンを構成して(oakcli modify vmコマンドで-sパラメータを指定します)、GUI仮想マシンのコンソールからではなくOAKCLIコマンドラインからのアクセスを許可することもできます。




例



vm1_odarepo1という仮想マシンのコンソールを開きます。

oakcli show vmconsole vm1_odarepo1








新規仮想マシンのイメージの作成

oakcli clone vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上に、新しい仮想マシンのイメージを作成します。デフォルトでは、このイメージは、テンプレートまたはクローニングする仮想マシンからコンテンツおよび構成情報を継承し、ソースと同じリポジトリに格納されます。仮想マシンにローカル・リポジトリを使用している場合を除き、oakcli cloneコマンドに-node句を指定して、クローニング・プロセスを実行する必要があるノードを指定します。構成メタデータのみを含むスナップ・クローンを作成するには、oakcli cloneコマンドに-snap句を指定します。








IPアドレスを使用した、eth0からのアクセスに対する仮想マシンの設定

次の一連のコマンドは、eth0インタフェースにIPアドレス192.168.16.51を設定して仮想マシンvmol6u3 (ovmdあり)を構成し、password123aにrootパスワードを設定します。 

oakcli clone vm vmol6u3 -vmtemplate ol6u3 -repo shrepo -node 0
oakcli modify vm vmol6u3 -addnetwork priv1
oakcli start vm vmol6u3
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.device.0:eth0'
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.onboot.0:yes'
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.bootproto.0:static'
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.ipaddr.0:192.168.16.51'
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.network.netmask.0:255.255.255.0'
oakcli modify vm vmol6u3 -s 'com.oracle.linux.root-password:password123'

oakcli modify vm myol5u_test -attachvdisk sdisk1

oakcli delete vm my0l5u_test








仮想マシンに対する仮想ディスクの追加または削除

仮想ディスクを追加または削除するには、oakcli modify vm vm_nameコマンドで-attachvdiskを指定するか、仮想ディスクを指定して-detachvdisk句を使用します。








仮想マシンの共有リポジトリからの削除

個別の仮想マシンを使用しない場合、oakcli delete vmコマンドを使用して仮想マシンを削除し、記憶域とリソースを再利用できます。




例



ノード1から仮想マシンovu22を削除します。

oakcli delete vm ovu22 -server 1








Oracle Database Applianceのライブ・マイグレーションの実行

システムがライブ・マイグレーションの要件を満たしている場合は、oakcli migrate vmコマンドを使用して、現在実行中のノードから別のノードに仮想マシンを移行できます。 

ライブ・マイグレーションは、仮想マシンで実行しているクライアントやアプリケーションを切断することなく、稼働している仮想マシンを別の物理マシンに移動するプロセスを指します。仮想マシンのメモリー、記憶域およびネットワーク接続は、元のホスト・マシンから移動先に転送されます。




ライブ・マイグレーションを実行する前に、次の要件を満たすことが必要です。

	仮想マシンは共有リポジトリ上にある必要があり、リポジトリは両方のノード上でオンラインである必要があります。


	仮想マシンが動作している必要があります。


	以降が成功するには、宛先ホストに、必要なリソース(メモリー、CPUなど)がある必要があります。


	宛先ホストには、移行する仮想マシンのCPUプールと同名のCPUプールが必要です。




現在実行しているノードから別のノードに仮想マシンを移行するには、oakcli migrate vm  vmnameコマンドを使用します。vnameは、移行する仮想マシンの名前です。

このコマンドを実行する場合、仮想マシンがオンラインで、応答している必要があり、共有リポジトリは両方のノード上でオンラインである必要があります。仮想マシンが移行の過程にある場合、OAKCLIでは仮想マシンの状態が「MIGRATING」と表示されます。 




例8-19 現在実行しているノードから別のノードへの仮想マシンの移行の例
この例は、myvm1 という名前の仮想マシンを移行します。

oakcli migrate vm myvm1 










Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで高可用性を管理する方法

oakcli configure vmコマンドを使用して、ご使用の仮想マシンの高可用性を構成します。

1年を通して重要な期間、1日のほとんどの時間および1週間のほとんどの曜日に中断されることのないコンピューティング・サービスを提供するために、可用性の高いシステムが設計されています。信頼性、リカバリ可能性、タイムリなエラー検出および継続的な操作は、高可用性ソリューションの主な特性です。高可用性の2つの重要な要素は、自動再起動とフェイルオーバーです。

ローカル・リポジトリを使用している場合を除き、仮想マシンの高可用性オプションを設定できます。高可用性オプションは、デフォルトで仮想マシンを起動する必要があるノードと、仮想マシンが他のノードにフェイルオーバーする必要があるかどうかを指定します。フェイルオーバーは、仮想マシンがすでに稼働しているノードに障害が発生した場合や仮想マシンが起動しようとしたときに優先ノードが使用不可能である場合に発生する可能性があります。




高可用性のための自動再起動の構成
仮想マシンは、ハードウェア障害またはソフトウェア障害の後に、またはデータベース・ホスト・コンピュータが再起動されたときに、自動的に再起動されます。oakcli configure vmコマンドを使用して優先ノードで仮想マシンを起動するには、-prefnodeオプションを使用します。




高可用性のためのフェイルオーバーの構成
不測の失敗の後、手動で介入しなくても仮想マシンを他のノードで起動できるようフェイルオーバーを構成することで、高可用性が実現されます。コマンドoakcli configure vmで-failoverオプションを使用して、あるノードから別のノードへのフェイルオーバーを構成します。








Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールの管理方法

これらのトピックでは、OAKCLIを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでCPUプールを作成および管理する方法について説明します。

内容は次のとおりです。




	リソース割当てのCPUプールの管理について
CPUプールを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシンのワークロードに対するリソース割当てをケージして管理します。
	オーバーサブスクライブしたCPUプールについて
CPUプールで利用できるリソースよりも多くのCPUリソースをサブスクライブしないように仮想マシンを構成します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでの新規CPUプールの作成
コマンドoakcli create cpupoolを使用して、CPUプールを作成します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで構成されたCPUプールの表示
コマンドoakcli show cpupoolを使用して、定義済の各CPUプールに割り当てられるCPUを表示します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードのCPUプールに割り当てられるCPUの数の変更
oakcli configure cpupoolコマンドを使用して、CPUプールに割り当てられるCPUの数を変更します。
	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールへの仮想マシンの割当て
oakcli configure vmコマンドを使用して、仮想マシンをCPUプールに割り当てます。 




リソース割当て用のCPUプールの管理について

CPUプールを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンのワークロードに対してリソース割当てをケージングし、管理します。

ワークロードを分離するには、CPUプールを作成して特定のCPUプールに仮想マシンを割り当て(ピン留め)ます。CPUプールに仮想マシンをピン留めすると、仮想マシンがそのCPUプールのCPUのみを使用するようになります。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを初めて構成すると、default-unpinned-poolが各ノードに作成されます。このプールのサイズは、ハードウェア・モデルによって異なります。

	Oracle Database Appliance X5-2仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには72個のCPUが含まれます。


	Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには48個のCPUが含まれます。


	Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには32個のCPUが含まれます。


	Oracle Database Applianceバージョン1仮想化プラットフォーム: default-unpinned-poolには24個のCPUが含まれます。







ODA_BASEドメインを作成する場合は、新しいCPUプールが両方のノードに作成されます。プールはodaBaseCpuPoolという名前になります。このプールに必要なCPUは、default-unpinned-poolから削除されます。ODA_BASEは、odaBaseCpuPoolのCPUを使用できる唯一のドメインです。他の仮想マシンを起動すると、仮想マシンはdefault-unpinned-poolに残されたCPUで稼働し、これらの仮想マシンで実行される作業では事実上、ODA_BASEが除外されます。

仮想マシンは、CPUプールを追加作成してグループでケージングすることもできます。これらの追加プールを使用すると、1つ以上の仮想マシンを独自のCPUプールにピン留めできます。特定のCPUプールで稼働している仮想マシンは、他のCPUプールで稼働している仮想マシンとCPUサイクルを共有しません。CPUプールは必要な数だけ定義できます(上限はシステムの使用可能なCPUの数です)。 

アプリケーション要件が時間とともに変化する場合は、必要に応じてCPUプールのサイズを変更したり、プールを追加または削除してリソースを最大限に活用することをお薦めします。ODA_BASEのサイズを変更することもできます。ただし、ODA_BASEのサイズを変更する場合、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ライセンスの更新も行う特殊なコマンドを使用する必要があります。




例8-20 ノード上のCPUプールの表示例
次のoakcli show cpupoolコマンドでノードごとに示しているように、各ノードのCPUプールは同じサイズでなくてもかまいません(odaBaseCpuPoolを除く)。

oakcli show cpupool -node 0
                 Pool                         Cpu List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17, 18, 19, 20, 2
                                            1, 22, 23]
               twocpu                         [12, 13]
       odaBaseCpuPool   [0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,
                                               10, 11]


oakcli show cpupool -node 1
                 Pool                         Cpu List
default-unpinned-pool   [12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 1
                                    9, 20, 21, 22, 23]
       odaBaseCpuPool   [0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,
                                                10,11]









オーバーサブスクライブされたCPUプールについて

CPUプールで利用できるリソースよりも多くのCPUリソースをサブスクライブしないように仮想マシンを構成します。

CPUリソースを1つのCPUプールに割り当てることはできますが、1つのCPUプールにしか属せません。複数の仮想マシンを、同じCPUプールに割り当てることができます。CPUプールは、プール内のアクティブな仮想マシンがプールに構成された数を超えるCPUを必要とする場合、オーバーサブスクライブになります。たとえば、CPUプールに4つのCPUがある場合、それぞれ4つのCPUを使用するように定義された2つの仮想マシンを起動できます。この場合、4つのCPUそれぞれが2つの仮想マシンをサポートしているため、CPUプールはオーバーサブスクライブされます。 

これらの仮想マシンのいずれかを停止したとしても、2つのCPUが必要な別の仮想マシンを起動する場合、CPUプールはオーバーサブスクライブされたままになります。これは、CPUの2つが両方の仮想マシンをサポートしているためです。CPUプールをオーバーサブスクライブした場合、そのプール内の仮想マシンのパフォーマンスを評価します。オーバーサブスクライブされたプールの共有によって許容できないレベルまでパフォーマンスが低下している場合は、1つ以上の仮想マシンを異なるCPUプールに再度割り当てます。





Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでの新規CPUプールの作成

oakcli create cpupoolコマンドを使用して、CPUプールを作成します。

CPUプールを作成することによってリソースの使用量を管理し、このリソースを仮想マシンに割り当てます。




例8-21 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでの新規CPUプールの作成の例
この例では、4つのCPUが割り当てられているwinpoolという名のCPUプールをノード0上に作成します。

oakcli create cpupool winpool -numcpu 4 -node 0








Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで構成されたCPUプールの表示

oakcli show cpupoolコマンドを使用して、定義済の各CPUプールに割り当てられたCPUを表示します。

oakcli show cpupoolを使用すると、各CPUプールに割り当てられている仮想マシンを表示できます。




例8-22 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードで定義済のCPUプールに割り当てられたCPUの数の表示例
このoakcli show cpupoolの例は、ノード0で定義済の各CPUプールに割り当てられたCPUを示しています。 

oakcli show cpupool -node 0








Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールに割り当てられるCPUの数の変更

oakcli configure cpupoolコマンドを使用して、CPUプールに割り当てられるCPUの数を変更します。

Oracle VM Serverは、1つの仮想プールにのみ割り当てることができます。しかし、仮想プールに割り当てられているリソースを変更して、仮想マシンで使用できるCPUリソースを増やすことができます。 




例8-23 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールに割り当てられるCPUの数の変更の例
このoakcli configure cpupoolの例は、ノード1のlinpoolという名前のCPUプールに割り当てられるCPUの数を変更します。コマンドを実行すると、CPUに割り当てられる新しいCPUリソースの数は6になります。

oakcli configure cpupool linpool -numcpu 6 -node 1








Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールへの仮想マシンの割当て

oakcli configure vmコマンドを使用して、仮想マシンをCPUプールに割り当てます。 

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでの仮想マシンの配置ポリシーの一環として、ノード上のCPUプールの可用性を確認します。 

仮想マシンが特定のCPUプールに割り当てられており、フェイルオーバーが可能な場合、この仮想マシンはセカンダリ・ノードで同じCPUプールを使用しようとします。他のノードにCPUプールが存在してもサイズが異なる場合、仮想マシンがセカンダリ・ノードで稼働すると、その仮想マシンのパフォーマンスに影響することがあります。割り当てられたCPUプールがセカンダリ・ノードに存在しない場合、仮想マシンはフェイルオーバーできません。

注意:
oakcli cpupoolコマンドを使用してodaBaseCpuPoolを管理しないでください。かわりに、「ODA_BASEのサイズ変更方法」で説明されているように、ODA_BASEを構成するコマンドを使用します。






例8-24 Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでのCPUプールへの仮想マシンの割当て例
このoakcli configure vm例では、wintestという名の仮想マシンをwinpoolという名のCPUプールにピン留めする方法を示しています。

oakcli configure vm wintest -cpupool winpool










Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて

仮想マシンにアクセスするために使用するネットワークを指定するには、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャ・コンポーネントを使用します。

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームは、すべてのネットワークにブリッジを事前に作成して、上位レベルのネットワーク・インフラストラクチャ・コンポーネントをすべて管理します。仮想マシンにアクセスするためのフロント・エンド・ポイントは、Dom0に定義されたブリッジの1つになります。 

ネットワーク・インタフェースは、Oracle Database Applianceのハードウェアに応じて異なります。いずれの場合も、ユーザー・ドメインへの接続は、選択したインタフェースを介して行われます。Oracle Database Applianceの表を参照してください。ネットワーク・インタフェースの構成の概要は、「基本的な仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワーク」を参照してください。

Oracle Database Applianceバージョン1仮想化プラットフォームのネットワーク・インタフェース
次の表は、Oracle Database Applianceバージョン1 (外部ストレージ・シェルフがないシステム)上のOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデフォルト・ネットワーク・インタフェースを示します。


表8-1 Oracle Database Applianceバージョン1仮想化プラットフォームのネットワーク・インタフェース

	タイプ	Dom0でのインタフェース	Dom0でのボンド・デバイス	Dom0のブリッジ	ODA_BASEドメインのインタフェース
	プライベート

	eth0

eth1

	bond0

	priv1

	eth0


	オンボード・パブリック

	eth2

eth3

	bond1

	net1

	eth1


	第1ペア・クアッド・ポート

	eth4

eth5

	bond2

	net2

	eth2


	第2ペア・クアッド・ポート

	eth6

eth7

	bond3

	net3

	eth3


	10-GbEインタフェース

	eth8

eth9

	xbond0

	net4

	eth4








注意:
(銅線でなく)ファイバーのパブリック・ネットワーク接続を定義すると、PCIeボードにbond0が構成されます。






Oracle Database Applianceの仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワークの構成の概要
仮想マシンの構成時に、関連ブリッジを指定して、仮想マシンが使用するネットワークを定義します。 

たとえば、myvm1という名前の仮想マシンをnet1ネットワークに接続するには、次のコマンドを使用します。

oakcli modify vm myvm1 -addnetwork net1


「基本的な仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワーク」の図は、この仮想マシン・ネットワーク構成の結果である標準的なOracle Database Applianceローカル・エリア・ネットワークの構成を示しています。

図8-3 基本的な仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワーク
[image: 図8-3の説明が続きます。]



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのインストールと構成の際に、デフォルトの仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEに割り当てます。「仮想ローカル・エリア・ネットワークを使用するOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム」の図では、VLANを使用した標準的なOracle Database Appliance構成を示します。図は「基本的な仮想マシン・ローカル・エリア・ネットワーク」と同じ構成を示していますが、バックアップ用(backup)、アプリケーション用(application)および管理用(mgnt)の3つのタグ付きVLANが追加されています。 

図8-4 仮想ローカル・エリア・ネットワークを使用するOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム
[image: 図8-4の説明が続きます。]










ユーザー・ドメインおよびODA_BASEでの仮想ローカル・エリア・ネットワークの管理

これらの例を使用して、仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を構成および管理する方法を理解します。

ユーザー・ドメインのVLANを管理するには、ODA_BASEにログインします。ODA_BASEのVLANを管理するには、Dom0にログインします。この項の例では、sample10という名前のVLANを使用します。

注意:
Oracle Database ApplianceまたはOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイ前に、Dom0から物理スイッチにVLANを構成できます。






例8-25 仮想ローカル・エリア・ネットワークの作成の例
	VLANを作成するには、次の情報を準備します。 

	 VLAN名。VLANの作成先のノード上で一意(ただし、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの他のノード上にあるVLAN名と同じ名前にすることは可能)。


	 VLANタグ番号。2から4096 (境界値を含む).の値で、VLANの作成先のノード上で一意(ただし、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの他のノード上にあるVLANタグ番号と同じ番号にすることは可能)。


	VLANを作成するインタフェースの名前。「Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのネットワーク・インフラストラクチャおよび仮想ローカル・エリア・ネットワークについて」の表のDom0でのボンド・デバイス列にリストされているハードウェアで使用可能なインタフェースを見つけます。


	VLANの作成先のノード。





	次のコマンドを入力して、VLANの作成を開始します。プロンプトが表示されたら、準備した情報を入力します。

oakcli create vlan




注意:
両方のノードに同じVLANを作成する必要がある場合、コマンドoakcli create vlanを2回(ノード0用に1回とノード1用に1回)入力します。 



次のoakcli create vlanの例は、ノード0でVLAN sample10を作成します。

oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond0 -node 0

注意:
共有リポジトリに作成した仮想マシンでVLANを使用する予定の場合は、両方のノードでそのVLANを作成します。仮想マシンがデフォルトで稼働するように構成されているノードで割り当てられたネットワークが使用不可能な場合、またはフェイルオーバーの後に起動するよう仮想マシンが構成されているノードで割り当てられたネットワークが使用不可能な場合には、仮想マシンに障害が発生します。






例8-26 ユーザー・ドメインの仮想ローカル・エリア・ネットワークの割当ておよび削除の例
既存のVLANを仮想マシンに割り当てるには-addnetwork句を指定して、仮想マシンからVLANを削除するには-deletenetwork句を指定してoakcli modify vmコマンドを使用します。句にはVLAN名も指定する必要があります。 

次のoakcli modify vmの例は、sample10 VLANを仮想マシンmyol5u_testに割り当てます。

oakcli modify vm myol5u_test -addnetwork sample10




例8-27 ODA_BASEの仮想ローカル・エリア・ネットワークの割当ておよび削除の例
ODA_BASEに既存のVLANを追加したり、ODA_BASEからVLANを削除するには、コマンドoakcli configure oda_baseを使用します。このコマンドでは、ODA_BASEおよびドメイン・メモリーのサイズ変更もできます。VLANの管理のみ行う場合は、現在のCPUコア数に対応する番号と現在のメモリー数を入力します。

次の例(抜粋)では、CPUコア数とデフォルトのメモリー値は変更されないままですが、ODA_BASEにVLAN test01が割り当てられます。現在のCPUコア数6は、コア・ライセンス・オプションの値リストの選択番号3に対応しています。

# oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 3
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 48G)[default 64]     : 48
INFO: Using default memory size i.e. 64 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]: y
Select the network to assign (test00,test01,test02,test03): test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]:
Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]:
INFO: . . .




例8-28 仮想ローカル・エリア・ネットワークの表示の例
ODA_BASEに現在存在するVLANを表示するには、oakcli show vlanコマンドを実行します。

次の例では、前述の例で使用したsample10 VLAN以外のVLANが表示されています。

oakcli show vlan

NAME                  ID    INTERFACE   NODENUM
----                  --    ---------   -------
net1                  1     bond0       0
net1                  1     bond0       1
net2                  1     bond1       0
net2                  1     bond1       1
net3                  2     bond1       0
net3                  4     bond0       1
net10                 20    bond1       0
net10                 20    bond1       1




例8-29 仮想ローカル・エリア・ネットワークの削除の例
ノードから不要なVLANを削除するには、oakcli delete vlanコマンドでVLAN名と当該ノード番号を指定します。

この例では、(前述のoakcli create vlanの例でVLANが割り当てられた)ノード0からVLAN sample10が削除されます。

oakcli delete vlan sample10 -node 0

注意:
ネイティブVLANは削除できません。ネイティブVLANは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ソフトウェアのデプロイ中に構成される仮想ローカル・エリア・ネットワークです。










ODA_BASEのサイズを変更する方法

ODA_BASEドメインを割り当てるCPUコア数を増減し、必要に応じてワークロードに対する演算能力およびメモリーを増減できます。

内容は次のとおりです。




	ODA_BASEのサイズ変更について
ODA_BASEリソース割当てを確認したりサイズ変更を実行したりする際は、次のガイドラインを使用することをお薦めします。
	ODA_BASEコア数の変更






ODA_BASEのサイズ変更について

ODA_BASEリソース割当てを確認したりサイズ変更を実行したりする際は、次のガイドラインを使用することをお薦めします。

 インストール済のOracleデータベースの演算能力またはメモリーを増強する必要がある場合、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームでODA_BASEドメインに割り当てられているCPUコアの数を増やします。または、仮想マシン・ドメインに割り当てられるCPUを増やす必要がある場合はCPUコアを減らします。各ノードの割当て済CPUコア数は、2または2の倍数ずつ増減する必要があります。

『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』の付録Aのガイドラインに従って、テンプレートを使用して、ODA_BASEにデプロイするデータベースをサイズ設定することをお薦めします。その付録の表を使用して、これらのデータベースに必要なCPUの数を合計し、その値を2で割ると、ODA_BASEに必要なCPUコアの数を判断できます。

サイズ変更プロセス中、ODA_BASEドメインが停止します。そのため、Oracleデータベースで必須のアクティビティが実行されていない場合、または予定されたメンテナンス作業をスケジュールする場合は、ODA_BASEコア数の変更を計画してください。 





ODA_BASEコア数の変更

これまでに説明した前提条件を実行したら、次の手順を実行して、ODA_BASEコア数を変更します。




	Dom0にログインし、次の例に示すようにoakcli configure oda_baseコマンドを実行します。ODA_BASEのCPUコア数が6から8に変更されます。# oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 10
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 64G)[default
32]     :
INFO: Using default memory size i.e. 32 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]:
Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]
INFO: Node 0:Configured oda base pool
INFO: Node 1:Configured oda base pool
INFO: Node 0:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 0:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 0
INFO: Node 1:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 1:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 1




	コマンドの出力に示されるアクションを実行します。前の例で示したバージョンのように、すべてのバージョンのソフトウェアで、ODA_BASEを再起動する前に追加のアクションが要求されるわけではありません。 
	両方のノードのDom0で次のrestartコマンドを実行し、ドメインを再起動してODA_BASEの変更後の構成を実装します。oakcli restart oda_base












Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース





9 Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース(OAKCLI)はOracle Database Appliance専用のコマンドライン・インタフェース(CLI)です。 

トピック:




	Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース(OAKCLI)
oakcliコマンドは、Oracle Database ApplianceやOracle Database Appliance仮想化プラットフォームでデータベースやシステムの管理を実行するための主な方法です。 
	SUDOを使用したOAKCLI権限およびセキュリティの管理
Oracle Appliance Managerコマンドライン・ユーティリティは、ほとんどの管理アクションでrootシステム権限を必要とします。システムの監査とセキュリティ・ポリシーの一部として、SUDOを使用できます。 
	oakcli add disk -local
oakcli add disk -localコマンドは、障害ディスクを物理的に交換した後、システムにローカル・ディスクを追加するために使用します。
	oakcli clone commands
oakcli clone コマンドを使用して、仮想マシンまたは仮想ディスクをクローニングします。
	oakcli configure commands
oakcli configureコマンドを使用して、Oracle Database Appliance上のコンポーネントを構成します。
	oakcli copy
 oakcli copyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの構成中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。
	oakcli create commands
oakcli createコマンドを使用して、Oracle Database Applianceのコンポーネントを作成します。
	oakcli delete commands
oakcli deleteコマンドを使用して、コンポーネントをOracle Database Applianceから削除します。 
	oakcli deploy
oakcli deployコマンドを使用して、Oracle Grid InfrastructureをOracle Database Appliance上のクラスタに対してデプロイします。 
	oakcli describe-cpucore
 oakcli describe-cpucoreコマンドを使用して、Oracle Database Appliance X6-2-HAで使用可能なCPUコアの数を表示します。
	oakcli diskwritecache
 oakcli diskwritecacheコマンドを使用して、書込みキャッシュが有効なディスクを配置したり、それらのディスクのディスク書込みキャッシュを無効にします。 
	oakcli import vmtemplate
 oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをインポートします。 
	oakcli locate disk
 oakcli locate diskコマンドを使用すると、ディスクのLEDライトをオンまたはオフにして、指定されたOracle ASMディスクと関連付けられている物理ディスクを検索できます。
	oakcli manage diagcollect
 oakcli manage diagcollectコマンドを使用して、トラブルシューティングやOracle Supportとの連携のために、Oracle Database Applianceに関する診断情報を収集します。
	oakcli migrate vm
 oakcli migrate vmコマンドを使用して、現在実行している仮想マシンを別のノードに移行します。
	oakcli modify commands
oakcli modifyコマンドを使用して、データベース、既存の仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートを変更します。 
	oakcli orachk
oakcli orachkコマンドを使用して、ORAchkユーティリティを使用して構成設定を監査します。
	oakcli resize dbstorage
 oakcli resize dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するために作成されたストレージ構造に使用する領域のサイズを変更します。
	oakcli restart oda_base
oakcli restart oda_baseコマンドを使用して、ローカル・ノードのODA_BASEを停止して再起動します。
	oakcli show commands
oakcli showコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコンポーネントのステータスを表示します。
	oakcli start commands
oakcli startコマンドを使用して、仮想マシンの起動、ノードの共有リポジトリの起動、ローカル・ノードのODA_BASEの起動を実行します。
	oakcli stopコマンド
 oakcli stopコマンドを使用して、仮想マシンの停止、ノードの共有リポジトリの停止、ローカル・ノードのODA_BASEの停止を実行します。
	oakcli stordiag
 oakcli stordiagコマンドを使用して、ストレージ・シェルフまたはストレージ拡張シェルフのディスクで診断テストを実行します。
	oakcli test asr
 oakcli test asrコマンドを使用して、Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)が正しく構成され機能しているかどうかを判別するために、テスト・トラップを送信します。
	oakcli unpack
 oakcli unpackコマンドを使用して、Oracle Appliance Managerリポジトリにパッケージを解凍します。 
	oakcli update-cpucore
 oakcli update-cpucoreコマンドを使用して、指定された数のライセンス済CPUコアを有効化します。
	oakcli upgrade
oakcli upgradeコマンドを使用して、Oracle Database Appliance上のOracle Databaseソフトウェアをアップグレードします。
	oakcli validate
Oracle Database Applianceの状態またはオペレーティング・システムのパッチの適用可能性を検証します。




Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース(OAKCLI)について

oakcliコマンドは、Oracle Database ApplianceやOracle Database Appliance仮想化プラットフォームでデータベースやシステムの管理を実行するための主な方法です。 

OAKCLIコマンドでは次のタスクを実行できます。	 ハードウェア・コンポーネントのリスト


	ハードウェア・コンポーネントの検証と診断


	ソフトウェアのインストールとアップグレード


	ソフトウェア・パッチの適用


	データベースの作成と削除


	Oracleホームのインストールとアンインストール


	仮想マシンのデプロイおよび管理


	Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)のテスト


	CPUコアの有効化






Oracle Appliance Managerとハードウェアのバージョンによっては、OAKCLIコマンドの一部を使用できない場合があります。ご使用のバージョンのOracle Appliance ManagerとハードウェアでどのOAKCLIコマンドがサポートされているかを確認するには、OAKCLIのヘルプ・コマンド oakcli -hを実行します。

OAKCLIコマンドの場所とパスの構成
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースは、次のディレクトリにあります。

/opt/oracle/oak/bin/oakcli 


Oracle Database Applianceサーバーでrootユーザー・アカウントを構成して、パス/opt/oracle/oak/bin/oakcliでoakcliコマンドを検索するようPATH 変数を定義します。 




OAKCLI構文
Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのコマンドおよびパラメータでは大文字と小文字を区別しません。 

oakcliでは次のコマンド構文を使用します。

oakcli command object [options]


	commandは、アプライアンスで実行するアクションです。たとえば、show、locate、applyなどです。 


	objectは、oakcliコマンドが操作を実行する対象のターゲットまたはオブジェクトです。たとえば、ディスクやコントローラを作成または構成したり、その他のシステムやソフトウェアの管理を実行するコマンドを発行します。オブジェクトの短縮形も使用できます。


	optionsは、oakcliコマンドのオプション部分です。オプションは、オブジェクトで実行されるoakcliコマンドの使用を拡張する1つ以上のオプションから構成できます。オプションには、オブジェクトで実行するアクションに関する追加情報が含まれます。オプションの名前には、前にダッシュをつけます。必要なアクションをコマンドが実行するために、多数のオプションでオブジェクトの名前を必要とします。ヘルプ・オプション(-h)は、すべてのコマンドで利用できるオプションです。-hオプションを含める場合に、実行するコマンドの追加情報を取得できます。 







Oracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースのヘルプ
次のコマンドを実行すると、Oracle Database Applianceで利用できるすべてのoakcliコマンドの使用方法が表示されます。

oakcli -h


特定のoakcliコマンドに関する詳細なヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。

oakcli command -h


オブジェクトで実行される特定のoakcliコマンドについての詳細なヘルプや、そのオブジェクトとともに使用できるオプションを表示するには、次のコマンドを実行します。 

oakcli command object -h








SUDOを使用したOAKCLI権限とセキュリティの管理

Oracle Appliance Managerコマンドライン・ユーティリティでは、ほとんどの管理アクションでrootシステム権限を必要とします。システムの監査とセキュリティ・ポリシーの一部として、SUDOを使用できます。 

ほとんどのタスクで、rootとしてログインし、Oracle Database ApplianceでOracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェースを使用することをお薦めします。rootとしてログインしていない場合は、アプライアンスでほとんどのアクションを実行できません。たとえば、rootとしてログインしていない場合は、ストレージの情報を確認できますが、ストレージを変更できません。

SUDOを使用したrootユーザー・アクセスの許可



システムの管理がデータベースの管理とは別のグループによって行われる環境であったり、セキュリティへの強い懸念がある環境では、rootユーザーのアカウントやパスワードへのアクセスを制限することがあります。SUDOにより、システム管理者は特定のユーザー(またはユーザー・グループ)にrootとしてコマンドを実行できる権限を与えられます。そして同時に、セキュリティとコンプライアンスの手順として、すべてのコマンドと引数をログに記録できます。

SUDOセキュリティ・ポリシーを構成するには、ファイル/etc/sudoersを使用します。sudoersファイルの中でユーザー・グループやコマンド・セットを構成すると、SUDOコマンドを使用したサーバーの管理を簡素化して監査できます。

注意:
SUDOの構成によって、任意の操作を実行できる権限をユーザーに与えることは、そのユーザーにroot権限を与えることと同じです。これがセキュリティのニーズに適しているかどうかを慎重に検討してください。






SUDO例1: あるユーザーに対して、任意のOAKCLI操作の実行を許可



次の例では、ユーザーがOAKCLI操作を実行できるようにSUDOを構成する方法を示します。これを行うには、/etc/sudoersファイルのコマンドのセクションに数行追加します。

## The commands section may have other options added to it.
##
Cmnd_Alias OAKCLI_CMDS=/opt/oracle/oak/bin/oakcli *
jdoe ALL = OAKCLI_CMDS


この例では、ユーザー名はjdoeです。ファイルのパラメータ設定ALL= OAKCLI_CMDSは、ユーザーjdoeに対して、コマンド別名エイリアスOAKCLI_CMDSによって定義されるすべてのoakcliコマンドを実行する権限を付与します。構成後、1つのsudoersファイルを複数のホストにコピーできます。また、ホストごとに異なるルールを作成することもできます。

注意:
データベース作成の前に、各サーバーのrootユーザーにSSHのユーザー等価性を設定する必要があります。ユーザーの等価性を設定せずサーバーごとにSSHを構成すると、データベースの作成中、各サーバーのrootパスワードを指定するよう求めるプロンプトが表示されます。



ユーザーのsudoerファイルを構成すると、ユーザーjdoeはコマンド別名OAKCLI_CMDSで構成されたoakcliコマンドのセットを実行できます。次に例を示します。

$ sudo oakcli create database -db newdb

INFO: 2015-08-05 14:40:55: Look at the logfile  '/opt/oracle/oak/log/scaoda1011/tools/12.1.2.4.0/createdb_newdb_91715.log' for more details

INFO: 2015-08-05 14:40:59: Database parameter file is not provided. Will be using default parameters for DB creation
Please enter the 'SYSASM'  password : (During deployment we set the SYSASM password to 'welcome1'):
Please re-enter the 'SYSASM' password:
 
INFO: 2015-08-05 14:41:10: Installing a new home: OraDb12102_home3 at /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_3

Please select one of the following for Database type  [1 .. 3]:
1    => OLTP 
2    => DSS 
3    => In-Memory




SUDO例2: あるユーザーに対して、選択したOAKCLI操作のみの実行を許可



ユーザーが選択されたOAKCLI操作のみを実行できるようにSUDOを構成するには、/etc/sudoersファイルのコマンド・セクションに、次のように行を追加します。

[jdoe2@servernode1 ~]$ sudo /opt/oracle/oak/bin/oakcli create database -db test

INFO: 2015-09-30 15:49:07: Look at the logfile '/opt/oracle/oak/log/servernode1/tools/12.1.2.4.0/createdb_test_59955.log' for more details

INFO: 2015-09-30 15:49:12: Database parameter file is not provided. Will be using default parameters for DB creation
 
Please enter the 'SYSASM'  password : (During deployment we set the SYSASM password to 'welcome1'):
Please re-enter the 'SYSASM' password:
INFO: 2015-09-30 15:49:27: Installing a new home: OraDb12102_home2 at /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2
 
Please select one of the following for Database type  [1 .. 3]:
1    => OLTP
2    => DSS
3    => In-Memory


この例では、ユーザーjdoe2がoakcli show databasesコマンドを実行しようとしていますが、これはこのユーザーに対して構成されているコマンドのセットの一部ではありません。Sudoにより、jdoe2はそのコマンドを実行できません。 

[jdoe2@servernode1 ~]$ sudo /opt/oracle/oak/bin/oakcli show database

Sorry, user jdoe2 is not allowed to execute '/opt/oracle/oak/bin/oakcli show database' as root on servernode1.

関連項目:
SUDOの構成と使用の詳細は、次のSUDOのマニュアル・ページを参照してください。

http://www.sudo.ws/sudo.html










oakcli add disk -local

oakcli add disk -localコマンドは、障害ディスクを物理的に交換した後、システムにローカル・ディスクを追加するために使用します。

構文



oakcli add disk -local




使用上の注意



	1ノード当たり2つを超えるディスクを追加することはできません。 


	oakcli add disk -localコマンドを実行する前に、障害ドライブを取り外して新しいドライブと交換する必要があります。


	このコマンドを実行する前に、新しいディスクをスロットに挿入する必要があります。


	oakcli add disk -local コマンドは、ベアメタル・デプロイメントでのみサポートされます。仮想化された構成ではサポートされていません。











oakcli cloneコマンド

oakcli cloneコマンドを使用して、仮想マシンまたは仮想ディスクをクローニングします。

トピック:




	oakcli clone vdisk
oakcli clone vdiskコマンドを使用して、仮想マシンのクローンを作成します。
	oakcli clone vm
oakcli clone vmコマンドを使用して、仮想マシンのクローンおよびスナップ・クローンを作成します。




oakcli clone vdisk

oakcli clone vdiskコマンドを使用して、仮想マシンのクローンを作成します。

構文



oakcli clone vdisk new_vdisk_name -repo repo_name -src source_vdisk_name [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	new_vdisk_name

	クローン仮想ディスクに付ける名前


	repo_name

	クローニング元仮想ディスクのリポジトリ・ソース名


	source_vdisk_name

	クローニング元仮想ディスクの名前


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用方法
仮想ディスクおよびvm.cfgファイルは次のディレクトリに格納されます。

	Dom0:  /Repositories/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name 


	ODA_BASE:  /app/sharedrepo/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name







例9-1 仮想ディスクのクローニング
vrepo1というリポジトリに格納されたvdisk1という既存の仮想ディスクからmy_vdisk2という仮想ディスクのクローンを作成します。

oakcli clone vdisk my_vdisk2 -repo vrepo1 -src vdisk1








oakcli clone vm

oakcli clone vmコマンドを使用して、仮想マシンのクローンおよびスナップ・クローンを作成します。

構文
テンプレートから仮想マシンを作成するには、次の手順を実行します。

   oakcli clone vm vm_name -vmtemplate template_name -repo repo_name [-node 0|1] [-driverdomain]   

既存の仮想マシンのスナップショット・クローンを作成するには:

oakcli clone vm vm_name -vm src_vm_name -snap [-force] [-driverdomain]

テンプレートから仮想マシンのスナップショットを作成するには:

oakcli clone vm <vm_name> -vmtemplate src_vmtempl_name -snap [-driverdomain]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-vmvm_name

	新しくクローニングされた仮想マシンに付けた名前を識別します。


	-vmtemplate template_name

	クローン元の仮想マシンが含まれているテンプレートの名前を識別します。


	-repo repo_name

	クローン元のテンプレートが含まれているリポジトリの名前を識別します。


	-node 0 | 1

	仮想マシンがクローニングされる共有リポジトリが含まれているOracle Database Applianceノードを指定します。


	-vm src_name

	クローニングされる仮想マシンの名前を識別します。


	-snap

	(オプション)ソース仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレートのスナップショットを作成します。


	-driverdomain 

	(オプション)ドライバ・ドメイン・オプションを使用して仮想マシンを作成します。

 このドライバ・ドメイン・オプションは、ゲスト仮想マシンがDom0ではなくODA_BASEを使用して仮想ディスクにアクセスできるようにすることで、パフォーマンスを向上させます。新しく作成された仮想ディスクがODA_BASEから直接ゲスト仮想マシンにマウントされます。


	-force

	(オプション)ソース仮想マシンをクローニングする場合、-forceオプションを使用すると、ソース仮想マシンから変更を加えることができます。たとえば、ソース・ファイルでドライバ・ドメインが使用されていない場合、-force -driverdomainを使用することで、ドライバ・ドメインを使用するクローン仮想マシンを作成できます。
	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意
	-nodeパラメータは、共有リポジトリからクローニングするときに使用する必要があります。-nodeパラメータは、非共有リポジトリでは無効です。


	仮想ディスクおよびvm.cfgファイルは次のディレクトリに格納されます。

	Dom0:  /Repositories/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name 


	ODA_BASE:  /app/sharedrepo/vm_repo_name/.ACFS/snaps/vm_name/VirtualMachines/vm_name





	仮想マシンのライブ移行はサポートされていません。


	 このドライバ・ドメイン・オプションは12.1.2.7.0以降で利用でき、次のゲスト・オペレーティング・システムでサポートされます。	最新のUnbreakable Enterprise Kernel 2 (UEK2)またはUnbreakable Enterprise Kernel 3 (UEK3)を備えたOracle Linux。


	Microsoft Windows with Oracle VM Windows PV Driver 3.4.1。Oracle VM Windows PV Driver 3.4.1リリースは、My Oracle Supportでパッチ番号23346086としてダウンロードできます。


	Oracle Solaris 11.3以降x86。







	ドライバ・ドメインはゲスト仮想マシンに仮想ディスクを追加する場合のみ機能します。 -driverdomain を指定すると、クローニングされた仮想マシンがドライバ・ドメイン・モードになります。対応する仮想マシン構成ファイル、vm.cfgには次のディスク・エントリがあります。

 -driverdomain を指定すると、クローニングされた仮想マシンがドライバ・ドメイン・モードになります。対応する仮想マシン構成ファイル、vm.cfgには次のディスク・エントリがあります。

disk = [u'file:/OVS/Repositories/repo5/.ACFS/snaps/vm10/VirtualMachines/

vm10/System.img,xvda,w',

u'file:/u01/app/sharedrepo/repo5/.ACFS/snaps/

vm10/VirtualMachines/vm10/u01.img,xvdb,w,oakDom1']

xvdaブート・ディスクを除き、すべてのディスクにoakDom1からのパス、つまりodabaseがあります。


	ドライバ・ドメイン機能は非システム・ディスクに適用されます。ドライバ・ドメイン・モードで仮想マシンを作成すると、新しいvDiskがドライバ・ドメイン・モードで追加されます。


	仮想マシンがドライバ・ドメイン・モードで構成されているかどうかを確認するには、oakcli show vm vmnameコマンドを使用します。仮想マシンがドライバ・モードの場合、DriverDomain属性の出力はTRUEになります。







例9-2 仮想マシン・イメージの作成
ノード0のrepo2 という名前の共有リポジトリに格納されているmyol6u_15gb1という名前の仮想マシン・テンプレートから、myol6u_testという名前の仮想マシン・イメージを作成します。

oakcli clone vm myol6u_test -vmtemplate myol6u_15gb1 -repo repo2 -node 0




例9-3 ドライバ・ドメイン・モードの仮想マシン・イメージの作成
ドライバ・ドメイン・モードのノード0のrepo2という名前の共有リポジトリに格納されている、myol6u_15gb1という名前の仮想マシン・テンプレートから、myol6u_testという名前の仮想マシン・イメージを作成します。

oakcli clone vm myol6u_test -vmtemplate myol6u_15gb1 -repo repo2 -node 0 -driverdomain













oakcli configureコマンド

oakcli configureコマンドを使用して、Oracle Database Appliance上のコンポーネントを構成します。

内容は次のとおりです。




	oakcli configure additionalnet
 oakcli configure additionalnetコマンドを使用して、ベア・メタル、ドメイン0およびODA_BASEの未構成のパブリック・ネットワークを構成します。
	oakcli configure asr
 oakcli configure asrコマンドを使用して、Oracle Database ApplianceにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。
	oakcli configure cpupool
 oakcli configure cpupoolコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでCPUプールを構成します。
	oakcli configure firstnet
oakcli configure firstnetコマンドを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをダウンロードするための初期ネットワークをOracle Database Applianceで構成します。
	oakcli configure ib2fiber
 InfiniBand 10GbE SFP+カード(ファイバー)カードを交換した後、デプロイメントの前に、oakcli configure ib2fiberコマンドを実行して、IBセットアップを構成解除し、ファイバー・カードを構成します。
	oakcli configure network
 oakcli configure networkコマンドを使用して、ネットワーク・カードを交換した後またはパブリック・ネットワークを銅線からファイバー(またはその逆)に入れ替えた後に、ネットワークを構成します。コマンドの意味は、使用するパラメータによって変化します。
	oakcli configure oda_base
 oakcli configure oda_baseコマンドを使用して、ODA_BASEに割り当てられているCPUコア数の変更、ODA_BASEに割り当てられている仮想ローカル・エリア・ネットワークの追加または削除や、ユーザー・ドメイン間、およびODA_BASEとその他のユーザー・ドメインとの間のリソース割当ての調整をします。
	oakcli configure repo
 oakcli configure repoコマンドを使用して、共有リポジトリのサイズを大きくします。
	oakcli configure vm
oakcli configure vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の仮想マシンを構成し、ユーザー・ドメインへのリソース割当てを増加または削減します。
	oakcli configure vmtemplate
 oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。 




oakcli configure additionalnet

oakcli configure additionalnetコマンドを使用して、ベア・メタル、ドメイン0およびODA_BASEの未構成のパブリック・ネットワークを構成します。

構文



oakcli configure additionalnet  [-h]




パラメータ



-hは、コマンドの使用方法に関するオンライン・ヘルプを表示します。




使用上の注意



oakcli configure additionalnetコマンドは、自動的に未構成のネットワークを検出し、ネットワークの構成手順を案内する対話型スクリプトを実行します。このスクリプトは次の入力を必要とします。

	インタフェース名


	DHCP [Y/N]


	IP


	ネットマスク




注意:
ベアメタル・デプロイメント上でコマンドを実行している場合、要求されるインタフェース名はボンド名です。Dom0上でコマンドを実行している場合、要求されるインタフェース名はネット名です。Dom1上でコマンドを実行している場合、要求されるインタフェース名はETHの名前です。










oakcli configure asr

oakcli configure asrコマンドを使用して、Oracle Database ApplianceにOracle Auto Service Request (Oracle ASR)を構成します。

構文



oakcli configure asr [-h]




パラメータ



-hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




使用上の注意



	oakcli configure asrコマンドは、Oracle ASRをOracle Database Applianceに実装するための次の情報を要求する対話型スクリプトを開始します。

	実行されるアクション(内部または外部インストール、アンインストールまたは再構成)


	PROXYサーバー名、ポート、ユーザーIDおよびパスワード


	Oracle ASRユーザーIDおよびパスワード


	Oracle ASRマネージャのIPおよびポート










Oracle ASRの構成



# oakcli configure asr

INFO   : Logging all actions in /opt/oracle/oak/onecmd/tmp/scaoda1011-20150805153300.log and traces in /opt/oracle/oak/onecmd/tmp/scaoda1011-20150805153300.trc

Please enter
1 to setup Internal ASR
2 to setup External ASR
3 to Deinstall ASR
0 to Exit

 [1]:INFO   : Logging all actions in /opt/oracle/oak/onecmd/tmp/scaoda1011-20150805153300.log and traces in /opt/oracle/oak/onecmd/tmp/scaoda1011-20150805153300.trc








oakcli configure cpupool

oakcli configure cpupoolコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでCPUプールを構成します。

構文



oakcli configure cpupool poolname -numcpu cpu_count -node nodenum [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	poolname

	CPUプールの一意の名前。


	-numcpu cpu_count

	CPUプールのCPU数。


	-node nodenum

	CPUプールが作成されるノード(0または1)


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








CPUプールの構成
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1に2つのコアを含む、twonodeという名前のCPUプールを構成します。

oakcli configure cpupool twonode -numcpu 2 -node 1








oakcli configure firstnet

oakcli configure firstnetコマンドを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをダウンロードするための初期ネットワークをOracle Database Applianceで構成します。

構文



oakcli configure firstnet




例



oakcli configure firstnetコマンドは、インタラクティブ・スクリプトを使用して、新しいOracle Database Appliance上に初期ネットワークを作成します。次の例は、ベア・メタルのOracle Database Appliance上に初期ネットワークを構成する方法を示します。 

oakcli configure firstnet
Select the interface to  configure network on [bond0 bond1 bond2 xbond0]:bond0
Configure DHCP on bond0?(yes/no):no
       INFO: Static configuration selected
       Enter the IP address to configure:192.0.2.18
       Enter the netmask address to configure:255.255.252.0
       Enter the gateway address to configure:192.0.2.1
Plumbing the IPs now
Restarting the network
:::::::::::::::::

注意:
oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。










oakcli configure ib2fiber

InfiniBand 10GbE SFP+カード(ファイバー)カードを交換した後、デプロイメントの前に、oakcli configure ib2fiberコマンドを実行して、IBセットアップを構成解除し、ファイバー・カードを構成します。

注意:
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用する場合、Dom0からコマンドを実行する必要があります。






使用上の注意



10GbE SFP+ (ファイバ)カードを構成するために、このコマンドをデプロイの前に実行する必要があります。




構文



oakcli configure ib2fiber [-h]




パラメータ



-hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli configure network

oakcli configure networkコマンドを使用して、ネットワーク・カードを交換した後またはパブリック・ネットワークを銅線からファイバー(またはその逆)に入れ替えた後に、ネットワークを構成します。コマンドの意味は、使用するパラメータによって変化します。

構文



oakcli configure network [-changeNetCard|-publicNet][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-changeNetCard

	ネットワーク・カードの交換後にネットワーク・カードを構成します。ネットワーク・カードが交換された場合、各ノードでoakcli configure network -changeNetCardコマンドを実行する必要があります。このパラメータは、すべてのOracle Database Applianceハードウェア・モデルでサポートされます。このコマンドは、仮想化プラットフォームではDom0から実行する必要があります。


	-publicNet

	パブリック・ネットワークを銅線からファイバー(またはその逆)に入れ替えた後に、ネットワークを構成します。各ノードでoakcli configure network -publicNetコマンドを実行する必要があり、それにはスタックを停止する必要があります。スタックにはGIとRDBMSが含まれます。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームを使用する場合、仮想マシンは停止している必要があります。特にVLANを使用する場合、仮想マシンはある程度の構成変更を必要とする場合があります。このパラメータは、Oracle Database Appliance X4-2ハードウェア・モデルでのみサポートされます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。












oakcli configure oda_base

oakcli configure oda_baseコマンドを使用して、ODA_BASEに割り当てられているCPUコア数の変更、ODA_BASEに割り当てられている仮想ローカル・エリア・ネットワークの追加または削除や、ユーザー・ドメイン間、およびODA_BASEとその他のユーザー・ドメインとの間のリソース割当ての調整をします。

リソース割当ての変更を有効にするには、ドメインの再起動が必要です。




構文



oakcli configure oda_base




例
oakcli configure oda_baseコマンドの使用方法の例を示します。




ODA_BASEでのCPUコア数の変更



ODA_BASEのCPUコア数を次のように6から8に変更します。

# oakcli configure oda_base
Core Licensing Options:
        1. 2 CPU Cores
        2. 4 CPU Cores
        3. 6 CPU Cores
        4. 8 CPU Cores
        5. 10 CPU Cores
        6. 12 CPU Cores
        Current CPU Cores       :6
        Selection[1 : 6](default 12 CPU Cores) : 4
        ODA base domain memory in GB(min 8, max 88)(Current Memory 64G)[default
32]     :
INFO: Using default memory size i.e. 32 GB
Additional vlan networks to be assigned to oda_base? (y/n) [n]:
Vlan network to be removed from oda_base (y/n) [n]
INFO: Node 0:Configured oda base pool
INFO: Node 1:Configured oda base pool
INFO: Node 0:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 0:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 0
INFO: Node 1:ODA Base configured with new memory
INFO: Node 1:ODA Base configured with new vcpus
INFO: Changes will be incorporated after the domain is restarted on Node 1




ODA_BASEのメモリー割当て量の変更



	Dom0にログインします。


	oakcli configure oda_baseコマンドを実行し、構成を変更します。


	ODA_BASEを再起動します。







ODA_BASEへのVLANの割当て



	Dom0にログインします。


	oakcli configure oda_baseコマンドを実行します。


	次の設定を変更します。Additional vlan networks to be assigned to oda_base?(y/n) to y。


	プロンプトに従ってODA_BASEに追加のVLANを割り当てます。


	ODA_BASEを再起動します。











oakcli configure repo

oakcli configure repoコマンドを使用して、共有リポジトリのサイズを大きくします。

構文



oakcli configure repo reponame -incsize size [M|G] [-h]





	パラメータ	説明
	reponame 

	共有リポジトリの名前


	size 

	サイズを定義するためにM (メガバイト)またはG (ギガバイト)を付加できる数値


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








共有リポジトリのサイズの増加



repo1共有リポジトリのサイズを2GB増やします。

# oakcli configure repo repo1 -incsize 2G

Configured Shared Repo : repo1 with new size 3712.0.








oakcli configure vm

oakcli configure vmコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上の仮想マシンを構成し、ユーザー・ドメインへのリソース割当てを増加または削減します。

 リソース割当ての変更を有効にするには、ドメインの再起動が必要です。

構文
oakcli configure vm name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio priority 
-cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard lang -mouse 
mouse_type -domain dom -network netlist -autostart astart -disk disks -bootoption
bootstrap -cpupool pool -prefnode 0|1 -failover true|false][-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	name

	仮想マシンに割り当てられる名前。


	-vcpu cpucount 

	仮想マシンに割り当てられるノード数。範囲は、1から72です。この数はOracle Database Appliance構成によって異なります


	-maxvcpu maxcpu

	仮想マシンが使用できるCPUの最大数。範囲は、1から72です。この数はOracle Database Appliance構成によって異なります。


	-cpuprio priority

	CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります。範囲は、1から65535です。


	-cpucap cap

	仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ。範囲は、10から100です。


	-memory memsize

	仮想マシンに与えられるメモリー容量: (1から248)Gから(1から760)Gまたは(1から253952)Mから(1から778240)M (RAMに基づく)。デフォルトは、Mです。


	-maxmemory max_memsize

	仮想マシンに許容されるメモリーの最大容量: (1から248)Gから(1から760)Gまたは(1から253952)Mから(1から778240)M (RAMに基づく)。デフォルトは、Mです。


	-os sys

	仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)


	-keyboard lang

	仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)


	-mouse mouse_type

	仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET)


	-domain dom

	ドメイン・タイプ(次のオプション):

	ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではなく、変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。 


	ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。


	ハードウェア仮想化ゲスト(UNKNOWN)





	-network netlist

	仮想マシンによって使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	-autostart astart

	仮想マシンの起動オプション(always、restoreまたはnever)


	-disk disks

	仮想マシンによって使用されるディスク(スロット、ディスクタイプおよび内容)のリスト。


	-bootoption bootstrap

	仮想マシンのブートストラップに使用されるブート・オプション(PXE、DISKまたはCDROM)


	-cpupool pool

	仮想マシンに割り当てる名前付きCPUプール。


	-prefnode 0|1

	仮想マシンが開始を試みる優先ノード(ノード0またはノード1)。このパラメータは、共有リポジトリに作成された仮想マシンに対してのみ有効です。


	-failover true|false

	-prefnodeパラメータで定義したノード以外のノードで、仮想マシンの起動または再起動を許可(キーワードtrueを使用)または禁止(キーワードfalseを使用)します。このパラメータは、共有リポジトリに作成された仮想マシンに対してのみ有効です。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
	すべてのパラメータ(nameを除く)は、オプションです。


	コマンドが動作するには、1つ以上のオプションのパラメータを含める必要があります。


	仮想マシンを作成するときに、Processor Capを10から100%の間の割合で選択します。デフォルトは100%です。この値は、仮想マシンのvm.cfgファイル内のCPU使用率制限に変換されます。vm.cfgファイルに設定された値により、ゲストが使用できるCPU量が制限されます。Oracle VMで「Processor Cap」が100%に設定されている場合、vm.cfgで設定される値は0で、CPU使用率に制限がないことを意味します。




関連項目::
 Oracle VMリリース3.1のドキュメントには、前の表に示すオプションに関する詳細情報が記載されています。次のURLにあるライブラリにアクセスします。

http://docs.oracle.com/cd/E27300_01

たとえば、-domain domオプションの詳細は、「2.8 仮想マシン」を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E27300_01/E27309/html/vmusg-ovm-vms.html






仮想CPUの数の変更
このコマンドの例では、odarep01という名の仮想マシンの仮想CPUの数を3に、仮想メモリー・サイズを4GBに変更します。 

oakcli configure vm odarep01 -vcpu 3 -memory 4196 








oakcli configure vmtemplate

oakcli configure vmtemplateコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで仮想マシン・テンプレートを構成します。 

構文



oakcli configure vmtemplate name [-vcpu cpucount -maxvcpu maxcpu -cpuprio priority -cpucap cap -memory memsize -maxmemory max_memsize -os sys -keyboard
 lang -mouse mouse_type -domain dom -network netlist -disk disks][h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	name

	仮想マシン・テンプレートに割り当てる名前。


	-vcpu cpucount

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンに割り当てられるノードの数。


	-maxvcpu maxcpu

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンが消費できるCPUの最大数。


	-cpuprio priority

	CPU使用の優先度。値が大きいほど優先度が高くなります(1から256)。


	-cpucap cap

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンが利用できるCPUのパーセンテージ(1から100)。 


	-memory memsize

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンに割り当てられるメモリー容量(1から88GBまたは1から90112MB)


	-maxmemory max_memsize

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用可能なメモリーの最大容量。


	-os sys

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるオペレーティング・システム(WIN_2003、WIN_2008、WIN_7、WIN_VISTA、OTHER_WIN、OL_4、OL_5、OL_6、RHL_4、RHL_5、RHL_6、LINUX_RECOVERY、OTHER_LINUX、SOLARIS_10、SOLARIS_11、OTHER_SOLARISまたはNONE)


	-keyboard lang

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるキーボード(en-us、ar、da、de、de-ch、en-gb、es、et、fi、fo、fr、fr-be、fr-ca、hr、hu、is、it、ja、lt、lv、mk、nl、n--be、no、pl、pt、pt-br、ru、sl、sv、thまたはtr)


	-mouse mouse_type

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるマウス・タイプ(OS_DEFAULT、PS2_MOUSE、USB_MOUSEまたはUSB_TABLET) 


	-domain dom

	ドメイン・タイプ(次のオプション):

	ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM)

- カーネルまたはオペレーティング・システムが仮想化対応ではなく、変更せずに実行できます。

- デバイス・ドライバがエミュレートされます。


	準仮想化ゲスト(XEN_PVM)

- このゲストは仮想化対応であり、仮想化環境に最適化されています。

- PVゲストは一般の理想的なデバイス・ドライバを使用します。 


	ハードウェア仮想化ゲスト(XEN_HVM_PV_DRIVERS)

PVドライバはハイパーバイザー対応であり、エミュレートされたデバイスの入力/出力を大幅に減少します。





	-network netlist

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるMACアドレスとネットワークのリスト。


	-disk disks

	テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるディスクのリスト(スロット、ディスクタイプおよび内容)。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意
	すべてのパラメータ(nameを除く)は、オプションです。


	コマンドが動作するには、1つ以上のオプションのパラメータを含める必要があります。




関連項目::
Oracle VMリリース3.1のドキュメント。次のURLで入手できます。

 前述の表に関するオプションの詳細は、http://docs.oracle.com/cd/E27300_01を参照してください。

たとえば、「2.8仮想マシン」でオプション-domain domに関する詳細を確認してください。

http://docs.oracle.com/cd/E27300_01/E27309/html/vmusg-ovm-vms.html






仮想マシンの値の設定



myol5u7_10gbという名前の仮想マシン・テンプレートで次の構成値に値を設定します。

oakcli configure vmtemplate myol5u7_10gb
-vcpu 2 -maxvcpu 4 -cpucap 40 -memory 1536M -maxmemory 2G
-network "['type=netfront,bridge=net1']" -os OTHER_LINUX


	-vcpu 2 = 仮想マシンの起動時に2つのCPUが割り当てられます


	-maxvcpu 4 = 仮想マシンに割り当てることができるCPUの最大数は4です。


	-cucap 40 = 仮想マシンに割り当てられるCPUの容量の最大割合は40%です。


	-memory 1536M = 仮想マシンの起動時に割り当てられるメモリーの量は1536MBです。


	-maxmemory 2G = 仮想マシンに割り当てることができるメモリーの最大容量は2GBです。


	-network type=netfront,bridge=net1 = テンプレートからクローニングされた仮想マシンで使用されるネットワークのリスト。


	-os = 仮想マシンが使用するオペレーティング・システムはOTHER_LINUXです。













oakcli copy

oakcli copyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceの構成中に使用する構成ファイルのコピーを用意します。

構文



oakcli copy -conf absolute_conf_file [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-conf absolute_conf_file

	構成ファイルのフル・パス名を指定します。 


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-4 構成ファイルのコピーの用意
以前に構成ファイルを作成し、このファイルをOracle Database Applianceにコピーした場合は、構成プロセス中に使用する構成ファイルを用意します。たとえば、ファイルmyserver1.confを/tmpにコピーした場合は、次のコマンドを入力します。

oakcli copy -conf /tmp/myserver1.conf








oakcli createコマンド

oakcli createコマンドを使用して、Oracle Database Applianceのコンポーネントを作成します。

内容は次のとおりです。




	oakcli create cpupool
oakcli create cpupoolコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでCPUプールを作成します。
	oakcli create database
 oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。
	oakcli create dbhome
 oakcli create dbhomeコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで新規データベース・ホームを作成します。
	oakcli create dbstorage
 oakcli create dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するためのストレージ構造を作成します。
	oakcli create db_config_params
 oakcli create db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを生成します。
	oakcli create repo
 oakcli create repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで新規共有リポジトリを作成します。
	oakcli create snapshotdb
 oakcli create snapshotdbコマンドを使用して、既存のデータベースからスナップショット・データベースを作成します。
	oakcli create vdisk
 oakcli create vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリで新規仮想ディスクを作成します。
	oakcli create vlan
 oakcli create vlanコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで新規仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を作成します。




oakcli create cpupool

コマンドoakcli create cpupoolを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードでCPUプールを作成します。

構文
oakcli create cpupool poolname -numcpu cpu_count -node nodenum [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	poolname

	CPUプールの一意の名前を指定します。


	-numcpu cpu_count

	CPUプールのCPUの数を定義します。


	-node nodenum

	CPUプールが作成されるノード(0または1)を定義します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











例
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1で2つのCPUを含むCPUプールを作成します。

oakcli create cpupool twonode -numcpu 2 -node 1








oakcli create database

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。

oakcli create databaseコマンドを使用して、Oracle Database Applianceでデータベースを追加作成します。

oakcli create databaseを実行すると、追加入力を求めるメッセージが表示されます。




構文



oakcli create database -db db_name [[[-oh home] | [-version version]] [-params params_file] [-cdb]][h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-db db_name 

	作成するデータベースの名前。


	-oh home 

	(オプション)データベースの作成時に使用する既存のOracleホームの名前。デフォルトでは、新規のデータベース・ホームが作成されます。


	-version version 

	(オプション)作成するデータベースのバージョン。デフォルトでは、ダウンロードした最新バージョンが使用されます。


	-params params_file 

	(オプション)構成ファイルの名前。デフォルトでは、デフォルトの構成ファイルが使用されます。 


	-cdb

	(オプション)データベースをコンテナ・データベースとして作成します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意



	-ohおよび-versionパラメータは相互に排他的です。同じコマンドで両方を使用しようとすると、エラーが生成されます。


	Oracleホームを指定せずにデータベースを作成すると、標準のネーミング規則を使用して(OraDb11203_home3など)Oracleホームが新規作成されます。名前の末尾の数字は、同じバージョン番号でホームが新規作成されるたびに1つずつ増えます。


	データベース、インフラストラクチャおよびOracle Grid Infrastructureをアップグレードする場合は、既存のホームを指定して新規データベースを作成する必要があります。


	特定のバージョンのデータベース・クローン・ファイルをダウンロードして解凍する前に、オプション-version versionを使用してデータベースを作成しようとすると、このコマンドは失敗します。


	oakcli create db_config_paramsコマンドを使用して構成ファイルを作成できます。


	「Do you want to keep the data files on FLASH storage: [ Y | N ]」というメッセージは、OLTPデータベース・タイプを選択した場合およびフラッシュ・ストレージに空き領域がある場合にのみ表示されます。







例
この項では、コマンドoakcli create databaseを使用する様々なシナリオについて説明します。




プロンプトを表示する新規データベースの作成



oakcli create database,を実行すると、いくつかの入力を求めるメッセージが表示されます。各入力に示されるオプションは、コマンドを実行するプラットフォームによって異なります。たとえば、「Database Class」オプションの9と10は、Oracle Database Appliance X5-2でのみ利用できます。

次のコマンドでは、OraDb12102_home1という名の既存のOracleホームを使用して、mydbという名のデータベースが作成されます。

oakcli create database -db mydb -oh OraDb12102_home1
 
Please enter the 'root'  password :
Please re-enter the 'root' password:
 
Please enter the 'oracle'  password :
Please re-enter the 'oracle' password:
 
Please enter the 'SYSASM'  password : (During deployment we set the
SYSASM password to 'welcome1'):
Please re-enter the 'SYSASM' password:
Please select one of the following for Database Deployment  [1 .. 3]:
1    => OLTP
2    => DSS
3    => In-Memory
1
Selected value is : OLTP
Please select one of the following for Database Deployment  [1 .. 3]:
1    => EE : Enterprise Edition
2    => RACONE
3    => RAC
3
Selected value is : RAC

Do you want to keep the data files on FLASH storage: [ Y | N ]?N
 
Specify the  Database Class (1. odb-01 '1 core, 8 GB memory'   2.
Others) [1]:2
 
Please select one of the following for Database Class    [1 .. 10]:
1    => odb-01s  (   1 cores ,     4 GB memory)
2    =>  odb-01  (   1 cores ,     8 GB memory)
3    =>  odb-02  (   2 cores ,    16 GB memory)
4    =>  odb-04  (   4 cores ,    32 GB memory)
5    =>  odb-06  (   6 cores ,    48 GB memory)
6    =>  odb-12  (  12 cores ,    96 GB memory)
7    =>  odb-16  (  16 cores ,   128 GB memory)
8    =>  odb-24  (  24 cores ,   192 GB memory)
9    =>  odb-32  (  32 cores ,   256 GB memory)
10   =>  odb-36  (  36 cores ,   256 GB memory)




既存のOracleホームでの新規データベースの作成



OraDb11203_home2にsales1というデータベースを作成します:

oakcli create database -db sales1 -oh OraDb11203_home2




テンプレートからの新規データベースの作成



sales2という名前のデータベースが salesdbtemplate.bconfファイルから作成されます(指定したファイル名にデフォルトのファイル拡張子が追加されます)。この例では、Oracleホームも作成されます:

oakcli create database -db sales2 -params salesdbtemplate




コンテナ・データベースとしての新規データベースの作成



sales3と呼ばれるバージョン12.1.0.2コンテナ・データベースが作成されます。

oakcli create database -db sales3 -version 12.1.0.2 -cdb




Enterprise Editionデータベースの作成
dbprodconfという名のデータベース構成ファイルから、DBPRODという名のバージョン12.1.0.2データベースを作成します。

oakcli create database -db DBPROD -version 12.1.0.2 -params dbprodconf

oakcli create databaseコマンドで開始されるウィザードでは、root、oracleおよびSYSASMパスワードのような、いくつかの基本的な入力が必要です。パスワード情報を入力した後で、データベースのタイプと実行ノードを指定します。

Please select one of the following for Database Deployment [1 .. 3]:
Selected value is: ODADBI2-base

1 => EE : Enterprise Edition
2 => RACONE
3 => RAC1

Selected value is: EE

Please select one of the following 
for Node Number [1 .. 2]:

1 => ODADBI1-base
2 => ODADBI2-base2

Selected value is: ODADBI2-base

Specify the Database Class (1. Medium 2. Others) [1]:2Please select one of the following for

Database Class [1 .. 8] :
1    =>  odb-01s  (1 cores , 4 GB memory)
2    =>  odb-01  (1 cores , 8 GB memory)
3    =>  odb-02  (2 cores , 16 GB memory)
4    =>  odb-04  (4 cores , 32 GB memory)
5    =>  odb-06  (6 cores , 48 GB memory)
6    =>  odb-12  (12 cores, 96 GB memory)
7    =>  odb-16  (16 cores, 128 GB memory)
8    =>  odb-24  (24 cores, 192 GB memory)
9    =>  odb-32  (32 cores, 256 GB memory)
10   =>  odb-36  (36 cores, 256 GB memory)

3
Selected value is: 2 cores

データベース・クラスでは、データベース作成のために使用されるOracle Database Configuration Assistant (DBCA)テンプレートのみ定義されます。Oracle Database Applianceには8つのテンプレートが付属しており、追加はできません。テンプレートの仕様は、「Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート」を参照してください。








oakcli create dbhome

oakcli create dbhomeコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで新規データベース・ホームを作成します。

構文



oakcli create dbhome [-version version] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-version version

	(オプション)インストールするバージョン。指定しないと、Oracle Database Applianceでは最新の使用可能なバージョンを使用します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



Oracle Databaseバージョン12.1.0.2.4を使用して、sales1と呼ばれるデータベース・ホームを作成します。

oakcli create dbhome -version 12.1.0.2.4








oakcli create dbstorage

oakcli create dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するためのストレージ構造を作成します。

構文



oakcli create dbstorage -db db_name [-cdb][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-db db_name

	作成するdb_nameという名前のデータベースの必須Oracle ACFSストレージ構造を設定します


	-cdb

	マルチテナント・コンテナ・データベースを作成する場合は、渡す必要があります。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



oakcli create dbstorageコマンドは、次の例に示すように、作成するストレージ構造のサイズを決定するためにユーザー入力を要求します。

oakcli create dbstorage -db sales
 
Please enter the 'root' password :
Please re-enter the 'root' password:
 
Please enter the 'oracle' password :
Please re-enter the 'oracle' password:
 
Please enter the 'SYSASM' password : (During deployment we set the SYSASM password to 'welcome1'):
Please re-enter the 'SYSASM' password:
 
Specify the Database Class (1. odb-01 '1 core, 8 GB memory' 2. Others) [1]:2
 
Please select one of the following for Database Class [1 .. 8] :
1 => odb-01s ( 1 cores , 4 GB memory)
2 => odb-01 ( 1 cores , 8 GB memory)
3 => odb-02 ( 2 cores , 16 GB memory)
4 => odb-04 ( 4 cores , 32 GB memory)
5 => odb-06 ( 6 cores , 48 GB memory)
6 => odb-12 ( 12 cores , 96 GB memory)
7 => odb-16 ( 16 cores , 128 GB memory)
8 => odb-24 ( 24 cores , 192 GB memory)
 
 
Selected value is: odb-01s ( 1 cores , 4 GB memory)
...








oakcli create db_config_params

oakcli create db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを生成します。

 構成ファイルは/opt/oracle/oak/install/dbconfに作成されて、デフォルト拡張子の.dbconfが付きます。




構文



oakcli create db_config_params -conf filename [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-conf filename

	構成ファイルに付ける名前(パス名なし)。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプの表示








例



データベース・パラメータ・ファイル/opt/oracle/oak/install/dbconf/newconf.dbconfを作成します。

# oakcli create db_config_params -conf newconf

Please select one of the following for Database Block Size  [1 .. 4]:
1 ==> 4096
2 ==> 8192
3 ==> 16384
4 ==> 32768
2
Selected value is: 8192

Specify the  Database Language (1. AMERICAN 2. Others) [1]:
Selected value is: AMERICAN

Specify the  Database Characterset (1. AL32UTF8 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Database Characterset [0 .. 10] :
0 => Others
1 => AL32UTF8
2 => AR8ADOS710
3 => AR8ADOS710T
4 => AR8ADOS720
5 => AR8ADOS720T
6 => AR8APTEC715
7 => AR8APTEC715T
8 => AR8ARABICMACS
9 => AR8ASMO708PLUS
10 => AR8ASMO8X
1
Selected value is: AL32UTF8

Specify the  Database Territory (1. AMERICA 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Database Territory [0 .. 10] :
0 => Others
1 => ALBANIA
2 => ALGERIA
3 => AMERICA
4 => ARGENTINA
5 => AUSTRALIA
6 => AUSTRIA
7 => AZERBAIJAN
8 => BAHRAIN
9 => BANGLADESH
10 => BELARUS
3
Selected value is: AMERICA

Specify the  Component Language (1. en 2. Others) [1]:2

Please select one of the following for Component Language [0 .. 10] :
0 => Others
1 => en : English
2 => fr : French
3 => ar : Arabic
4 => bn : Bengali
5 => pt_BR : Brazilian Portuguese
6 => bg : Bulgarian
7 => fr_CA : Canadian French
8 => ca : Catalan
9 => hr : Croatian
10 => cs : Czech
1
Selected value is: en
Successfully generated the Database parameter file 'newconf'








oakcli create repo

oakcli create repoコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで新規共有リポジトリを作成します。

構文



oakcli create repo repo_name -size size [M|G] -dg DATA|RECO [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	repo_name 

	共有リポジトリに割り当てる名前


	-size size [M|G]

	共有リポジトリに割り当てられる記憶域容量。MB単位の場合はMオプション、GB単位の場合はGオプションで定義できます。


	-dg DATA|RECO

	共有リポジトリが格納されるOracle ASMディスク・グループ、DATA+ディスク・グループまたはRECO+ディスク・グループです(それぞれDATAまたはRECOオプションを使用して選択します)


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意



	-size パラメータにはサイズの整数値が必要です。 


	sizeの最小値は、サイズの単位にMを使用した場合は500、Gを使用した場合は1です。


	sizeのデフォルトの単位はG (ギガバイト)です。


	共有リポジトリは仮想マシンにのみ使用し、ファイル・ステージング領域としては使用しないでください。ファイルを共有リポジトリにコピーまたは移動するのは避けてください。







例



DATA+ディスク・グループにrepoprod1という25GBの共有リポジトリを作成します。

oakcli create repo repoprod1 -dg DATA -size 25








oakcli create snapshotdb

oakcli create snapshotdbコマンドを使用して、既存のデータベースからスナップショット・データベースを作成します。

構文



oakcli create snapshotdb [-db snap_dbname -from dbname] | [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-db snap_dbname

	作成するスナップショット・データベースの名前


	-from source_dbname

	ソース・データベースの名前


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプの表示








例



prodというデータベースからsnapprodという新しいスナップショット・データベースを作成します。

oakcli create snapshotdb -db snapprod -from prod








oakcli create vdisk

oakcli create vdisk コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリで新規仮想ディスクを作成します。






構文



oakcli create vdisk vdisk_name -repo repository_name -size size -type shared|local -sparse [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vdisk_name

	名前リポジトリ内で一意である仮想ディスクに割り当てる名前


	-repo repository_name

	仮想ディスクが作成され、記憶域が取得される共有リポジトリの名前


	-size size

	共有リポジトリから共有ディスクに割り当てられる記憶域容量。デフォルトの単位はG(ギガバイト)、最小サイズは500M(メガバイト)です


	-type shared | local

	仮想ディスクを複数の仮想マシンで共有する(shared)、または1つの仮想マシンのみで使用する(local)オプションを設定します


	-sparse

	スパース仮想ディスクを作成します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



repoprod1という共有リポジトリに、そのリポジトリで一度に1つの仮想マシンが使用するt2g という仮想ディスクを作成します。repoprod1共有リポジトリで、t2g仮想ディスクに2GBを割り当てます。

oakcli create vdisk t2g -repo repoprod1 -type local -size 2G








oakcli create vlan

oakcli create vlan コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノードで新規仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)を作成します。

構文



oakcli create vlan vlan_name -vlanid tag_id -if interface_name -node 0|1 [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vlan_name

	VLANに割り当てる名前。


	-vlanid tag_id

	パケット・ルーティングに使用されるタグ番号で、2から4096まで。ノード上のVLANを一意に識別します。両方のノードで同じタグ番号を使用できます。


	-if interface_name

	VLANネットワークが作成されるインタフェースの名前。


	-node 0 | 1

	VLANが作成されるノード(1または2)。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例
oakcli create vlan コマンドの使用方法の例を示します。




新しいVLANの作成



bond1インタフェースと番号が10のタグを使用して、ノード1にsample10というVLANを作成します。

oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond1 -node 1




2番目のノードでのVLANの複製



ノード0上にsample10という名のVLANを作成します。

oakcli create vlan sample10 -vlanid 10 -if bond1 -node 0










oakcli deleteコマンド

oakcli deleteコマンドを使用して、コンポーネントをOracle Database Applianceから削除します。 

内容は次のとおりです。




	oakcli delete cpupool
 oakcli delete cpupoolコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードからCPUプールを削除します。
	oakcli delete database
 oakcli delete databaseコマンドを使用して、データベースをOracle Database Applianceから削除します。
	oakcli delete db_config_params
 oakcli delete db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを削除します。 
	oakcli delete dbhome
 oakcli delete dbhomeコマンドを使用して、データベース・ホームをOracle Database Applianceから削除します。
	oakcli delete dbstorage
 oakcli delete dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するために作成されたストレージ構造を削除します。
	oakcli delete repo
 oakcli delete repoコマンドを使用して、共有リポジトリを削除します。 
	oakcli delete vdisk
 oakcli delete vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリから仮想ディスクを削除します。
	oakcli delete vlan
 oakcli delete vlanコマンドを使用して、仮想ローカル・エリア・ネットワークを削除します。 
	oakcli delete vm
 oakcli delete vmコマンドを使用して、仮想マシンを削除します。 
	oakcli delete vmtemplate
  oakcli delete vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートを削除します。 




oakcli delete cpupool

oakcli delete cpupoolコマンドを使用して、1つのOracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・ノードからCPUプールを削除します。

構文



oakcli delete cpupool poolname -node nodenum [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	poolname

	削除するCPUプールの名前


	-node nodenum

	CPUプールが削除されるノード(0または1)


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



twonodeという名前のCPUプールをOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード1から削除します。

oakcli delete cpupool twonode -node 1








oakcli delete database

oakcli delete databaseコマンドを使用して、データベースをOracle Database Applianceから削除します。

構文



oakcli delete database -db db_name [-h] 




パラメータ




	パラメータ	説明
	db_name

	削除するデータベースの名前。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプの表示








例



sales1というデータベースを削除します。

oakcli delete database -db sales1








oakcli delete db_config_params

oakcli delete db_config_paramsコマンドを使用して、データベース構成ファイルを削除します。 

構文



oakcli delete db_config_params -conf filename [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-conffilename  

	パス名なしで、削除する構成ファイルの名前。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプの表示












oakcli delete dbhome

oakcli delete dbhomeコマンドを使用して、データベース・ホームをOracle Database Applianceから削除します。

構文



oakcli delete dbhome -oh oracle_home [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-oh oracle_home

	アンインストールするデータベース・ホーム


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



ora11_1というデータベース・ホームを削除します。

oakcli delete dbhome -oh ora11_1








oakcli delete dbstorage

oakcli delete dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するために作成されたストレージ構造を削除します。

 たとえば、ストレージ構造の作成に使用したcreate dbstorageが不要になった場合、このコマンドを実行します。




構文



oakcli delete dbstorage -db  db_name [-cdb] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	db db_name

	削除するデータベース構造の名前


	-cdb

	マルチテナント・コンテナ・データベースを削除する場合は、渡す必要があります


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプの表示








例



salesストレージ構造を削除します。

oakcli delete dbstorage -db sales








oakcli delete repo

oakcli delete repoコマンドを使用して、共有リポジトリを削除します。 

構文



oakcli delete repo repository_name [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	repository_name

	削除される共有リポジトリの名前


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



共有リポジトリtestrepo01を削除します。

oakcli delete repo testrepo01


このコマンドは、一方または両方のノードでtestrepo01がアクティブであると失敗します。








oakcli delete vdisk

oakcli delete vdisk コマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの共有リポジトリから仮想ディスクを削除します。

構文



oakcli delete vdisk vdisk_name -repo repository_name [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vdisk_name

	仮想ディスクに割り当てる名前


	-repo repository_name

	仮想ディスクが作成された共有リポジトリの名前


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



repoprod1という共有リポジトリからt2g という仮想ディスクを削除します。

oakcli delete vdisk t2g -repo repoprod1








oakcli delete vlan

oakcli delete vlanコマンドを使用して、仮想ローカル・エリア・ネットワークを削除します。 

構文



oakcli delete vlan vlan_name -node node_number [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vlan vlan_name

	削除する仮想ローカル・エリア・ネットワークの名前


	-node node_number

	仮想ローカル・エリア・ネットワークを削除するOracle Database Applianceノード


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



ノード1から仮想ローカル・エリア・ネットワークsample1を削除します。

oakcli delete vlan sample1 -node 1








oakcli delete vm

oakcli delete vmコマンドを使用して、仮想マシンを削除します。 

構文



oakcli delete vm vm_name [-server node_number] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vm vm_name

	(オプション)削除する仮想マシンの名前。


	-server node_number

	(オプション)仮想マシンを削除するOracle Database Applianceノード。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシンが削除されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



ノード1から仮想マシンovu22を削除します。

oakcli delete vm ovu22 -server 1








oakcli delete vmtemplate

oakcli delete vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートを削除します。 






構文



oakcli delete vmtemplate template_name [-server=node_number][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	template_name

	削除する仮想マシン・テンプレートの名前。


	-server node_number

	(オプション)仮想マシン・テンプレートを削除するOracle Database Applianceノード。このオプション・パラメータが指定されない場合、両方のノードから仮想マシン・テンプレートが削除されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例



両方のノードから仮想マシン・テンプレートovu22を削除します。

oakcli delete vmtemplate ovu22










oakcli deploy

oakcli deployコマンドを使用して、Oracle Grid InfrastructureをOracle Database Appliance上のクラスタに対してデプロイします。 

構文
oakcli deploy [-config] [-conf config_file] [-advance][-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-config

	(オプション) Oracle Appliance Managerコンフィギュレータを実行します。


	-conf config_file

	(オプション)指定した構成ファイル、config_fileに格納されている構成を事前ロードします。


	-advance

	(オプション)デプロイメントを実行するか、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータをアドバンス・モードで実行します。このオプションを使用してOracle Appliance Managerを起動し、デフォルトのユーザーIDまたはグループ・ユーザーIDを変更します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
ユーザーIDとグループIDを定義するときは、異なる値を使用することをお薦めします。




例
これらの例を使用して、oakcli deployコマンドを使用する方法を理解します。




例9-5 完全なOracle Database Applianceのデプロイ
oakcli deploy




例9-6 コンフィギュレータの実行
oakcli deploy -config




例9-7 拡張モードでのオフライン・コンフィギュレータの実行
オフライン・コンフィギュレータを拡張モードで実行するには、config.shファイルを更新して-advanceを追加します。

cat config.sh #!/bin/sh  java -Djava.util.logging.config.file=onecommand.properties -jar onecommand.jar config -advance  run ./config.sh 




例9-8 既存の構成ファイルのプリロード
構成ファイルMYCONFIG-VMに保存された構成をプリロードします。

oakcli deploy -conf myconfig -vm_file




例9-9 ユーザー・グループ名やIDの変更
「User Group Information」ページで、次のグループ・ユーザー名やIDを変更できます: GI User、DB User、Install Group、DBA Group、DBA Oper Group、ASM DBA Group、ASM Oper GroupおよびASM Admin Group。

	コンフィギュレータまたはオフライン・コンフィギュレータを-advanceモードで実行します。


	「Custom」を選択して「User Group Information」ページを表示します。


	グループ名やIDを変更し、「Next」をクリックします。


	「Finish」をクリックします。







例9-10 ログ・ファイルの表示
oakcli deployコマンドは、文字列STEP*が前に付いたログ・ファイルを作成します。ログ・ファイルは、次の場所に保存されます。

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/








oakcli describe-cpucore

oakcli describe-cpucoreコマンドを使用して、Oracle Database Appliance X6-2-HAで使用可能なCPUコアの数を表示します。


ファイル・パス
$ORACLE_HOME/opt/oracle/oak/bin/oakcli


構文
 oakcli describe-cpucore [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











例9-11 Oracle Database Appliance X6-2-HAの10個のCPUコアの有効化
# oakcli describe-cpucore

Enabled Cores (per server)            =     12
Total Enabled Cores (on two servers)  =     24
Server type                           =     X6-2 -> Oracle Server X6-2
Hyperthreading is enabled.  Each core has 2 threads.
Operating system displays 24 processors per server.








oakcli diskwritecache

oakcli diskwritecacheコマンドを使用して、書込みキャッシュが有効なディスクを配置したり、それらのディスクのディスク書込みキャッシュを無効にします。 

有効になっている書込みキャッシュは、Oracle Database Applianceの停止時間がスケジュールされたらすぐに無効にする必要があります。停止時間中に、書込みキャッシュが有効になっている各ディスクに対して順番に、このコマンドをdisableオプションとともに使用します。




構文



oakcli diskwritecache [disable disk_name | enable disk_name | status ] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	disable disk_name

	(オプション)名前付きディスクのディスク書き込みキャッシュを無効化します。


	enable disk_name

	(オプション)名前付きディスクのディスク書き込みキャッシュを有効化します。


	status

	(オプション)すべてのディスクの書込みキャッシュ・ステータスを表示します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-12 ディスクの書き込みキャッシュ・ステータスの表示
すべてのディスクの書込みキャッシュ・ステータスを表示します。

oakcli diskwritecache status








oakcli import vmtemplate

oakcli import vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートをインポートします。 

構文



oakcli import vmtemplate vmtemplatename -files image_files | -assembly assembly_file -repo repo_name [- node 0 | 1 ][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vmtemplatename

	テンプレートに割り当てる名前。


	-files

	-filesオプションは、テンプレートを構成する1つ以上のファイルをインポートするときに使用します。


	image_files

	image_filesは、次のいずれか1つです。

	単一のテンプレート・ファイル名


	単一のテンプレートを構成するファイルのカンマ区切りリスト


	テンプレート・ファイルにリンクする一重引用符で囲まれたURL





	-assembly

	-assemblyオプションは、アセンブリ・ファイルをインポートするときに使用します。


	assembly_file

	アセンブリ・ファイルまたはアセンブリ・ファイルにリンクする一重引用符で囲まれたURLです


	repo_name

	インポートするテンプレートを格納するリポジトリの名前。


	-node

	共有リポジトリにインポートするときには、-node オプションに、ノードを識別する値0または1を指定して使用します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意



	このコマンドを実行する場合はその都度、オプション-filesまたは-assemblyの一方のみを指定します。同じ文にこれらの2つのオプションを指定することはできません。


	このコマンドが1つのアセンブリから複数のテンプレートをインポートする場合、各テンプレートには自動的に一意の名称が付けられます。これらのテンプレート名には、vmtemplatename1、vmtemplatename2、vmtemplatename3などと順序番号が続く、vmtemplate vmtemplatename句で指定された名前が含まれます。


	共有リポジトリにインポートする場合、有効なノード番号0または1を指定して-nodeオプションを指定します。非共有リポジトリへのインポートに-nodeオプションを使用すると、コマンドは失敗します。







例
oakcli import vmtemplateコマンドの使用方法の例を示します。




例9-13 Dom0からの仮想マシン・テンプレートのインポート
必要なテンプレート(OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz)がDom0の/OVSディレクトリからodarepo1リポジトリにインポートされ、テンプレート・ファイルにOL5U7と名前が付けられます。

oakcli import vmtemplate OL5U7 -files /OVS/OVM_OL5U7_X86_64_PVM_10GB.tgz -repo odarepo1




例9-14 リモート・サーバーからの仮想マシン・テンプレートのインポート
URLを使用してサーバーおよびテンプレート・ファイルを指定し、リモート・サーバーからテンプレートをインポートします。

oakcli import vmtemplate OL5U6 -files 'http://example.com/vm-template/OEL-5/OVM_OL5U6_X86_64_PVM_10GB.tgz' -repo odarepo2




例9-15 リモート・サーバー上のアセンブリからの仮想マシン・テンプレートのインポート
指定されたURLにあるリモート・サーバー上に格納されたアセンブリ・ファイルに含まれるテンプレートを、odarepo1リポジトリにインポートします。 

oakcli import vmtemplate OL6U1 -assembly 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova' -repo odarepo1




例9-16 リモート・サーバー上のアセンブリから共有リポジトリへの仮想マシン・テンプレートのインポート
指定されたURLにあるリモート・サーバー上に格納されたアセンブリ・ファイルに含まれるテンプレートを、ノード1のrepo4という名前の共有リポジトリにインポートします。 

oakcli import vmtemplate OL6U1 -assembly 'http://example.com/assemblies/OEL6/OVM_OL6U1_x86_PVHVM.ova' -repo repo4 -node 1








oakcli locate disk

oakcli locate diskコマンドを使用すると、ディスクのLEDライトをオンまたはオフにして、指定されたOracle ASMディスクと関連付けられている物理ディスクを検索できます。

構文



oakcli locate disk diskname [on|off][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	diskname

	検索するOracle ASMディスクの名前


	on

	(オプション)指定されたディスクのLEDをオンにします


	off

	(オプション)指定されたディスクのLEDをオフにします


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-17 ディスクのLEDをオンにすることによるOracle ASMディスクの検索
disk pd_23という名前のOracle ASMディスクのLEDをオンにします。

oakcli locate disk pd_23 on








oakcli manage diagcollect

oakcli manage diagcollectコマンドを使用して、トラブルシューティングやOracle Supportとの連携のために、Oracle Database Applianceに関する診断情報を収集します。

構文



oakcli manage diagcollect [--all | --crs [--crshome crs_home_dir] 

(continued)
[--core] | --install | --chmos [--incidenttime time] [--incidentduration time]

(continued)
|--adr adr_location [--afterdate date] 

(continued)
[--aftertime time] [--beforetime time] ]
 [excl comp1,comp2,...] [--clean] [--storage][-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	--all

	自動診断リポジトリ(ADR)およびクラスタ状態モニターを除くすべての診断情報を収集します。これがデフォルトのオプションです。


	--crs

	Oracle Clusterware診断情報を収集します。


	--crshome crs_home_dir

	Oracle Clusterwareホーム・ディレクトリの場所を指定します。 


	--core

	コア・ファイルとOracle Clusterware診断データをパッケージ化します。 


	--install

	スクリプトroot.shの実行前にインストールが失敗した場合、インストール・ログを収集します。


	--adr adr_location

	ADRの診断情報を収集します。adr_locationはADR情報の場所を指定します。 


	--afterdate date

	指定された日付からアーカイブを収集します。日付をmm/dd/yyyy形式で指定します。


	--aftertime time

	指定された時刻後にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMMSS24形式で入力します。-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。 


	--beforetime time

	指定された時刻前にアーカイブを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMMSS24形式で入力します。-adrパラメータとの併用のみでサポートされています。 


	--chmos

	クラスタ状態モニター・データを収集します。 


	--incidenttime time

	指定された時刻からクラスタ状態モニター・データを収集します。時刻をYYYYMMDDHHMMSS24形式で入力します。 

--incidenttimeパラメータを使用しない場合、過去24時間のデータが収集されます。


	--incidentduration time

	指定された時刻後の期間のクラスタ状態モニター・データを収集します。時刻をHH:MM形式で入力します。期間を指定しない場合、指定されたインシデント時刻後のすべてのクラスタ状態モニター・データが収集されます。


	--excl [comp1,comp2...]

	指定されたコンポーネントのログを除外します。有効なコンポーネントはacfs、invt、sys、ocr、crs、homeおよびbaseです。


	--clean

	このコマンドで集められた診断関連情報を削除します。


	--storage

	ストレージに関するすべての問題のログを収集します。ログは、ストレージに関する問題が発生し、ログの診断に対するサポートが必要な場合に使用できます。


	--h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。












oakcli migrate vm

oakcli migrate vmコマンドを使用して、現在実行している仮想マシンを別のノードに移行します。

構文



oakcli migrate vm vmname [-h]






パラメータ




	パラメータ	説明
	vmname

	移行する仮想マシンの名前


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。












oakcli modifyコマンド

oakcli modifyコマンドを使用して、データベース、既存の仮想マシンまたは仮想マシンのテンプレートを変更します。 

oakcli modifyを使用して、データベースを変更し、仮想マシンを仮想ディスクに対してアタッチまたはデタッチし、仮想マシンに初回起動時のインストール構成メッセージを送信し、仮想マシンおよび仮想マシン・テンプレートに対してネットワークを割当てまたは削除できます。

内容は次のとおりです。




	oakcli modify database
oakcli modify databaseコマンドを使用して、指定されたデータベースのデータベース・タイプまたはサイズ・クラスを変更します。
	oakcli modify vm
oakcli modify vmコマンドを使用して、既存の仮想マシンを変更します。
	oakcli modify vmtemplate
oakcli modify vmtemplateコマンドを使用して、既存の仮想マシン・テンプレートにネットワークを追加するか、既存の仮想マシン・テンプレートからネットワークを削除します。




oakcli modify database

oakcli modify databaseコマンドを使用して、指定したデータベースのデータベース・タイプまたはサイズ・クラスを変更します。

構文
oakcli modify database -db db name [-dbtypeOLTP|DSS|in-Memory] [-to dbSizeclass] 




パラメータ

	パラメータ	説明
	-db db-name

	変更するデータベースを識別します。


	-dbtype OLTP|DSS|in-Memory  

	(オプション)データベース・タイプを変更します。パラメータdbtypeは次の3つのオプションからいずれかを取ります。

	OLTP

: オンライン・トランザクション処理
	DSS

: 意思決定支援システム
	in-Memory: Oracle Databaseインメモリー





	-to dbclass 

	(オプション)データベース・サイズ・クラスを変更します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
注意:
データベースのサイズを変更した場合、REDOログ・ファイルのサイズは自動では変更されません。REDOログのサイズは、アプリケーションで必要とするサイズに手動で変更します。




例9-18 データベース・タイプの変更
oakcli modify databaseコマンドの使用方法の例を示します。

データベースdbhome_1に割り当てられているデータベース・タイプをDSSデータベースに変更します。

oakcli modify database DB dbhome_1 -dbtype DSS




例9-19 データベース・サイズの変更
dbhome_1という名前のデータベースのデータベース・サイズを6コアCPUのOracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートに変更します。

oakcli modify database dbhome_1 -to odb-06








oakcli modify vm

oakcli modify vmコマンドを使用して、既存の仮想マシンを変更します。

構文
oakcli modify vm vmname [-attachvdisk|-deletenetworkvlanname] [-s key1:value1;key2:value2;...] [-addnetwork|-deletenetworkvlanname] [-h] 




パラメータ

	パラメータ	説明
	-attachvdiskvdisk_name

	(オプション)指定したVDisk(仮想ディスク)を、指定した仮想マシンにアタッチします。


	-detachvdiskvdisk_name

	(オプション)指定したVDiskディスクを、指定した仮想マシンからデタッチします。


	-s key1:value1;key2:value2;...

	(オプション)ovmdユーティリティに送信する、1つ以上のセミコロンで区切られたキー/値ペアで構成されるメッセージを識別します。それぞれのキーと値はコロン(:)で区切られ、各キー/値ペアは一重引用符によって次のキー/値ペアと区切られます。


	-addnetworkvlanname

	(オプション)指定した仮想マシンにVLANネットワークを追加します。


	-deletenetworkvlanname

	(オプション)指定した仮想マシンからVLANネットワークを削除します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
	-attachvdiskまたは-detachvdiskオプションは、-addnetwork、-deletenetworkまたは-sパラメータとともに使用しないでください。


	このコマンドを使用するときは、-addnetwork、-deletenetworkまたは-sパラメータのいずれか1つのみを指定します。







例9-20 実行中の仮想マシンへのメッセージの送信
gc_11g仮想マシンのrootユーザー・パスワードを更新します。

oakcli modify vm gc_11g -s "com.oracle.linux.root-password:root123"








oakcli modify vmtemplate

oakcli modify vmtemplateコマンドを使用して、ネットワークを既存の仮想マシン・テンプレートに追加、またはテンプレートから削除できます。

構文
oakcli modify vmtemplate vmtemplatename [-addnetwork|-deletenetworkvlanname] [-h] 




パラメータ

	パラメータ	説明
	-addnetworkvlanname

	(オプション) VLANネットワークを指定の仮想マシン・テンプレートに追加します


	-deketenetworkvlanname

	(オプション) VLANネットワークを指定の仮想マシン・テンプレートから削除します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











例9-21 仮想マシン・テンプレートに定義されているネットワークの変更
gc_11g仮想マシン・テンプレートに割り当てられているネットワークをnet1ネットワークに置き換えます。

oakcli modify vmtemplate gc_11g -addnetwork net1










oakcli orachk

oakcli orachkコマンドを使用して、ORAchkユーティリティを使用して構成設定を監査します。

構文
oakcli orachk [-a|-b|-v|-h|-p|-f|-m[-u -o][o]-c -t][-clusternodes |-localonly][-debug][-dbnames |-dbnone|-dball][upgrade]listlist




パラメータ

	パラメータ	説明
	-a

	ベスト・プラクティス・チェックおよび推奨パッチ・チェックを実行します。


	-b

	推奨パッチ・チェックは実行せず、ベスト・プラクティス・チェックのみを実行します。


	-v

	バージョンを表示します。 


	-h

	コマンドの使用方法(ヘルプ)を表示します。 


	-p

	パッチ・チェックのみを実行します。


	-f

	オフラインでコマンドを実行します。


	-m

	最大可用性スコアカードのチェックを除外します。 


	-u -o

	アップグレード前のベスト・プラクティス(-u -o pre)またはアップグレード後のベスト・プラクティス(-u -o post).についてチェックを実行します。


	-o

	オプションの引数として、-oにv、V、VerboseまたはVERBOSEが続く場合、出力は成功したチェックを画面に表示します。-oオプションなしの場合、エラーのみが画面に表示されます。


	-c

	画面に表示する情報の粒度を決定します。Oracleサポート・サービスと協力して作業する場合にのみ使用します。


	-clusternodes list

	listは、コマンド実行対象となるノード名のカンマ区切りリストです。


	-localonly

	ローカル・ノードでのみコマンドを実行します。


	-debug

	デバッグ・ログを作成します。


	-dbnames list

	listは、コマンド実行対象となるデータベースのサブセット名のカンマ区切りリストです。


	-dbnone

	スキップするデータベースを選択するプロンプトを表示せずに、すべてのデータベースですべてのデータベース関連チェックをスキップします。


	-dball

	チェックするデータベースを選択するプロンプトを表示せずに、すべてのデータベースですべてのデータベース関連チェックを実行します。


	-upgrade 

	実行するORAchkユーティリティのバージョンのアップグレードを強制実行します。











使用上の注意
	このコマンドは、Oracle  Database Applianceサーバー以外のサーバーで実行される場合のORAchkコマンドに対して汎用的な複数のオプションを提供します。コマンドoakcli orachk -hを実行することで、これらのオプションに関する詳細を表示できます。オプションは次のカテゴリに分類されますが、このマニュアルでは各カテゴリのオプションを表示しません。

	Reportオプション


	Auto Restartオプション


	Daemonオプション


	Profile Runオプション





	ORAchkの詳細は、My Oracle Supportノート1268927.2『ORAchk - Oracleスタックのヘルス・チェック』(https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;amp;type=NOT&amp;amp;id=1268927.2)を参照してください。











oakcli resize dbstorage

oakcli resize dbstorageコマンドを使用して、データベースをOracle ASMからOracle ACFSに移行するために作成されたストレージ構造に使用する領域のサイズを変更します。

oakcli show fsを使用して現在の領域使用量を確認してから、oakcli resize dbstorageを使用して領域を追加できます。注意:
Oracle ACFSで使用される領域のサイズを小さくすることはできません。






構文



oakcli resize dbstorage -data size -reco size -redo size -db  db_name [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-data size

	DATAボリュームの拡張可能なサイズ(GB)


	-reco size

	REDOボリュームの拡張可能なサイズ(GB)


	-redo size

	RECOボリュームの拡張可能なサイズ(GB)


	-db db_name

	これらのボリュームをサイズ変更する必要のあるデータベース


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-22 DATAボリュームのサイズの増加
DATAボリューム上でボリュームのサイズを10GB増やします。

oakcli resize dbstorage -data 10








oakcli restart oda_base

oakcli restart oda_baseコマンドを使用して、ローカル・ノードのODA_BASEを停止して再起動します。



このコマンドは強制停止を実行するため、ODA_BASEの現在のステータスを意識する必要がない場合にのみ使用します。このコマンドは、Dom0から実行する必要があります。通常、ODA_BASEを再起動する必要がある場合は、両方のノードで再起動する必要があります。 




構文



oakcli restart oda_base [-h] 

再起動するODA_BASEは、このコマンドの実行元となるDom0と同じノード上にあります。




パラメータ



(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli showコマンド

oakcli showコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコンポーネントのステータスを表示します。

oakcli showコマンドは、コマンドを実行するノードのステータス情報を表示します。現在のノードで使用可能なコンポーネントの一覧を表示するには、ヘルプ・オプションoakcli show -hを使用します。

注意:
Oracle Database Applianceソフトウェアのモデルおよびバージョンによって、oakcli showコマンド・オプションは、この項や以降の項で説明するものと異なる場合があります。システムで利用できるコンポーネントの注釈付リストを取得するには、oakcli show -hコマンドを実行します。



内容は次のとおりです。




	oakcli show asr
 oakcli show asrコマンドを使用して、ご使用のOracle Auto Service Requestの構成の詳細を表示します。
	oakcli show cooling
oakcli show coolingコマンドを使用して、冷却ユニットのステータスを表示します。
	oakcli show controller
 oakcli show controllerコマンドを使用してディスク・コントローラに関する情報を表示します。
	oakcli show core_config_key
oakcli show core_config_keyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコアのデプロイ方法に関する情報を表示します。 
	oakcli show cpupool
 oakcli show cpupoolコマンドを使用して、コア割当てと仮想マシンとのマッピングを表示します。
	oakcli show databases
 oakcli show databasesコマンドを使用して、データベース名、データベース・タイプ、データベース・ホームの名前および場所、データベース・バージョンなどの各既存データベースに関する情報を表示します。
	oakcli show db_config_params
 oakcli show db_config_paramsコマンドを使用して、構成ファイル名とパラメータを表示します。
	oakcli show dbhomes
 oakcli show dbhomesコマンドを使用して、ホームの名前、ホームの場所、データベース・バージョンなどの各既存Oracleデータベース・ホームに関する情報を表示します。
	oakcli show dbstorage
 oakcli show dbstorage コマンドを使用して、Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム(Oracle ACFS)上に作成されたデータベースのデータベース・ストレージ情報を表示します。
	oakcli show disk
 oakcli show diskコマンドを使用して、ディスク情報を表示します。
	oakcli show diskgroup
 oakcli show diskgroupコマンドを使用して、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ情報を表示します。 
	oakcli show enclosure
 oakcli show enclosureコマンドを使用して、コマンドが実行されるノード上のストレージ・エンクロージャ・サブシステムの情報を表示します。
	oakcli show env_hw
 oakcli show env_hwコマンドを使用して、現行ノードの環境タイプとハードウェア・バージョンを表示します。
	oakcli show expander
 oakcli show expanderコマンドを使用して、SASエクスパンダに関する情報を表示します。
	oakcli show ib
 システムにInfiniBandがある場合、oakcli show ibコマンドを使用してInfiniBandカードおよびポート情報を表示します。
	oakcli show fs
 oakcli show fsコマンドを使用して、ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)上に作成されたすべてのデータベースおよびcloudfsファイル・システム、およびOracle Database Applianceノード上のローカル・ファイル・システムに関する情報を表示します。
	oakcli show iraid
 oakcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDおよびローカル・ディスク情報を表示します。 
	oakcli show memory
 oakcli show memoryコマンドを使用して、メモリー・モジュールに関する情報を表示します。
	oakcli show network
 oakcli show networkコマンドを使用して、ネットワーク・サブシステムに関する情報を表示します。
	oakcli show power
 oakcli show powerコマンドを使用して、電源装置サブシステムに関する情報を表示します。
	oakcli show processor
 oakcli show processorコマンドを使用して、CPUプロセッサに関する情報を表示します。
	oakcli show raidsyncstatus
 oakcli show raidsyncstatusコマンドを使用して、障害が発生したローカル・ディスクの交換後のRAID再構築のステータスを表示します。
	oakcli show repo
 oakcli show repoコマンドを使用して、仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。 
	oakcli show server
 oakcli show serverコマンドを使用して、サーバー・サブシステムに関する情報を表示します。
	oakcli show storage
 oakcli show storageコマンドを使用して、コントローラ、エクスパンダおよびディスクのストレージに関する情報を表示します。
	oakcli show validation storage
 oakcli show validation storageコマンドを使用して、validation storageが有効化または無効化されているかを表示します。
	oakcli show validation storage errors
 oakcli show validation storage errorsコマンドを使用して、ハード・ストレージのエラーを表示します。 
	oakcli show validation storage failures
 oakcli show validation storage failuresコマンドを使用して、ソフト検証エラーを表示します。典型的なソフト・ディスクのエラーは、ディスクのファームウェアのバージョンが無効であるというものです。
	oakcli show vdisk
 oakcli show vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想ディスクに関する情報を表示します。 
	oakcli show version


	oakcli show vlan
 oakcli show vlanコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで構成されている仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)に関する情報を表示します。 
	oakcli show vm


	oakcli show vmconsole
 oakcli show vmconsole コマンドを使用して、特定の仮想マシンを管理するGUI仮想マシン・コンソールを開きます。
	oakcli show vmtemplate
 oakcli show vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートに関する情報を表示します。




oakcli show asr

oakcli show asrコマンドを使用して、ご使用のOracle Auto Service Requestの構成の詳細を表示します。

構文



oakcli show asr [-h]




パラメータ



(オプション) -hでは、このコマンドを使用するためのヘルプが表示されます。








oakcli show cooling

oakcli show coolingコマンドを使用して、冷却ユニットのステータスを表示します。

構文
oakcli show cooling [-h]




パラメータ
(オプション) -hでは、このコマンドを使用するためのヘルプが表示されます。




例
コマンドが実行されるノードの冷却ユニット情報を表示します。

oakcli show cooling        
NAME   HEALTH HEALTH_DETAILS LOCATION FAN % FAN SPEED        
Fan_0  OK     -              FM0      30 %  6300 RPM        
Fan_1  OK     -              FM0      19 %  3800 RPM        
Fan_10 OK     -              FM2      34 %  6600 RPM        
Fan_11 OK     -              FM2      23 %  4100 RPM        
Fan_12 OK     -              FM3      32 %  6300 RPM        
Fan_13 OK     -              FM3      22 %  3900 RPM        
Fan_14 OK     -              FM3      24 %  4700 RPM        
Fan_15 OK     -              FM3      14 %  2500 RPM        
Fan_2  OK     -              FM0      29 %  6400 RPM        
Fan_3  OK     -              FM0      18 %  3700 RPM        
Fan_4  OK     -              FM1      32 %  6400 RPM        
Fan_5  OK     -              FM1      20 %  3700 RPM        
Fan_6  OK     -              FM1      33 %  6400 RPM        
Fan_7  OK     -              FM1      22 %  3800 RPM        
Fan_8  OK     -              FM2      33 %  6400 RPM        
Fan_9  OK     -              FM2      22 %  3900 RPM








oakcli show controller

oakcli show controllerコマンドを使用してディスク・コントローラに関する情報を表示します。

構文



oakcli show controller controller_id [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	controller_id

	情報を表示するコントローラを指定します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








ディスク・コントローラの詳細の表示



コントローラ0の詳細を表示します。

oakcli show controller 0








oakcli show core_config_key

oakcli show core_config_keyコマンドを使用して、Oracle Database Applianceコアのデプロイ方法に関する情報を表示します。 

構文



oakcli show core_config_key




例
oakcli show core_config_keyコマンドの使用方法の例を示します。




Oracle Database Applianceコア構成キーが適用されているかどうかの確認



構成されていない新規Oracle Database Appliance上のコア数ステータスを表示します。 

oakcli show core_config_key
Optional core_config_key is not applied on this machine yet!




構成済のOracle Database Appliance上のOracle Database Applianceコア数ステータスの表示



事前に構成済のOracle Database Appliance上のコア数ステータスを表示します。 

oakcli show core_config_key
Host's serialnumber = 1132FMW003
Configured Cores = 20








oakcli show cpupool

oakcli show cpupoolコマンドを使用して、仮想マシンへのコア割当てのマッピングを表示します。

構文



oakcli show cpupool -node nodenum


nodenumは、調査するOracle Database Applianceノードの番号(0または1)です。




ノード0のコア・マッピング情報の表示



ノード0のコア・マッピング情報を表示します。

oakcli show cpupool -node 0
         Pool           Cpu List          VM List
default-unpinned-pool   [14, 15, 16, 17,  ['test1_odarepo1','sample5_odarepo1', 
                         18, 19, 20, 21,   'vm_very_long_name_sample1_odarepo1',
                         22, 23]           'win_vm1']
         twocpu          [12, 13]         ['vm1_odarepo1']
      odaBaseCpuPool     [0, 1, 2, 3, 10  ['oakDom1']
                          , 11]








oakcli show databases

oakcli show databasesコマンドを使用して、データベース名、データベース・タイプ、データベース・ホームの名前および場所、データベース・バージョンなどの各既存データベースに関する情報を表示します。

構文



oakcli show databases [-h]




パラメータ



(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




例9-23 データベースの詳細の表示
# oakcli show databases
Name   Type   Storage   HomeName             HomeLocation                                Version                            
-----  -----  --------  --------------       ----------------                            ----------                         
omydb  RAC     ACFS      OraDb12102_home1    /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1   12.1.0.2.160719(23054246,23054327) 
orcl   RAC     ACFS      OraDb12102_home1    /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1   12.1.0.2.160719(23054246,23054327) 




4つのデータベースのデータベース詳細の表示




#oakcli show databases

Name Type     Storage  HomeName         HomeLocation                               Version
---- ----     -------  --------         ------------                               -------
db1 RAC        ACFS    OraDb12102_home1 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  12.1.0.2.5(21359755,21359758)
db2 SINGLE     ACFS    OraDb12102_home2 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_2  12.1.0.2.5(21359755,21359758)
db3 RACOneNode ACFS    OraDb12102_home3 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_3  12.1.0.2.5(21359755,21359758)
db4 RAC        ACFS    OraDb12102_home4 /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_4  12.1.0.2.5(21359755,21359758)








oakcli show db_config_params

oakcli show db_config_paramsコマンドを使用して、構成ファイル名とパラメータを表示します。

このコマンドは、/opt/oracle/oak/install/dbconfディレクトリにある、拡張子.dbconfの付いたファイルを探します。




構文



oakcli show db_config_params [-conf filename] [-detail] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-conf filename

	(オプション)表示される構成ファイルの名前。指定しない場合、すべての構成ファイルが表示されます。


	-detail

	(オプション)構成ファイルに格納されているパラメータ値を表示します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








デフォルトのデータベース構成パラメータの表示



構成ファイルに格納されているデフォルトのデータベース構成パラメータ値を表示します。

oakcli show db_config_params -detail
Available DB configuration files are:
          Default
          DATABASE_BLOCK_SIZE       =>    8192
          DATABASE_LANGUAGE         =>    AMERICAN
          DATABASE_CHARACTERSET     =>    AL32UTF8
          DATABASE_TERRITORY        =>    AMERICA
          COMPONENT_LANGUAGES       =>    en








oakcli show dbhomes

oakcli show dbhomesコマンドを使用して、ホームの名前、ホームの場所、データベース・バージョンなどの各既存Oracleデータベース・ホームに関する情報を表示します。

構文



oakcli show dbhomes [-detail] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	-detail

	(オプション)各ホームに関連するデータベースのリストを含めます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-24 X6-2-HAのDBホーム詳細の表示
# oakcli show dbhomes

Oracle Home Name      Oracle Home version                  Home Location     
---------------       -------------------                  ------------ 
OraDb12102_home1      12.1.0.2.160719(23054246,23054327)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1                      




DBホーム詳細の表示



oakcli show dbhomes -detail

Oracle HomeName  Oracle Home Version            Oracle HomeLocation                 Database Name  Database Type
---------------  -------------------            -------------------                 -------------  -------------
OraDb11203_home1 11.2.0.3.15(20760997,17592127) /u01/app/oracle/product/11.2.0.3/dbhome_1  no DB      available
OraDb11204_home1 11.2.0.4.8(21352635,21352649)  /u01/app/oracle/product/11.2.0.4/dbhome_1  no DB      available
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  one43      RACOneNode
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  ee120      SINGLE
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  one311     RACOneNode
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  ee311      SINGLE
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  rac311     RAC
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  ee43       SINGLE
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  one120     RACOneNode
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  odacn      RAC
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  rac43      RAC
OraDb12102_home1 12.1.0.2.5(21359755,21359758)  /u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1  rac120     RAC








oakcli show dbstorage

oakcli show dbstorage コマンドを使用して、Oracle Automatic Storage Managementクラスタ・ファイル・システム(Oracle ACFS)上に作成されたデータベースのデータベース・ストレージ情報を表示します。

共通のボリューム・セットを共有するため、すべてのnon-cdbデータベースがまとめてリストされます。各CDBデータベースは別個にリストされます。




構文



oakcli show dbstorage [-db ][-h]db_name




パラメータ




	パラメータ	説明
	-db dbname

	(オプション)ストレージ情報のデータベースの名前を表示します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








Oracle Database Appliance X3-2またはX4-2とストレージ拡張シェルフ



Oracle Database Applianceとストレージ拡張シェルフの場合のoakcli show dbstorageコマンド出力の例を示します。出力には、CDBと非CDB、両方のデータベースが含まれます。「Available」という見出しは、使用できる自動拡張可能AFCS記憶域を表示します。FLASHディスク・グループを除き、使用できるディスク・グループ記憶域の半分がOracle ACFSに割り当てられます。FLASHディスク・グループでは、すべての記憶域がOracle ACFSに割り当てられます。

# oakcli show dbstorage
 
All the DBs with DB TYPE as non-CDB share the same volumes 
 
DB_NAMES  DB_TYPE Filesystem                                   Size   Used  Available AutoExtend Size  DiskGroup
--------  ------- ----------                                   ----   ----  --------- ---------------  ---------
odacn     CDB    /u01/app/oracle/oradata/rdoodacn                5G   3.15G    1.85G         1G        REDO
                 /u02/app/oracle/oradata/datodacn              100G   3.86G   96.14G        10G        DATA
                 /u01/app/oracle/fast_recovery_area/rcoodacn   132G   0.92G  131.08G        13G        RECO
 
rac120, rac401, ra non-CDB  /u01/app/oracle/oradata/datastore   60G  11.30G   48.70G         5G        REDO
c408              
                /u02/app/oracle/oradata/datastore             1027G   5.77G 1021.23G       102G        DATA
                /u01/app/oracle/fast_recovery_area/datastore  1336G   7.27G 1328.73G       133G        RECO
 
cdbracon  CDB   /u01/app/oracle/oradata/rdocdbracon              6G   4.15G    1.85G         1G        REDO
                /u02/app/oracle/oradata/datcdbracon            100G   4.05G   95.95G        10G        DATA
                /u01/app/oracle/fast_recovery_area/rcocdbracon 132G   0.79G  131.21G        13G        RECO




Oracle Database Appliance X5-2とストレージ拡張シェルフおよび非CDBデータベース



Oracle Database Applianceとストレージ拡張シェルフの場合のoakcli show dbstorageコマンド出力の例を示します。出力には、非CDBデータベースだけが含まれます。FLASHディスク・グループを除き、使用できるディスク・グループ記憶域の半分がOracle ACFSに割り当てられます。FLASHディスク・グループでは、すべての記憶域がOracle ACFSに割り当てられます。

# oakcli show dbstorage
 
All the DBs with DB TYPE as non-CDB share the same volumes 
 
DB_NAMES            DB_TYPE  Filesystem                       Size    Used  Available  AutoExtend Size DiskGroup
--------            -------  ----------                       -----   ----  ---------  --------------- ---------
db1, db2, db3, db4  non-CDB /u01/app/oracle/oradata/datastore   62G  27.26G    34.74G       6G         REDO
                            /u02/app/oracle/oradata/datastore 3730G   7.86G  3722.14G     373G         DATA
                            /u02/app/oracle/oradata/flashdata  558G 205.25G   352.75G      55G         FLASH
                            /u01/app/oracle/fast_recovery_area/datastore
                                                              4958G  21.05G  4936.95G      495G        RECO








oakcli show disk

oakcli show diskコマンドを使用して、ディスク情報を表示します。

構文



oakcli show  disk  [-shared | -local | -shared_disk_name |-asm [-all][-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-local

	(オプション)すべてのローカル・ディスクの情報を表示します


	-shared

	(オプション)すべての共有ディスクの情報を表示します


	-shared_disk_name

	(オプション)指定された共有ディスクの情報のみを表示します。


	-asm

	(オプション)アセンブリの情報を表示します


	-all

	(オプション)選択したディスクのすべての詳細を表示します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
	パラメータを使用しないコマンドの実行は、oakcli show disk -sharedコマンドの実行と同等です。


	-allパラメータは、shared_disk_name パラメータと併用される場合のみ有効な出力を生成します。その他のすべてのパラメータはオプションで、他のパラメータと組み合せることはできません。







例9-25 ローカル・ディスクに関する情報の表示
oakcli show disk -local




例9-26 共有ディスクに関する情報の表示
oakcli show disk -shared




例9-27 特定の共有ディスクに関する情報の表示
pd_01という共有ディスクに関する情報を表示します。

oakcli show disk -shared pd_01








oakcli show diskgroup

oakcli show diskgroupコマンドを使用して、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ情報を表示します。 

構文
oakcli show diskgroup [disk_group_name][-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	disk_group_name

	(オプション)完全な詳細が表示される対象のOracle ASMディスク・グループの名前。このパラメータを指定しない場合、すべてのOracle ASMディスク・グループの情報が表示されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。















oakcli show enclosure

oakcli show enclosureコマンドを使用して、コマンドが実行されるノード上のストレージ・エンクロージャ・サブシステムの情報を表示します。

構文



oakcli show enclosure [-h]




パラメータ



-hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show env_hw

oakcli show env_hwコマンドを使用して、現行ノードの環境タイプとハードウェア・バージョンを表示します。

構文



oakcli show env_hw [-h]




パラメータ



 (オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




仮想化プラットフォームの環境およびハードウェアの表示



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上でODA_BASEにログインするときに、環境タイプとハードウェア・モデルを表示します。

oakcli show env_hw
VM-ODA_BASE ODA X6-2








oakcli show expander

oakcli show SAS expanderコマンドを使用して、エクスパンダに関する情報を表示します。

構文
oakcli show expander [expander_id] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	expander_id

	(オプション)特定のSASエクスパンダを識別します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。












oakcli show ib

システムにInfiniBandがある場合、oakcli show ibコマンドを使用してInfiniBandカードおよびポート情報を表示します。

構文
oakcli show ib [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show fs

oakcli show fsコマンドを使用して、ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)上に作成されたすべてのデータベースおよびcloudfsファイル・システム、およびOracle Database Applianceノード上のローカル・ファイル・システムに関する情報を表示します。

構文
oakcli show fs [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show iraid

oakcli show iraidコマンドを使用して、内部RAIDおよびローカル・ディスク情報を表示します。 

このコマンドはX5-2以降のシステムにのみ使用できます。 




構文
oakcli show iraid [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show memory

oakcli show memoryコマンドを使用して、メモリー・モジュールに関する情報を表示します。

構文
oakcli show memory [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show network

oakcli show networkコマンドを使用して、ネットワーク・サブシステムに関する情報を表示します。




構文
oakcli show network




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show power

oakcli show powerコマンドを使用して、電源装置サブシステムに関する情報を表示します。

構文
oakcli show power [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




例9-28 電源装置情報の表示
コマンドの実行対象となるノードの電源装置情報が表示されます。

# oakcli show power

NAME            HEALTH HEALTH_DETAILS PART_NO. SERIAL_NO.         LOCATION INPUT_POWER OUTPUT_POWER INLET_TEMP      EXHAUST_TEMP 
Power_Supply_0  OK      -             7047410  476856F+1242CE0020 PS0      Present     113 watts    33.250 degree C 36.688 degree C
Power_Supply_1  OK      -             7047410  476856F+1242CE004J PS1      Present     89 watts     37.000 degree C 39.438 degree C










oakcli show processor

oakcli show processorコマンドを使用して、CPUプロセッサに関する情報を表示します。

構文
oakcli show processor [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




CPUプロセッサ情報の表示
コマンドの実行対象となるノードのCPUプロセッサ情報が表示されます。

oakcli show processor
        NAME  HEALTH HEALTH_DETAILS PART_NO. LOCATION
MODEL                         MAX_CLK_SPEED TOTAL_CORES ENABLED_CORES
 
        CPU_0 OK     -              060D     P0 (CPU 0)
Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2690  2.900 GHZ         8           8
        CPU_1 OK     -              060D     P1 (CPU 1)
Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2690  2.900 GHZ     8           8








oakcli show raidsyncstatus

oakcli show raidsyncstatus コマンドを使用して、障害が発生したローカル・ディスクの交換後のRAID再構築のステータスを表示します。

注意:
show raidsyncstatusコマンドは、ベアメタル・プラットフォームでのみサポートされます。仮想化プラットフォームではサポートされません。一般的なRAID情報については、oakcli show iraidコマンドを使用します。






構文



oakcli show raidsyncstatus [-h]




パラメータ



(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show repo

oakcli show repoコマンドを使用して、仮想マシンのリポジトリに関する情報を表示します。 

構文
oakcli show repo [reponame -node 0|1] [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	reponame

	[オプション]特定のリポジトリ名を識別します


	-node

	[オプション]ノード番号0または1を識別します


	-h

	[オプション]コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








すべてのリポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノード番号を省略します。特定の共有リポジトリを参照するには、リポジトリ名およびノードを指定します。




例
oakcli show repoコマンドの使用方法の例を示します。




例9-29 使用可能な仮想マシンのリポジトリの表示
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上にある仮想マシンのリポジトリが表示されます。

oakcli show repo
        NAME      REPOTYPE  NODENUM
        odarepo1  local     0
        odarepo2  local     1
        repo1     shared    0
        repo1     shared    1




例9-30 特定の共有リポジトリに関する詳細の表示
ノード1上のrepo1という名前のリポジトリに関する情報が表示されます。

oakcli show repo repo1 -node 1
 
Resource: repo1_1
        AutoStart       :       restore       
        DG              :       DATA          
        Device          :       /dev/asm/repo1-286
        ExpectedState   :       Online        
        MountPoint      :       /u01/app/repo1
        Name            :       repo1_0       
        Node            :       all           
        RepoType        :       shared        
        Size            :       102400        
        State           :       Online








oakcli show server

oakcli show serverコマンドを使用して、サーバー・サブシステムに関する情報を表示します。

構文
oakcli show server [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show storage

oakcli show storageコマンドを使用して、コントローラ、エクスパンダおよびディスクのストレージに関する情報を表示します。

構文
oakcli show storage -errors [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-errors

	報告されたエラーに関する詳細情報を表示します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。















oakcli show validation storage

oakcli show validation storageコマンドを使用して、validation storageが有効化または無効化されているかを表示します。

構文
oakcli show validation storage [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




例9-31 ストレージ検証が有効かどうかの判別
# oakcli show validation storage
Enabled








oakcli show validation storage errors

oakcli show validation storage errorsコマンドを使用して、ハード・ストレージのエラーを表示します。 

ハードウェアのエラーには、特定のスロットに挿入されているディスクのタイプの誤り、ディスク・モデルが無効、ディスク・サイズの誤りが含まれます。 




構文
oakcli show validation storage errors [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show validation storage failures

oakcli show validation storage failuresコマンドを使用して、ソフト検証エラーを表示します。典型的なソフト・ディスクのエラーは、ディスクのファームウェアのバージョンが無効であるというものです。

構文
oakcli show validation storage failures [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli show vdisk

oakcli show vdiskコマンドを使用して、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームの仮想ディスクに関する情報を表示します。 

構文



oakcli show vdisk [vdisk_name -repo repository_name] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vdisk_name

	(オプション)1つの仮想ディスクの情報を表示します


	-repo repository_name 

	コマンドで仮想ディスクが指定された場合は必須のパラメータ


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例
oakcli show vdiskコマンドの使用方法の例を示します。




例9-32 すべての仮想ディスクの情報の表示
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上のすべての仮想ディスクに関する情報を表示します。

# oakcli show vdisk

    NAME                         SIZE     TYPE    REPOSITORY
    myvdisk                      10G      local   vdiskrepo
    newv                         1G       local   vdiskrepo




例9-33 1つの仮想ディスクの情報の表示
myvdisk1という名前の仮想ディスクの情報を次のように表示します。

# oakcli show vdisk myvdisk1
Resource: myvdisk_vdiskrepo
        Name         :     myvdisk_vdiskrepo
        RepoName     :     vdiskrepo
        Size         :     10G
        Type         :     local
        VmAttached   :     0








oakcli show version

oakcli show versionコマンドを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアおよびファームウェアのパッチ・バージョンを表示します。 

構文



oakcli show version [-detail] [-h]





	パラメータ	説明
	-detail

	(オプション)詳細なバージョン情報を表示します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








Oracle Database Applianceのバージョンの表示



使用するOracle Database Applianceのソフトウェアおよびファームウェアのバージョン情報を表示します。

oakcli show version
Version
-------
12.1.2.8.1








oakcli show vlan

oakcli show vlanコマンドを使用して、Oracle Database Applianceで構成されている仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)に関する情報を表示します。 

構文
oakcli show vlan [-h]




パラメータ
(オプション)-hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




例9-34 使用可能な仮想エリア・ネットワーク(VLAN)の詳細の表示
使用可能な仮想ローカル・エリア・ネットワークの名前、タグID番号、ネットワークおよびノード割当てが表示されます。

oakcli show vlan

 		       NAME                     ID    INTERFACE   NODENUM
 
        net1                     1     bond1       0
        net1                     1     bond1       1
        net2                     1     bond2       0
        net2                     1     bond2       1
        net3                     1     bond3       0
        net3                     1     bond3       1
        net4                     1     xbond0      0
        net4                     1     xbond0      1
        priv1                    1     bond0       0
        priv1                    1     bond0       1








oakcli show vm

 oakcli show vmコマンドを使用して、仮想マシンに関する情報を表示します。




構文



oakcli show vm [vm_name | -h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vm_name

	(オプション)詳細を表示する仮想マシンの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想マシンの情報が表示されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








使用上の注意
仮想マシンがドライバ・ドメイン・モードで構成されている場合、oakcli show vm vmnameコマンドの出力でDriverDomain属性はTRUEと表示されます。




例
oakcli show vmコマンドの使用方法の例を示します。




すべての仮想マシンの詳細の表示



すべての仮想マシンの仮想マシン名、メモリーとvCPUの割当て、ステータス、仮想ディスクおよびリポジトリ名を次のように表示します。

oakcli show vm



NAME                    MEMORY          VCPU         STATE           REPOSITORY
 
sample5_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo1      
sample6_odarepo1          2048             2         OFFLINE         odarepo2      
test1_odarepo1            2048             2         OFFLINE         odarepo1      
test2_odarepo2            2048             2         OFFLINE         odarepo2      
vm1_odarepo1              4096             4         ONLINE          odarepo1      
vm2_odarepo2              2048             2         OFFLINE         odarepo2      
win_vm1                   1500             1         ONLINE          odarepo1




単一の仮想マシンの情報の表示



仮想マシンvm1_odarepo1の情報を表示します。

oakcli show vm vm1_odarepo1
Resource: vm1_odarepo1
        AutoStart       :       restore       
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Vi
                                rtualMachines/vm1_odarepo1/System.i
                                mg,xvda,w||file:/OVS/Repositories/o
                                darepo1/VirtualMachines/vm1_odarepo
                                1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        ExpectedState   :       online       
        FailOver        :       false
        IsSharedRepo    :       false
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       3000           
        MaxVcpu         :       4             
        Memory          :       4096          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       vm1_odarepo1  
        Networks        :       |mac=00:21:F6:00:00:E4|         
        NodeNum         :       0             
        NodeNumStart    :       
        OS              :       OL_5          
        PrivateIP       :       None          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        State           :       Online        
        TemplateName    :       otml_sample1_odarepo1
        Vcpu            :       4             
        cpupool         :       twocpu        
        vncport         :       5901              








oakcli show vmconsole

oakcli show vmconsole コマンドを使用して、特定の仮想マシンを管理するGUI仮想マシン・コンソールを開きます。

構文
oakcli show vmconsole vm_name [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	vm_name

	コンソールを開く仮想マシンの名前。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











例9-35 仮想マシン・コンソールのオープン
vm1_odarepo1という仮想マシンのコンソールを開きます。

oakcli show vmconsole vm1_odarepo1








oakcli show vmtemplate

oakcli show vmtemplateコマンドを使用して、仮想マシン・テンプレートに関する情報を表示します。

構文
oakcli show vmtemplate [vmtemplate_name | -h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	vmtemplate_name

	(オプション)詳細を表示する仮想テンプレートの名前。このパラメータを指定しない場合、すべての仮想テンプレートの情報が表示されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 











例9-36 仮想テンプレートについての情報の表示
仮想テンプレートsample1_odarepo1の情報を表示します。

oakcli show vmtemplate sample_odarepo1
Resource: sample1_odarepo1
        CPUPriority     :       100           
        Disks           :       |file:/OVS/Repositories/odarepo1/Te
                                mplates/otml_sample1_odarepo1/Syste
                                m.img,xvda,w||file:/OVS/Repositorie
                                s/odarepo1/Templates/otml_sample1_o
                                darepo1/u01.img,xvdb,w|
        Domain          :       XEN_PVM       
        Keyboard        :       en-us         
        MaxMemory       :       2048          
        MaxVcpu         :       2             
        Memory          :       2048          
        Mouse           :       OS_DEFAULT    
        Name            :       sample1_odarepo1
        Networks        :       |bridge=priv1||bridge=net1||bridge=
                                net2|         
        NodeNum         :       0             
        OS              :       OL_5          
        ProcessorCap    :       100           
        RepoName        :       odarepo1      
        Vcpu            :       2 










oakcli startコマンド

oakcli startコマンドを使用して、仮想マシンの起動、ノードの共有リポジトリの起動、ローカル・ノードのODA_BASEの起動を実行します。

内容は次のとおりです。




	oakcli start oda_base
 oakcli start oda_baseコマンドを使用して、ローカル・ノードでODA_BASEを起動します。
	oakcli start repo
 oakcli start repoコマンドを使用して、ノード上の共有リポジトリを起動します。
	oakcli start vm
 oakcli start vmコマンドを使用して、ノード上の仮想マシンを起動します。




oakcli start oda_base

oakcli start oda_baseコマンドを使用して、ローカル・ノードでODA_BASEを起動します。

構文
oakcli start oda_base [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。




例9-37 ローカル・ノードでのODA_BASEの起動
目的のノードのDom0に接続し、次のコマンドを入力してそのノードのODA_BASEを起動します。

oakcli start oda_base








oakcli start repo

oakcli start repoコマンドを使用して、ノード上の共有リポジトリを起動します。

構文
oakcli start repo repo_name [-node node_number] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	repo_name

	repo_nameは、起動する共有リポジトリの名前です。


	-node node_number

	共有リポジトリを起動するノードを指定します。node_numberは、共有リポジトリを起動するノードの番号(0または1)です。-nodeが指定されていない場合、共有リポジトリは両方のノードで起動されます。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








例9-38 ノード0の共有リポジトリの起動
ノード0のrepo1という共有リポジトリを起動します。 

oakcli start repo repo1 -node 0








oakcli start vm

oakcli start vmコマンドを使用して、ノード上の仮想マシンを起動します。

構文



oakcli start vm vm_name [-node node_number] [-d] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vm_name

	vm_nameは、起動する仮想マシンの名前です。


	-node node_number

	仮想マシンを起動するノードを指定します。node_numberは、仮想マシンを起動するノードの番号(0または1)です。-nodeが指定されていない場合、仮想マシンは両方のノードで起動されます。


	-d

	仮想マシン起動手順の詳細を指定します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








例9-39 ノード0の仮想マシンの起動
ノード0のvm1_odarepo1という仮想マシンを起動します。

oakcli start vm vm_odarepo1 -node 0










oakcli stopコマンド

oakcli stopコマンドを使用して、仮想マシンの停止、ノードの共有リポジトリの停止、ローカル・ノードのODA_BASEの停止を実行します。

構文



oakcli stop [vm vm_name [-force] | repo repo_name [-node node_number] | oda_base ] [-h]




パラメータ




	パラメータ	説明
	vm vm_name

	vm_nameは、停止する仮想マシンの名前です。


	-force

	(オプション)仮想マシンを強制的に停止します。


	repo repo_name

	repo_nameは、停止する共有リポジトリの名前です。


	-node node_number

	node_numberは、共有リポジトリを停止するノードの番号(0または1)です。-nodeパラメータは、共有リポジトリの仮想マシンを停止している場合にのみ有効です。-nodeが指定されていない場合、共有リポジトリは両方のノードで停止されます。


	oda_base

	ローカル・ノードのODA_BASEを停止します


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 








例
oakcli stopコマンドの使用方法の例を示します。




例9-40 仮想マシンの強制停止
仮想マシンvm1_odarepo1を強制的に停止します。

oakcli stop vm vm_odarepo1 -force




例9-41 共有リポジトリの停止
ノード0のrepo1という共有リポジトリを停止します。 

oakcli stop repo repo1 -node 0




例9-42 ローカルのODA_Baseの停止
目的のノードのDom0に接続し、次のコマンドを入力してそのノードのODA_BASEを停止します。

oakcli stop oda_base








oakcli stordiag

oakcli stordiagコマンドを使用して、ストレージ・シェルフまたはストレージ拡張シェルフのディスクで診断テストを実行します。

 このツールにより、ノードごとに14のディスク・チェックのリストが生成されます。 




構文



oakcli stordiag resource_type [n| [-h] 




パラメータ




	パラメータ	説明
	resource_type

	構成によって異なる接頭辞。「使用上の注意」を参照してください。


	n

	(オプション)ディスク番号(0からディスク数より1つ少ない数まで)


	-h 

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








使用上の注意



次のいずれかのオプションに基づいて、resource_typeの値を選択します。

	Oracle Database Applianceバージョン1では、dを使用します。


	単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceでは、pd_を使用します。


	拡張ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceでは、ストレージ・シェルフ内のディスクにはe0_pd_、拡張ストレージ・シェルフ内のディスクにはe1_pd_を使用します。




内部記憶域を持つOracle Database Applianceシステムについては、d_[..]という形式を使用して診断するディスクを識別します。ストレージ・シェルフ(オプションのストレージ拡張シェルフ)に接続しているOracle Database Applianceシステムについては、e[0..1] pd_[0..23]という形式を使用して、診断するディスクを識別します。




例9-43 拡張ストレージ・シェルフのディスクでの診断テストの実行
拡張ストレージ・シェルフのディスク3上で診断テストを実行します。

# oakcli stordiag e1_pd_3
 Node Name : hr0
 Test : Diagnostic Test Description
 
   1  : OAK Check
        NAME          PATH          TYPE          STATE         STATE_DETAILS
        pd_03         /dev/sdw      HDD           ONLINE        Good    
 
   2  : ASM Check  
. . .
<output truncated>








oakcli test asr

oakcli test asrコマンドを使用して、Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)が正しく構成され機能しているかどうかを判別するために、テスト・トラップを送信します。

Oracle ASRが正しく機能している場合は、成功メッセージが返されます。




構文
oakcli test asr [-h]




パラメータ
(オプション) -hは、コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








oakcli unpack

oakcli unpackコマンドを使用して、Oracle Appliance Managerリポジトリにパッケージを解凍します。 

構文
oakcli unpack -package absolute_package_name




パラメータ




	パラメータ	説明
	absolute_package_name

	パッケージの完全な絶対パスとファイル名を使用して解凍するパッケージを識別します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。








例9-44 Oracle Appliance Managerリポジトリへのパッケージの解凍
 p13982331_23000_Linux-86-62.zipパッケージ(現在のノードの/tmpに事前にコピー済)を、ノードのOracle Appliance Managerコマンドライン・インタフェース・リポジトリに解凍します。

oakcli unpack -package /tmp/p13982331_23000_Linux-86-62.zip








oakcli update-cpucore

oakcli update-cpucoreコマンドを使用して、指定された数のライセンス済CPUコアを有効化します。


前提条件
すべてのコアが有効化されていない場合、ライセンス済CPUコアを2の倍数で最大コア数まで有効にできます。 




ファイル・パス
$ORACLE_HOME/opt/oracle/oak/bin/oakcli


構文
 oakcli update-cpucore  -cores number of cores per server [-h]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-cores

	有効化するサーバー当たりのコアの数を2の倍数で定義します。使用可能なすべてのコアを有効化するには、コア数のかわりにAllと指定します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。











使用上の注意
	このコマンドは、ベア・メタル・デプロイメントにのみ適用されます。


	有効化するライセンス済コアの数は2の倍数である必要があり、最大はコアの最大数です。


	初期構成後は、コアの数を減らすことはできません。コアを追加で購入してコア数を増やすことはでき、その最大は最大コア数までです。たとえば、Oracle Database Appliance X6-2-HAでは最大20コアまでです。









例9-45 Oracle Database Applianceの10個のCPUコアの有効化
次のコマンドは、Oracle Database Applianceシステムで12個のCPUコアを有効化します。

oakcli update-cpucore -cores 12

Please enter the 'root' password: 
Please re-enter the 'root' password: 
Setting up SSH ..............Completed
INFO   : Running as root: /usr/bin/ssh -l root 192.0.2.1 /etc/rc.d/rc3.d/S90cpu-core
INFO   : Running as root: /usr/bin/ssh -l root 192.0.2.1 /etc/rc.d/rc3.d/S90cpu-core




例9-46 Oracle Database ApplianceのすべてのCPUコアの有効化
次のコマンドは、Oracle Database Applianceシステムですべてのコアを有効化します。

oakcli update-cpucore -cores All

Please enter the 'root' password: 
Please re-enter the 'root' password: 
Setting up SSH ..............Completed
INFO   : Running as root: /usr/bin/ssh -l root 192.0.2.1 /etc/rc.d/rc3.d/S90cpu-core
INFO   : Running as root: /usr/bin/ssh -l root 192.0.2.1 /etc/rc.d/rc3.d/S90cpu-core








oakcli upgrade

oakcli upgradeコマンドを使用して、Oracle Database Appliance上のOracle Databaseソフトウェアをアップグレードします。

Oracle Database Appliance自体のパッチ適用については、oakcli updateコマンドを使用します。 




構文
oakcli upgrade database [-db db_names | -from source_home] -to destination_home




パラメータ

	パラメータ	説明
	-db db_names 

	アップグレードするデータベースの名前を(カンマ区切りリストで)指定します。


	-from source_home 

	アップグレードするデータベースの現在のOracle Databaseホームを指定します。


	-to destination_home 

	アップグレード先のデータベース・バージョンが格納されているOracle Databaseホームを指定します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。 











使用上の注意
	-dbパラメータまたは-fromパラメータのいずれかを必ず指定する必要があります。


	-dbパラメータを指定してコマンドを実行すると、現在のOracle Databaseホームとは関係なく、指定されたデータベースのみがアップグレードされます。-fromパラメータを-dbパラメータと併用すると、-fromパラメータは無視されます。つまり、指定されたホーム内のデータベースが-dbパラメータのリストにない場合、そのデータベースは無視され、他のホームにある指定されたデータベースがアップグレードされます。


	-dbパラメータなしでコマンドを実行すると、指定されたOracle Databaseホーム内にあるすべてのデータベースがアップグレードされます。


	既存のOracle Databaseホームを指定する-toパラメータは必ず指定する必要があります。







例
Oracle Databaseホーム・ディレクトリOraDb11203_home1を使用して、tpccという11.2.0.2.5データベースを、Oracle Database 11.2.0.2.5からOracle Database 11.2.0.3.1にアップグレードします。

oakcli upgrade database -db tpcc -to OraDb11203_home1








oakcli validate

Oracle Database Applianceの状態またはオペレーティング・システムのパッチの適用可能性を検証します。

構文
oakcli validate [[-V | -l | -h]] | [[-v][-f output_file] [-a | -d | -c checklist][-ver patch_version]]




パラメータ

	パラメータ	説明
	-V

	oakValidationのバージョンを表示します。


	-l

	チェック可能な項目を(説明とともに)表示します。


	-h

	(オプション)コマンドの使用方法に関するヘルプを表示します。


	-v

	冗長出力を表示します(検証レポートを生成するパラメータとともに使用する必要があります)。


	-f output_file

	画面(stdout)にではなく、完全修飾ファイル名のファイル、output_fileに出力を送信します。


	-a

	DiskCalibrationなど、すべてのシステム・チェックを実行します。このコマンドを使用して、デプロイメントの前にシステムの準備状況を検証することをお薦めします。DiskCalibrationシステム・チェックによりパフォーマンスの問題が発生する可能性があるため、ビジー状態の本番システム上で、このオプションを使用してoakcli validateを実行しないでください。


	-d

	デフォルトのチェックのみを実行します。デフォルトのチェックは、NetworkComponents、OSDiskStorage、SharedStorageおよびSystemComponentsです。

NetworkComponents妥当性チェックは、Oracle Database Appliance V1では使用できません。


	-c checklist

	カンマ区切りリストのchecklistで指定した項目の検証チェックを実行します。このパラメータを使用して、1つの項目または項目のサブセットのいずれかをチェックします。


	-c ospatch

	-ver patch_versionで識別されるパッチ・バージョンの検証チェックを実行します。


	-ver patch_version

	patch_versionで指定したパッチを使用してOracle Database Applianceにパッチを適用できない理由を報告します。











すべてのチェックとその説明の表示
oakcli validate -l

         Checkname -- Description
         =========    ===========
         *SystemComponents -- Validate system components based on ilom sensor data
         readings
         *OSDiskStorage -- Validate OS disks and filesystem information
         *SharedStorage -- Validate Shared storage and multipathing information
         DiskCalibration -- Check disk performance with orion
         *NetworkComponents -- Validate public and private network components
         *StorageTopology -- Validate external JBOD connectivity
         asr -- Validate asr components based on asr config file and ilom sensor
         data readings

* -- These checks are also performed as part of default checks





すべてのチェックの実行



すべてのチェックを実行するには、次のコマンドを入力します:

oakcli validate -a




ストレージ・ケーブル接続の検証



システム・コントローラとストレージ・シェルフの間のケーブル接続と、ストレージ拡張シェルフ(取り付けられている場合)へのケーブル接続を確認します。 

oakcli validate -c storagetopology

Oracle recommends that you run the oakcli validate -c StorageTopology command before deploying the system. This will avoid and prevent problems during deployment due to wrong or missing cable connections. The output shown in the following example reports a successful configuration. If the cabling is not correct, you will see errors in your output.

# oakcli validate -c storagetopology
 It may take a while. Please wait...
 INFO : ODA Topology Verification
 INFO : Running on Node0
 INFO : Check hardware type
 SUCCESS : Type of hardware found : X4-2
 INFO : Check for Environment(Bare Metal or Virtual Machine)
 SUCCESS : Type of environment found : Virtual Machine(ODA BASE)
 SUCCESS : Number of External LSI SAS controller found : 2
 INFO : Check for Controllers correct PCIe slot address
 SUCCESS : External LSI SAS controller 0 : 00:15.0
 SUCCESS : External LSI SAS controller 1 : 00:16.0
 INFO : Check if  powered on
 SUCCESS : 1 : Powered-on
 INFO : Check for correct number of EBODS(2 or 4)
 SUCCESS : EBOD found : 2
 INFO : Check for External Controller 0
 SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
 SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
 SUCCESS : Overall Cable check for controller 0
 INFO : Check for External Controller 1
 SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
 SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
 SUCCESS : Overall Cable check for controller 1
 INFO : Check for overall status of cable validation on Node0
 SUCCESS : Overall Cable Validation on Node0
 INFO : Check Node Identification status
 SUCCESS : Node Identification
 SUCCESS : Node name based on cable configuration found : NODE0
 INFO : Check  Nickname
 SUCCESS :  Nickname set correctly : Oracle Database Appliance - E0
 INFO : The details for Storage Topology Validation can also be found in log file=/opt/oracle/oak/log/<hostname>/storagetopology/StorageTopology-2014-07-03-08:57:31_7661_15914.log




Oracle ASRの検証



次の構文を入力して、Oracle ASR構成を検証します。 

# oakcli validate -c asr
INFO: oak Asr information and Validations
RESULT: /opt/oracle/oak/conf/asr.conf exist
RESULT: ASR Manager ip:10.139.154.17
RESULT: ASR Manager port:1162
SUCCESS: ASR configuration file validation successfully completed
RESULT: /etc/hosts has entry 141.146.156.46 transport.oracle.com
RESULT: ilom alertmgmt level is set to minor
RESULT: ilom alertmgmt type is set to snmptrap
RESULT: alertmgmt snmp_version is set to 2c
RESULT: alertmgmt community_or_username is set to public
RESULT: alertmgmt destination is set to 10.139.154.17
RESULT: alertmgmt destination_port is set to 1162
SUCCESS: Ilom snmp confguration for asr set correctly
RESULT: notification trap configured to ip:10.139.154.17
RESULT: notification trap configured to port:1162
SUCCESS: Asr notification trap set correctly
INFO: IP_ADDRESS HOST_NAME SERIAL_NUMBER ASR PROTOCOL SOURCE PRODUCT_NAME
INFO: --------------- ------------------------------ ------------------------------ -------- --------- -------------- ------------------------------
10.170.79.98 oda-02-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
10.170.79.97 oda-01-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
INFO: Please use My Oracle Support 'http://support.oracle.com' to view the activation status.
SUCCESS: asr log level is already set to Fine.
RESULT: Registered with ASR backend.
RESULT: test connection successfully completed.
RESULT: submitted test event for asset:10.139.154.17
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw is in active state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-frag is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-rulesdefinitions is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.ServiceActivation is in active state
SUCCESS: ASR diag successfully completed




パッチの適用可能性のチェック



oakcli validate ospatch -ver patch_versionコマンドを使用して、patch_versionに指定されたパッチを使用してOracle Database Applianceにパッチを適用できない理由を報告します。Oracle Database Applianceへのパッチ適用を試みる前に、次のコマンドを使用して、成功するかどうか、パッチの適用前に変更が必要であるかどうかを判断します。

# oakcli validate -c ospatch -ver 12.1.2.5.0
INFO: Validating the OS patch for the version 12.1.2.5.0
WARNING: 2015-10-10 06:30:32: Patching sub directory /opt/oracle/oak/pkgrepos/orapkgs/OEL/5.10/Patches/5.10.1 is not existing
INFO: 2015-10-10 06:30:32: May need to unpack the Infra patch bundle for the version: 12.1.2.5.0
ERROR: 2015-10-10 06:30:32: No OS patch directory found in the repository




ハードウェア・システムとネットワーク・コンポーネントの検証



次のコマンドでは、ハードウェア・システム・コンポーネントおよびOracle Database Applianceネットワーク・コンポーネントを検証するシステム・チェックを実行します。

# oakcli validate -c SystemComponents,NetworkComponents









Oracle Database Applianceの検証およびトラブルシューティング





10 Oracle Database Applianceの検証およびトラブルシューティング 

この章には、変更の検証方法およびOracle Database Applianceの問題のトラブルシューティング方法に関する情報が記載されています。

トピック:




	Oracle Database Applianceの診断および検証
oakcli validateを使用してOracle Database Applianceの構成を確認し、必要に応じて、Oracleサポート・サービスに情報を提供します。
	Oracle Database Applianceの構成エラー・メッセージ
Oracle Database Applianceの構成中にエラーが発生した場合、次のメッセージおよび処置を確認してください。
	Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意
必要に応じて、コマンドoakcli manage diagcollectを使用して診断ファイルを収集し、Oracleサポート・サービスに送ります。 
	その他のトラブルシューティング・ツールおよびコマンド
この項では、Oracle Database Applianceの問題の診断およびトラブルシューティングに使用できる追加のツールおよびコマンドを説明します。
	Oracle Database Appliance ハードウェア監視ツール
Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールでは、Oracle Database Applianceサーバー・ノードの様々なハードウェア・コンポーネントのステータスが表示されます。




Oracle Database Applianceの診断および検証

oakcli validateを使用してOracle Database Appliance構成を確認し、必要に応じてOracleサポート・サービスへ情報を提供します。

oakcli validateコマンドは、サポートの問題を特定し、解決するためのOracle Appliance Managerの診断および検証のユーティリティです。Oracle Database Applianceの問題が発生した場合は、oakcli validateコマンド・オプションを使用して、環境が適切に構成され、ベスト・プラクティスが適用されていることを確認します。サービス・リクエストを行う場合も、この章で説明している手順に従ってOracle Appliance Managerを使用し、Oracleサポート・サービスに送信するためのログ・ファイルを用意します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceの検証コマンドの概要
oakcli validateコマンドおよびオプションを使用して、Oracle Database Applianceの状態を検証します。
	OAKCLI Validateコマンド・チェックの例
この例を確認して、oakcli validateコマンドおよびオプションを使用した検証チェックを実行できることを確認します。 




Oracle Database Appliance検証コマンドの概要

oakcli validateコマンドおよびオプションを使用して、Oracle Database Applianceの状態を検証します。

 oakcli validateコマンドはrootユーザーとして実行する必要があります。

構文
oakcli validateコマンドは次の構文を使用します。checklistは1回のチェックまたはチェックのカンマ区切りのリスト、output_fileは検証出力ファイルに指定する名前です。

oakcli validate -h 
oakcli validate [-V | -l | -h]
oakcli validate [-v] [-f output_file] [-a | -d | -c checklist] [-v patch_version]





パラメータ

	オプション	目的
	-a

	DiskCalibrationなど、すべてのシステム・チェックを実行します。このコマンドを使用して、デプロイメントの前にシステムの準備状況を検証することをお薦めします。DiskCalibrationシステム・チェックによりパフォーマンスの低下が発生する可能性があるため、ビジー状態の本番システム上で、このオプションを使用してoakcli validateを実行しないでください。


	-c checklist

	カンマ区切りリストのchecklistで指定した項目の検証チェックを実行します。このパラメータを使用して、1つの項目または項目のサブセットのいずれかをチェックします。


	-d

	デフォルトのチェックのみを実行します。デフォルトのチェックは次のとおりです。NetworkComponents、OSDiskStorage、SharedStorageおよびSystemComponents 


	-f output_file

	画面(stdout)にではなく、完全修飾ファイル名のファイル、output_fileに出力を送信します。


	-h

	オンライン・ヘルプを表示します。


	-l

	チェック可能な項目を(説明とともに)表示します。


	-v

	冗長出力を表示します(検証レポートを生成するパラメータとともに使用する必要があります)。


	-V

	oakValidationのバージョンを表示します。


	-ver patch_version

	patch_versionで指定したパッチを使用してOracle Database Applianceにパッチを適用できない理由を報告します。











VALIDATEオプション

	コマンド	目的
	-c asr

	Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)構成ファイルおよびOracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)センサー・データに基づいて、Oracle ASRコンポーネントを検証します。


	-c DiskCalibration

	/opt/oracle/oak/bin/orionを使用したストレージ・ディスクのパフォーマンスのインストール前チェック。

デプロイ済のシステム上でDiskCalibrationコマンドを実行するとパフォーマンスの問題が発生するため、Oracle Database ApplianceにOracleソフトウェアをデプロイした後でこのチェックを実行しないでください。

ディスク測定のシステム・チェックを実行しない場合は、デフォルトのチェック・オプション(oakcli validate -d)を使用します。


	-c NetworkComponents

	パブリックおよびプライベートのネットワーク・ハードウェア接続を検証します。


	-c OSDiskStorage

	オペレーティング・システム・ディスクおよびファイル・システム情報を検証します。


	-c ospatch

	指定したパッチを使用して、システムがアップグレードを正常に完了できることを検証します。


	-c SharedStorage

	共有ストレージおよびマルチパス情報を検証します。


	-c StorageTopology

	ストレージ・シェルフの接続を検証します。


	-c SystemComponents

	Oracle ILOMセンサー・データの読取りに基づいて、システム・コンポーネントを検証します。 















OAKCLI Validateコマンド・チェックの例

これらの例で、oakcli validateコマンドとオプションを使用して検証チェックを実行できることを確認します。 

すべてのチェックとその説明の表示
oakcli validate -l

         Checkname -- Description
         =========    ===========
         *SystemComponents -- Validate system components based on ilom sensor data
         readings
         *OSDiskStorage -- Validate OS disks and filesystem information
         *SharedStorage -- Validate Shared storage and multipathing information
         DiskCalibration -- Check disk performance with orion
         *NetworkComponents -- Validate public and private network components
         *StorageTopology -- Validate external JBOD connectivity
         asr -- Validate asr components based on asr config file and ilom sensor
         data readings

* -- These checks are also performed as part of default checks


注意:
NetworkComponents妥当性チェックは、Oracle Database Appliance X3-2より前のハードウェアで使用できません。






すべてのチェックの実行



すべてのチェックを実行するには、次のコマンドを入力します:

oakcli validate -a




ストレージ・ケーブル接続の検証



システム・コントローラとストレージ・シェルフの間のケーブル接続と、ストレージ拡張シェルフ(取り付けられている場合)へのケーブル接続を確認します。 

oakcli validate -c storagetopology


システムをデプロイする前に、oakcli validate -c StorageTopologyコマンドを実行することをお薦めします。これにより、不適切なケーブル接続または欠如に起因するデプロイ時の問題を回避および防止できます。次の例に示す出力は、正常な構成を報告しています。ケーブル接続が正しくない場合は、出力にエラーが表示されます。

# oakcli validate -c storagetopology
 It may take a while. Please wait...
 INFO : ODA Topology Verification
 INFO : Running on Node0
 INFO : Check hardware type
 SUCCESS : Type of hardware found : X4-2
 INFO : Check for Environment(Bare Metal or Virtual Machine)
 SUCCESS : Type of environment found : Virtual Machine(ODA BASE)
 SUCCESS : Number of External LSI SAS controller found : 2
 INFO : Check for Controllers correct PCIe slot address
 SUCCESS : External LSI SAS controller 0 : 00:15.0
 SUCCESS : External LSI SAS controller 1 : 00:16.0
 INFO : Check if  powered on
 SUCCESS : 1 : Powered-on
 INFO : Check for correct number of EBODS(2 or 4)
 SUCCESS : EBOD found : 2
 INFO : Check for External Controller 0
 SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
 SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
 SUCCESS : Overall Cable check for controller 0
 INFO : Check for External Controller 1
 SUCCESS : Controller connected to correct ebod number
 SUCCESS : Controller port connected to correct ebod port
 SUCCESS : Overall Cable check for controller 1
 INFO : Check for overall status of cable validation on Node0
 SUCCESS : Overall Cable Validation on Node0
 INFO : Check Node Identification status
 SUCCESS : Node Identification
 SUCCESS : Node name based on cable configuration found : NODE0
 INFO : Check  Nickname
 SUCCESS :  Nickname set correctly : Oracle Database Appliance - E0
 INFO : The details for Storage Topology Validation can also be found in 
log file=/opt/oracle/oak/log/<hostname>/storagetopology/StorageTopology-2014-07-03-08:57:31_7661_15914.log




Oracle ASRの検証



次の構文を入力して、Oracle ASR構成を検証します。 

# oakcli validate -c asr
INFO: oak Asr information and Validations
RESULT: /opt/oracle/oak/conf/asr.conf exist
RESULT: ASR Manager ip:10.139.154.17
RESULT: ASR Manager port:1162
SUCCESS: ASR configuration file validation successfully completed
RESULT: /etc/hosts has entry 141.146.156.46 transport.oracle.com
RESULT: ilom alertmgmt level is set to minor
RESULT: ilom alertmgmt type is set to snmptrap
RESULT: alertmgmt snmp_version is set to 2c
RESULT: alertmgmt community_or_username is set to public
RESULT: alertmgmt destination is set to 10.139.154.17
RESULT: alertmgmt destination_port is set to 1162
SUCCESS: Ilom snmp confguration for asr set correctly
RESULT: notification trap configured to ip:10.139.154.17
RESULT: notification trap configured to port:1162
SUCCESS: Asr notification trap set correctly
INFO: IP_ADDRESS HOST_NAME SERIAL_NUMBER ASR PROTOCOL SOURCE PRODUCT_NAME
INFO: --------- ---------- ------------- --- -------- ------ ------------
10.170.79.98 oda-02-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
10.170.79.97 oda-01-c 1130FMW00D Enabled SNMP ILOM SUN FIRE X4370 M2 SERVER
INFO: Please use My Oracle Support 'http://support.oracle.com' to view the activation status.
SUCCESS: asr log level is already set to Fine.
RESULT: Registered with ASR backend.
RESULT: test connection successfully completed.
RESULT: submitted test event for asset:10.139.154.17
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw is in active state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-frag is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.asr.sw-rulesdefinitions is in resolved state
RESULT: bundle com.sun.svc.ServiceActivation is in active state
SUCCESS: ASR diag successfully completed




パッチの適用可能性のチェック



oakcli validate ospatch -ver コマンドを使用して、patch_versionに指定されたパッチを使用してOracle Database Applianceにパッチを適用できない理由を報告します。Oracle Database Applianceへのパッチ適用を試みる前に、次のコマンドを実行して、成功するかどうか、パッチの適用前に変更が必要であるかどうかを判断します。

# oakcli validate -c ospatch -ver 12.1.2.5.0
INFO: Validating the OS patch for the version 12.1.2.5.0
WARNING: 2015-10-10 06:30:32: Patching sub directory /opt/oracle/oak/pkgrepos/orapkgs/OEL/5.10/Patches/5.10.1 is not existing
INFO: 2015-10-10 06:30:32: May need to unpack the Infra patch bundle for the version: 12.1.2.5.0
ERROR: 2015-10-10 06:30:32: No OS patch directory found in the repository




ハードウェア・システムとネットワーク・コンポーネントの検証



次のコマンドでは、ハードウェア・システム・コンポーネントおよびOracle Database Applianceネットワーク・コンポーネントを検証するシステム・チェックを実行します。

# oakcli validate -c SystemComponents,NetworkComponents










Oracle Database Applianceの構成エラー・メッセージ

Oracle Database Applianceの構成中にエラーが発生した場合、次のメッセージおよび処置を確認してください。

	Error Encountered in Step 11 Validation VIP appears to be up on the network
	原因: このメッセージが表示される可能性が高いのは、前のデプロイをクリーンアップせずにエンドユーザー・バンドルを再デプロイしようとする場合です。このエラーが発生するのは、Oracle Database Applianceに割り当てられたアドレスに既存のVIPが構成されていることが原因です。


	処置: ノード0でcleanupDeploy.plを実行してから、Oracle Appliance Managerを再起動します。




	Error CRS-4402: The CSS daemon was started in exclusive mode but found an active CSS daemon on node oda2-1, number 1, and is terminating
	原因: このエラーが発生するのは、Oracle Grid Infrastructure CSSデーモンがノードをスタンドアロン・クラスタ・ノードとして開始しようとしたが、起動時に他のクラスタ・ノードが実行されていることを検出し、クラスタに結合するためにクラスタ・モードに変更しようとした場合です。


	処置: このエラーは無視してください。




	インストールにはハード・ドライブのパーティション化が必要です。
	原因: このメッセージは、2つのオペレーティング・システム・ディスクのうち1つがインストールされていないが、オペレーティング・システムを再イメージしようとしている場合に、ノード上で発生します。 


	処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。 




	マシン・チェック例外 ...これはソフトウェアの問題ではありません。
	原因: ハードウェア・システム・エラーがあります。 


	処置: Oracle ILOMリモート・コンソールにログインし、ハードウェア・エラーを特定します。 




	ボリューム・コントロールのGStreamerプラグインおよび/またはデバイスが見つかりません
	原因: Oracle ILOMリモート・リダイレクション・コンソールのサウンド・カードに必要なオペレーティング・システムのプラグインがインストールされていません。


	処置: このメッセージは無視してください。コンソールのボリューム・コントロールは必要ありません。




	再起動して適切なブート・デバイスを選択するか、選択したブート・デバイスにブート・メディアを挿入してキーを押してください
	原因: 1つまたは両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用できません。このメッセージは、システムの再イメージ中に「デフォルトのハード・ディスク」を選択したが、そのディスクが使用できない場合に発生します。 


	処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクがインストールされ、使用可能であることを確認します。 




	そのディレクトリのAoDB Linuxインストール・ツリーは、ご使用のブート・メディアに一致していない可能性があります。
	原因: イメージ化オプションに「Default (use BIOS settings)」を選択したが、ディスクの片方または両方が使用できない場合、かつ両方のオペレーティング・ディスクがインストールされ、オペレーティング・システム・ディスクを再イメージするよう選択した場合に、ノード上でこのメッセージが発生します。


	処置: 両方のオペレーティング・システム・ディスクが使用可能であることを確認します。




	ERROR: Gateway IP is not pingable
	原因: Windowsプラットフォームでは、Oracle Appliance Managerコンフィギュレータはポート7でエコー・サービスを使用してゲートウェイに接続します。エコー・サービスが無効である場合、おそらくセキュリティ上の理由により、pingが失敗します。 


	処置: ネイティブ・プラットフォームのpingコマンドを実行します。pingが成功した場合、コンフィギュレータの検証出力は無視できます。




	ACFS Resources Failed to Start After Applying 2.2 INFRA Patch
	原因: Oracle Database Applianceオペレーティング・システムのアップグレードには、Oracle LinuxからUnbreakable Enterprise Kernel (UEK)へのアップグレードが含まれます。Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)はOracle Linuxのすべてのバージョンでサポートされているわけではないため、オペレーティング・システムのアップグレードが成功すると、Oracle ACFSが事実上無効になる可能性があります。 

Oracle Database Appliance 2.2へのアップグレードには、—infra、—giおよび—databaseという3つのオプションがあります。—infraオプションには、Oracle LinuxからUEKへのアップグレードが含まれます。—infraで2.2にアップグレードする前は、オペレーティング・システムは11.2.0.2.x Grid Infrastructureを備えたOracle Linuxです。—infraでのアップグレード後、オペレーティング・システムは、UEK、およびUEKと互換性のない11.2.0.2.x Oracle ACFSです。

たとえば、Oracle Linux 2.6.32-300.11.1.el5uekにアップグレードすると、reco.acfsvol.acfsおよびora.registry.acfsが一時的にOFFLINE状態になります。これは、2.6.32-300.11.1.el5uekがOracle 11.2.0.2.x ACFSをサポートしていないためです。ただし、Oracle Grid Infrastructureを11.2.0.3.2にアップグレードすると、これらのコンポーネントは再度オンラインになります。


	処置: —giオプションを使用してOracle Database Appliance 2.2にアップグレードします。このバージョンのソフトウェアには、UEKと連携して動作するOracle ACFSモジュールが含まれるOracle Grid Infrastructure 11.2.0.3.2が含まれます。

詳細は、My Oracle Supportのノート1369107.1を参照してください。 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1369107.1








Oracleサポート・サービス用のログ・ファイルの用意

必要に応じて、oakcli manage diagcollectコマンドを使用して診断ファイルを収集し、Oracleサポート・サービスに送信します。 

Oracleサポート・サービスからのサポートが必要なシステム障害がある場合は、Oracleが問題の診断をサポートできるように、ログ・レコードを提供する必要がある場合があります。 

oakcli manage diagcollectコマンドを実行して、ログ・ファイル情報を収集します。このコマンドでは、Oracle Database Applianceに格納された複数のログ・ファイルの情報を、Oracleサポート・サービスが使用する単一のログ・ファイルに統合します。ファイルの場所は、コマンド出力で指定されます。 








その他のトラブルシューティング・ツールおよびコマンド

この項では、Oracle Database Applianceの問題の診断およびトラブルシューティングに使用できるその他のツールおよびコマンドを説明します。

これらのツールの一部はOracle Database Appliance専用ですが、その他はすべてのクラスタ化システム用のツールです。

内容は次のとおりです。




	構成監査およびディスク診断用のOracle Appliance Managerツール
Oracle Appliance Managerでは、様々な高性能の監視ツールやレポート作成ツールにアクセスできますが、これらのツールには、独自の構文およびコマンド・セットを必要とするスタンドアロン・ツールから派生したものがあります。 
	トレース・ファイル・アナライザ・コレクタ
トレース・ファイル・アナライザ(TFA)コレクタを使用すると、Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Real Application Clustersシステムでの診断データ収集が簡単になります。




構成監査およびディスク診断用のOracle Appliance Managerツール

Oracle Appliance Managerでは、様々な高性能の監視ツールやレポート作成ツールにアクセスできますが、これらのツールには、独自の構文およびコマンド・セットを必要とするスタンドアロン・ツールから派生したものがあります。 

次のリストでは、ORAchkコマンドおよびディスク診断ツールを簡単に説明します。

	ORAchk

ORAchk構成監査ツールは、次のようなカテゴリでOracle RAC 2ノード・デプロイ用の重要な構成設定を監査します。

レビューア: CRSという用語はすでに使用されていません。また、Oracle Grid Infrastructureには、OCRと投票ディスク(CRS)、およびASMが取り込まれています。このためCRSの項は削除します。 	オペレーティング・システムのカーネル・パラメータおよびパッケージ


	RDBMS


	データベース・パラメータおよびその他のデータベース構成設定


	Oracle Grid Infrastructure (Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Managementを含む)




ORAchkは常にシステム全体に対して機能します。構成にベスト・プラクティスが付随しているかどうかをチェックします。たとえば、ORAchkはシステムを確認し、ORAchkがOracle Appliance Managerによって実行されている場合のOracle Database Applianceに固有のベスト・プラクティス野問題を識別します。Oracle Database ApplianceでORAchkを検索するには、次のコマンドを使用します。

oakcli orachk -h

また、My Oracle Supportのノート1268927.2を確認します。


	ディスク診断ツール

ディスク診断ツールを使用すると、ディスクの問題の原因を特定するのに役立ちます。このツールにより、ノードごとに14のディスク・チェックのリストが生成されます。ツールを実行するには、次のコマンドを入力します。

# oakcli stordiag resource_type




関連項目::
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=1268927.2を参照してください





トレース・ファイル・アナライザ・コレクタ

トレース・ファイル・アナライザ(TFA)コレクタを使用すると、Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Real Application Clustersシステムでの診断データ収集が簡単になります。

TFAの動作は、Oracle Clusterwareに同梱されているionユーティリティと似ています。どちらのツールも診断データを収集し、パッケージ化します。しかし、TFAは診断情報の収集を一元管理して自動化しているため、ionに比べてずっと強力です。 

TFAには、次の主なメリットとオプションがあります。

	単一ノードから実行する単一コマンドへの、すべてのクラスタ・ノード上のすべてのOracle Grid InfrastructureおよびOracle RACコンポーネントに関する診断データ収集のカプセル化


	データ・アップロード・サイズを削減するためにデータ収集時に診断ファイルを削減するオプション


	一定期間および特定の製品コンポーネント(Oracle ASM、RDBMS、Oracle Clusterware)に対する診断データ収集を分離するオプション


	Oracle Database Appliance内の単一ノードに対する収集された診断出力の一元管理(必要な場合)


	すべてのログ・ファイルおよびトレース・ファイルでの問題を示す状態のオンデマンド・スキャン 


	問題を示す状態に関するリアルタイム・スキャン・アラート・ログ(たとえば、データベース・アラート・ログ、Oracle ASMアラート・ログおよびOracle Clusterwareアラート・ログなど)




詳細は、My Oracle Supportノート1513912.1『TFAコレクタ - 拡張された診断収集用ツール』(https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&amp;amp;type=NOT&amp;amp;id=1513912.1)を参照してください。







Oracle Database Applianceハードウェア監視ツール

Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールは、Oracle Database Applianceサーバー・ノードで、様々なハードウェア・コンポーネントの状態を表示します。

ツールは、トレース・ファイル・アナライザ・コレクタによって実装されます。ベア・メタル・システムおよび仮想化システムの両方で、このツールを使用します。

コマンドoakcli show -hを実行することで、監視対象コンポーネントの一覧を表示できます。

特定のコンポーネントに関する情報を表示するには、コマンド構文oakcli show componentを使用します。componentは、クエリするハードウェア・コンポーネントです。たとえば、コマンドoakcli show powerは、特にOracle Database Appliance電源装置に関する情報を表示します。

oakcli show power

NAME            HEALTH HEALTH DETAILS PART_NO. SERIAL_NO.          LOCATION 
INPUT POWER OUTPUT POWER INLET TEMP      EXHAUST TEMP

Power Supply_0  OK     -              7047410   476856F+1242CE0020 PS0    
Present     88 watts     31.250 degree C 34.188 degree C
Power Supply_1  OK     -              7047410   476856F+1242CE004J PS1     
Present     66 watts     31.250 degree C 34.188 degree C


注意:
Oracle Database Appliance Serverハードウェア監視ツールは、Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム上でODA_BASEの初期起動中に有効になります。起動時に、ツールは約5分間、基本統計を収集します。その際に、「Gathering Statistics…」というメッセージが表示されます。



Oracle Database Applianceハードウェア監視ツールのレポートは、コマンドを実行したノードのみを対象としています。出力に表示される情報は、表示するように選択したコンポーネントによって異なります。






Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト





A Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルト

Oracle Database Applianceソフトウェア構成のデフォルトです。

内容は次のとおりです。







	Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス
Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。
	Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成
この表は、Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする場合に作成されるグループおよびデフォルトのユーザーを示します。すべてのパスワードは、デプロイ時に定義するマスター・パスワードに設定されます。
	Oracle Database Applianceのシステム構成
Oracle Database Applianceの構成オプションを示します。




Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

Oracle Database ApplianceのOracleホームは、Optimal Flexible Architectureのガイドラインに従っています。


表A-1 Oracle Database Applianceのディレクトリ・パス

	アイテム	ディレクトリ・パス
	Gridホーム

	/u01/app/release-specific_name/grid


	Gridベース

	/u01/app/grid


	Oracleホーム

	/u01/app/oracle/product/dbhome_release-specific_namesequence_number


	Oracleベース

	/u01/app/oracle


	Oracleインベントリ 

	/u01/app/oraInventory












Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

この表は、Webコンソールを使用してアプライアンスをデプロイする場合に作成されるグループおよびデフォルトのユーザーを示します。すべてのパスワードは、デプロイ時に定義するマスター・パスワードに設定されます。

Webコンソール使用時のOracleグループおよびユーザーの構成

表A-2 Oracle Database ApplianceのOracleグループおよびユーザー構成

	グループおよびユーザー 	デフォルト値
	Oracle Grid Infrastructureインストール所有者

	grid、UID 1001


	Oracle Databaseインストール所有者

	oracle、UID 1000


	Oracle Databaseシステム管理者

	sys


	Oracle Database汎用管理者

	system


	Oracleインベントリのシステム権限グループ

	oinstall、GID 1001


	Oracle ASM管理者のシステム権限 

	asmadmin、GID 1004


	Oracle ASMユーザーのシステム権限 

	asmdba、GID 1006


	Oracle ASMオペレータのシステム権限

	asmoper、GID 1005


	Oracle Database管理者のシステム権限

	dba、GID 1003


	Oracle Databaseオペレータのシステム権限

	dbaoper、GID 1002















Oracle Database Applianceのシステム構成

Oracle Database Applianceの構成オプションを示します。





表A-3 Oracle Database Applianceのシステム構成

	アイテム 	値
	Red Hat Compatible Kernelを使用したOracle Linux

	Oracle Linux 6.7 (kernel-uek-2.6.39-400.264.13.el6uek.x86_64) 


	Oracle Databaseリリース

	12.1.0.2.161018, 11.2.0.4.161018

Oracle Database Enterprise Edition、Oracle Database Standard Edition 2、Oracle Database Standard Edition 1、Oracle Database Standard Edition


	SCANポート番号

	1521


	Oracle Enterprise Edition DBコントロール・ポート

	1158

Enterprise Managerにアクセスするには、次のURLの文字列を入力します。ここで、hostname は、Oracle Database Applianceサーバー・ノードの1つの名前です。

https://hostname:1158/em 













Oracle Database Applianceのストレージ






B Oracle Database Applianceのストレージ


この項を確認して、Oracle Database Applianceのストレージのアーキテクチャとオプション、および使用可能なストレージを判別する方法を理解します。

内容は次のとおりです。




	Oracle Database Applianceのストレージについて

データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)を使用します。
	Oracle Database Appliance X6-2-HAの使用可能なストレージの判別

Oracle Database Appliance X6-2-HAで使用可能なディスク容量と、容量の導出方法を確認します。
	Oracle ACFS領域管理

Oracle ACFSファイル・システムは、Oracle Database Applianceでのデータベースの作成時に自動的に作成されます。





Oracle Database Applianceのストレージについて


データベース・ファイルのストレージには、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)を使用します。

データベース・ファイル・システムはデータベース・ファイルの格納のみに使用され、データベース・データ・ファイル用のDATAファイル・システム、およびアーカイブ・ファイルとバックアップを格納するRECOファイル・システムが含まれます。Oracle Database Applianceでは、Oracle ACFSおよびOracle ASMのデータ・ファイル・ストレージをサポートしています。データベースを作成するときに、データベース・ストレージのタイプを決定します。


Oracle ASMデータベース・ストレージについて

Oracle ASMとOracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)を使用します。

Oracle ASMでは、データベース・データファイルはDATAディスクグループに格納されます。Redoおよびアーカイブ・ファイルはRECOディスクグループに属します。





Oracle ACFSデータベース・ストレージについて

Oracle ACFSと、Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)またはOracle Database 11gリリース2 (11.2.0.4)を使用します。

Oracle ACFSでは、データファイルを格納するためのOracle ACFSファイル・システムは、各データベースのDATAディスクグループから作成され、すべてのデータベースに対するRedoおよび高速リカバリ領域用のOracle ACFSファイル・システムは、RECOディスクグループから作成されます。






	Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域

Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)のマウント・ポイントについて示します。
	マウント済ディスクの詳細の表示

Oracle Database Applianceのマウント済ディスク・グループおよびその情報を表示するには、Oracle Automatic Storage Managementのlsdgコマンドを使用します。





Oracle ACFSマウント・ポイントおよび記憶領域


Oracle Database ApplianceのOracle ASM Cluster File System (ACFS)のマウント・ポイントについて示します。


データベース作成時にデータベース・ストレージとしてOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)を選択した場合、Oracle ASM Cluster File System (ACFS)は作成されません。すべてのファイルはOracle ASMディスクグループに属します。

データベース・ストレージにOracle ACFSを選択すると、各データベースには個別のOracle ACFSマウント・ポイントが確保されます。

	
DATAディスクグループ: /u02/app/oracleuser/oradata/db_name


	
RECOディスクグループ: /u03/app/oracleuser.




Oracle ACFSでは、次のファイル・システムが作成されます。

	
各データベースに+DATAディスクグループから100G ACFSが作成されます。このOracle ACFSは必要に応じて領域を自動的に拡張します。


	
+RECOディスクグループの25%で共通のOracle ACFSが自動拡張付きで作成されます。このファイル・システムは、すべてのデータベースに対する高速リカバリ領域およびRedoログに使用されます。





表B-1 Oracle ACFSマウント・ポイントと、関連のOracle ASMディスク・グループおよびボリューム情報

	ファイル・システム	Oracle ASMディスク・グループ	Oracle ASM動的ボリューム	マウント・ポイント
	
DATA

	
+DATA

	
/dev/asm/datdbname-nnn

例: /dev/asm/datodacn-123

	
/u02/app/oracleuser/oradata/dbname

例: /u02/app/example/oradata/odacn


	
RECO

	
+RECO

	
/dev/asm/reco-nn

	
/u03/app/oracleuser

fast_recovery_areaおよびredoログに対するこのマウント・ポイントは、すべてのデータベースによって共有されます。

fast_recovery_areaの場合のパス: /u03/app/oracleuser/fast_recovery_area/db_name

Redoログの場合のパス: /u03/app/oracleuser/redo/db_name










例B-1 Oracle ACFSの記憶領域

Oracle ACFSファイル・システムが作成されると、当初はアプライアンス内のすべての記憶域が消費されるわけではありません。追加のリポジトリのために、または場合によってはOracle ASMに直接格納されるデータベース・ファイルのために領域を残しています。次の例に示すように、オペレーティング・システム・コマンドdf -kを実行して、ファイル・システム内の使用可能な記憶領域を確認できます。


# df -k 
Filesystem                            1K-blocks   Used         Available  Use%   Mounted on 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolRoot    30963708    14203568     15187276   49%     / 
tmpfs                                 65952292      647800     65304492    1%     /dev/shm 
/dev/sda1                               495844       43872       426372   10%     /boot 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolOpt     61927420    18594420     40187272   32%     /opt 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolU01    103212320    49621560     48347880   51%     /u01 
/dev/asm/reco-62                      76546048     1469676     75076372    2%     /u03/app/oracle
/dev/asm/datrdb2-268                 104857600     3872368    100985232    4%     /u02/app/oracle/oradata/rdb2
/dev/asm/datndb11-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb11
/dev/asm/datndb12-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb12








マウント済ディスクの詳細の表示


Oracle Database Applianceのマウント済ディスク・グループおよびその情報を表示するには、Oracle Automatic Storage Managementのlsdgコマンドを使用します。

特定のディスク・グループに関する情報を表示するには、コマンドでそのディスク・グループを指定します。


	gridユーザーとしてログインします。
	Oracle Automatic Storage Managementのlsdgコマンドを実行します。



例B-2 DATAディスク・グループのストレージの判別


ASMCMD [+] > lsdg data

State    Type    Rebal  Sector  Block       AU  Total_MB  Free_MB  Req_mir_free_MB  Usable_file_MB
MOUNTED  NORMAL  N         512   4096  4194304     12288     8835             1117            3859

(continued)
Offline_disks  Voting_files  Name
            0             N  DATA










Oracle Database Appliance X6-2-HAの使用可能なストレージの判別


Oracle Database Appliance X6-2-HAで使用可能なディスク容量と、容量の導出方法を確認します。


Oracle Database Appliance X6-2-HAは、パフォーマンスのために1.2TBにフォーマットされた、1.6TBのrawソリッドステート・ドライブを使用します。使用可能なデータ容量は、ディスク・ハードウェアのTB数(1KB=1,000バイト)をソフトウェア・ストレージのTB数(1KB=1,024バイト)に換算し、使用可能な容量をASMディスク・グループに分割することによって計算されているため、変動します。

使用可能な各SSDのストレージは約1.1TBです。これは、ドライブの使用可能ストレージ容量をTBに変換することにより算出されます(1.2TBを1.0244で除算 = 1.1TB)。

次の表に、Oracle Database Appliance X6-2-HAの、DATAおよびRECOディスク・グループ用に使用可能な領域のだいたいの容量を示します。





Oracle Database Appliance X6-2-HAの使用可能ディスク容量

次の表に、Oracle Database Appliance X6-2-HAの使用可能な領域のだいたいの容量を示します。


表B-2 Oracle Database Appliance X6-2-HAの使用可能ディスク容量

	説明	X6-2-HAのサイズ設定(SSDドライブ数10)	X6-2-HAのサイズ設定(SSDドライブ数20)	X6-2-HAのサイズ設定(SSDドライブ数40)
	SSDドライブの数	
10

	
20

	
40


	
合計使用可能容量

	
10.9TB

	
22TB

	
44TB


	
予約済容量(標準冗長性)

	
1.1TB

	
1.1TB

	
1.1TB


	
合計使用可能(標準(双方向ミラー化) Oracle ASM冗長性)

	
4.9TB

	
10.5TB

	
21.5TB


	
DATAディスク・グループ(標準冗長性)、外部バックアップ(80%使用可能)

	
3.9TB

	
8.4TB

	
17.2TB


	
RECOディスク・グループ(標準冗長性)、外部バックアップ(20%使用可能)

	
1.0TB

	
2.1TB

	
4.3TB


	
DATAディスク・グループ(標準冗長性)、内部バックアップ(40%使用可能)

	
2.0TB

	
4.2TB

	
8.6TB


	
RECOディスク・グループ(標準冗長性)、内部バックアップ(60%使用可能)

	
2.9TB

	
6.3TB

	
12.9TB


	
予約済容量(高冗長性)

	
2.2TB

	
2.2TB

	
2.2TB


	
合計使用可能(高(3方向ミラー化) Oracle ASM冗長性)

	
2.9TB

	
6.6TB

	
13.9TB


	
DATAディスク・グループ(高冗長性)、外部バックアップ(80%使用可能)

	
2.3TB

	
5.3TB

	
11.1TB


	
RECOディスク・グループ(高冗長性)、外部バックアップ(20%使用可能)

	
0.6TB

	
1.3TB

	
2.8TB


	
DATAディスク・グループ(高冗長性)、内部バックアップ(40%使用可能)

	
1.2TB

	
2.6TB

	
5.6TB


	
RECOディスク・グループ(10%使用可能)

	
1.7TB

	
4.0TB

	
8.3TB







予約済容量の値は、ディスク障害が生じた場合に完全冗長性を維持するのに必要なストレージ容量です。

REDOディスク・グループは、800GBのrawソリッドステート・ドライブつまり0.8TBの合計使用可能容量を使用します。REDOディスク・グループは、データベースredoログのために約0.3TBの使用可能領域が確保される高冗長性を使用します。


注意:

非CDBデータベースの場合、REDOディスク・グループには、50%の空きディスク容量があります。

CDBデータベースの場合、Oracle ACFSマウント・ポイントは、テンプレート・ログ・ファイル・サイズに基づいてCDBデータベースごとに作成されます。これが単一インスタンス(SI)データベースの場合は、3倍します。Oracle RACデータベースの場合は、4倍します。







Oracle ASM計算

Oracle ASMが使用可能空き領域を計算する際に、ディスク障害に備えて予約する領域の量が決定されます。Oracle ASMまたはOracle Database Applianceコマンドによる問合せを実行して使用可能なストレージ容量を表示すると、usable_File_MB値に負の数が返されることがあります。


表B-3 Oracle ASM計算

	ドライブの数	冗長性	Total_MB	Free_MB	Req_mir_free_MB	Usable_file_MB	名前
	
2

	
NORMAL

	
4894016

	
4893372

	
2441888

	
1220644

	
DATA/


	
4

	
NORMAL

	
1231176

	
1230996

	
610468

	
305150

	
RECO/








注意:

注意: 1TB = MB/10242

次の表は、Oracle ASMおよびOracle Database Applianceの容量に関する用語がどのように定義されるかを示しています。


表B-4 用語の定義

	用語	Oracle ASMの定義	Oracle Database Applianceの定義
	Total_MB	
ディスク・グループのサイズ(MB)

	
合計使用可能ストレージ。たとえば、2つのNVMeドライブの場合、合計使用可能ストレージは5.8TBです。


	Free_MB	
冗長性考慮なしの、ディスク・グループの空き容量(MB)。

	
Oracle ASMディスク・グループにフォーマット後の合計使用可能ストレージ。たとえば、2つのNVMeドライブの場合、合計使用可能ストレージは5.8TBです。


	Req_mir_free_MB	
ディスク・グループにおいて許容される最悪の障害の後に完全冗長性を復元するためにディスク・グループで必要となる容量。

	
完全冗長性を復元するために必要な使用可能容量。usable_file_MB値より多くのストレージが消費されている場合、この数は負の値となります。


	Usable_file_MB	
新しいファイルのために使用可能な、ミラーリング用に調整された空き容量。

	
ミラーリング・レベルを考慮に入れた合計使用可能容量。Oracle ASMも必要な容量を計算します。













Oracle ACFS領域管理


Oracle ACFSファイル・システムは、Oracle Database Applianceでのデータベースの作成時に自動的に作成されます。


データベース・ストレージにOracle ACFSを使用すると、次のものが作成されます。

	
各データベースに+DATAディスクグループから100G ACFSが作成されます。このOracle ACFSは必要に応じて領域を自動的に拡張します。


	
+RECOディスクグループの25%で共通のOracle ACFSが自動拡張付きで作成されます。このファイル・システムは、すべてのデータベースに対する高速リカバリ領域およびRedoログに使用されます。




Oracle ACFSファイル・システムが作成されると、当初はアプライアンス内のすべての記憶域が消費されるわけではありません。追加のリポジトリのために、または場合によってはOracle ASMに直接格納されるデータベース・ファイルのために領域を残しています。次の例に示すように、オペレーティング・システム・コマンドdf -kを実行して、ファイル・システム内の使用可能な記憶領域を確認できます。


# df -k 
Filesystem                            1K-blocks   Used         Available  Use%   Mounted on 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolRoot    30963708    14203568     15187276   49%     / 
tmpfs                                 65952292      647800     65304492    1%     /dev/shm 
/dev/sda1                               495844       43872       426372   10%     /boot 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolOpt     61927420    18594420     40187272   32%     /opt 
/dev/mapper/VolGroupSys-LogVolU01    103212320    49621560     48347880   51%     /u01 
/dev/asm/reco-62                      76546048     1469676     75076372    2%     /u03/app/oracle
/dev/asm/datrdb2-268                 104857600     3872368    100985232    4%     /u02/app/oracle/oradata/rdb2
/dev/asm/datndb11-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb11
/dev/asm/datndb12-268                104857600      247160    104610440    1%     /u02/app/oracle/oradata/ndb12
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C Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレート

この付録の情報を使用して、計画しているデータベースのデータベース・テンプレートを選択します。 

トピック:




	Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートについて
この情報を検討して、使用するデータベース・テンプレートの判断に役立ててください。
	Oracle Database Appliance X6-2-HAのデータベース・テンプレートのタイプ
Oracle Database Appliance X6-2-HA用に定義されたいずれかのデータベース・テンプレートを使用します。




Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートについて

この情報を検討して、使用するデータベース・テンプレートの判断に役立ててください。

Oracle Database Applianceでは、複数のデータベースを1つのシステムに統合できます。統合により、アイドル・リソースを最小限に抑え、効率を最大限に高め、コストを下げることができます。インスタンス・ケージングを使用して、Oracle Database Resource Manager (リソース・マネージャ)と連携し、単一のOracle Database Applianceの複数インスタンス間で必要なサービス・レベルを提供できます。

Oracle Database Applianceテンプレートは、各データベース・インスタンス・ワークロードのサイズに合せて事前チューニングされています。特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。テンプレート・サイズは後になって、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することにより調整できます。

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータは、データベースのクラスとしてデータベースのサイズ設定テンプレートを参照します。

注意:
Oracle Database Applianceテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されているため、これらのテンプレートを使用することを強くお薦めします。



データベース・サイズ設定表を使用して、データベースに最適なテンプレートを選択するのに役立ててください。サイズ設定表を使用するときに、次に留意してください。 

	この表の情報は、ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。この表の情報は、ローカル・ディスクのバックアップを作成していることを前提としています。データベースの領域要件と、ローカル・ディスク・バックアップと外部バックアップのポリシーを検討します。通常、外部バックアップには、データベースが使用できる領域がローカル・バックアップより豊富にあります。


	コンテナ・データベースがOracle ACFS上に作成されます。


	ログ・ファイルのサイズは、システムがフル稼働している際に、各インスタンスの4つのREDOログ・グループで15分ごとにログ・スイッチが実行されることを前提としています。


	ストレージはOracle Database Appliance上のサーバー間で共有されます。




Oracle Database Applianceテンプレート・オプションについて 
データベース・テンプレートは、Oracle Database Applianceのデータベースで実行するデータベース・ワークロードのタイプにあわせて特別に構成されています。データベースで実行する一般的なワークロード(OLTP、DSS、インメモリー)に最も適合するテンプレートを選択します。 

データベース・サイズ設定表には、各データベース・ワークロード・タイプについて、CPUの数およびメモリー属性に基づいて、テンプレート名およびサイズ設定が示されています。 

データベース・ワークロードおよびハードウェアに適したテンプレート・タイプを識別してください。

	データベース・ワークロードが主としてオンライン・トランザクション処理(OLTP)である場合は、Oracle Database ApplianceのOLTPデータベース・テンプレートを使用します。 


	データベース・ワークロードが主として意思決定支援システム(DSS)またはデータ・ウェアハウスである場合は、Oracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートを使用します。 


	データベース・ワークロードがインメモリーであり、インメモリー・パフォーマンス機能によって効果が得られる場合は、Oracle Database Applianceのインメモリー(IMDB)データベース・テンプレートを使用します。 


	データベースが特定のプラットフォームにある場合は、そのプラットフォーム固有のデータベース・テンプレートを使用します。たとえば、データベースがOracle Database Appliance X6-2-HAにある場合は、Oracle Database Appliance X6-2-HA汎用データベース・テンプレートを使用します。




テンプレートは、完全にデプロイされたOracle Database Appliance上のデータベースの最大数に関する一般的なガイドラインを提供します。メモリーとCPUのサイズ設定は、データベースの数ではなく、サーバーごとのインスタンス数に基づいて設定します。メモリーおよびCPUはすべてのデータベースで共有され、データベースの数はパフォーマンスに影響します。たとえば、データベースが1つの場合、データベースはすべてのI/Oスループットを受信します。データベースが9つある場合、各データベースが利用できるスループットはすべてのディスクのI/Oスループットの1/9のみです。

データベースが複数ある場合、使用可能なCPUリソースの共有および競合が発生します。テンプレートを選択する際に、システムで使用可能なスレッドよりも多くのCPU_COUNTに分散しないでください。すべてのデータベースに排他的CPUがある、パーティション化をお薦めします。Oracle Database Applianceで推奨最大データベース数を超えるように選択した場合は(オーバー・プロビジョニング)、I/O結果およびパフォーマンスの低下に注意してください。オーバー・プロビジョニングのアプローチでは、すべてのインスタンスにおけるCPU_COUNTの合計がCPU数を超える可能性があります。オーバー・プロビジョニングによりリソース使用率は向上しますが、複数のデータベースで負荷が同時に著しく高くなると競合が発生する可能性があります。オーバー・プロビジョニングは、重要度の低いアプリケーションを実行するシステムに最適です。I/O要件が高いデータベースやトランザクション・レートの高いデータベースに対しては、オーバー・プロビジョニングを使用しないでください。オーバー・プロビジョニングを選択した場合は、合計CPU数の2倍を超えないようにしてください。合計CPU数の2倍の割当ては、コア当たり2CPUスレッドのハイパースレディングに基づいています。








Oracle Database Appliance X6-2-HAのデータベース・テンプレートのタイプ

Oracle Database Appliance X6-2-HA用に定義されたいずれかのデータベース・テンプレートを使用します。

Oracle Database Appliance OLTPデータベース・テンプレートのサイズ

表C-1 Oracle Database Appliance OLTPデータベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	フラッシュ	プロセス	ログ・バッファ、REDOログ
	odb-01s 

	1

	2

	1

	6

	200

	16MB、1GB


	odb-01

	1

	4

	2

	12

	200

	16MB、1GB


	odb-02 

	2

	8

	4

	24

	400

	16MB、1GB


	odb-04 

	4

	16

	8

	48

	800

	32MB、1GB


	odb-06

	6

	24

	12

	72

	1200

	64MB、2GB


	odb-08 

	8

	32

	16

	NA

	1600

	64MB、2GB


	odb-10 

	10

	40

	30

	NA

	2000

	64MB、2GB


	odb-12

	12

	48

	24

	144

	2400

	64MB、4GB


	odb-16

	16

	64

	32

	192

	3200

	64MB、4GB


	odb-20

	20

	80

	40

	NA

	4000

	64MB、4GB











Oracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートのサイズ

表C-2 Oracle Database Appliance DSSデータベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	プロセス	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	LOGバッファ(MB)
	odb-01s

	1

	1

	2

	200

	1

	16


	odb-01

	1

	2

	4

	200

	1

	16


	odb-02

	2

	4

	8

	400

	1

	16


	odb-04

	4

	8

	16

	800

	1

	32


	odb-06

	6

	12

	24

	1200

	2

	64


	odb-08

	8

	16 

	32

	1600

	2

	64 


	odb-10

	10

	20 

	40

	2000

	2

	64 


	odb-12

	12

	24

	48

	2400

	4

	64


	odb-16 

	16

	32

	64

	3200

	4

	64


	odb-20

	20

	40

	80

	4000

	4

	64 











Oracle Database Applianceインメモリー・データベース・テンプレートのサイズ

表C-3 Oracle Database Applianceインメモリー・データベース・テンプレートのサイズ

	テンプレート	CPUコア数	SGA (GB)	PGA (GB)	インメモリー(GB)	プロセス	REDOログ・ファイルのサイズ(GB)	LOGバッファ(MB)
	odb-01s

	1

	2

	1

	1

	200

	1

	16


	odb-01

	1

	4

	2

	2

	200

	1

	16


	odb-02

	2

	8

	4

	4

	400

	1

	16


	odb-04

	4

	16

	8

	8

	800

	1

	32


	odb-06

	6

	24

	12

	12

	1200

	2

	64


	odb-08

	8

	32

	16 

	16 

	1600

	2

	64 


	odb-10

	10

	40 

	20 

	20 

	2000

	2

	64 


	odb-12

	12

	48

	24

	24

	2400

	4

	64


	odb-16 

	16

	64

	32

	32

	3200

	4

	64


	odb-20

	20

	80

	40

	40

	4000

	4

	64 
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